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ISICO（公財）石川県産業創出支援機構からのお知らせ

補助金等支援制度のご案内 令和8年2月20日時点

通常枠

被災証明書の発行について（令和6年能登半島地震により被災された事業者の方へ）
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分類 制　　度 概　　要 お問合せ先受付締切補助金上限額

創業型

販路開拓等の取組み
費用を補助。「賃金
引上げ特例」等補助
上限の増額枠（50万
円～150万円）あり

19次：
3月6日～
4月30日

創業後３年以内の事
業者を重点的に支
援。販路開拓等の取
組み費用を補助。

3次：
3月6日～
4月30日

既存の事業とは異な
る、新市場・高付加
価値事業への進出に
かかる設備投資等を
支援。

3次：
3月26日

設備や施設の復旧整
備に係る経費を補助。 随時受付

県のなりわい再建支
援補助金に最大で
100万円上乗せ補助。

令和9年
3月31日

令和9年
3月31日

国の小規模事業者持
続化補助金（災害支
援枠）に最大で30万
円上乗せ補助。

50万円
補助率：2/3

200万円
補助率：2/3

7,000万円
補助率：1/2

15億円
補助率：3/4
(中堅企業等は1/5）

100万円
補助率：2/15
(中堅企業等は1/5）

30万円
補助率：3/20以内
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なりわい再建支援
補助金上乗せ 市

小規模事業者持続
化補助金（災害支
援枠）上乗せ 市

中小企業新事業
進出補助金 国

小規模事業者
持続化補助金
〈一般型〉HP

小規模事業者
持続化補助金
〈創業型〉HP

新事業進出
補助金HP

石川県なりわい
再建支援補助金
HP

小松市経済環境部
商工労働課
☎0761・24・8074

小松市経済環境部
商工労働課
☎0761・24・8074

国中小企業成長
加速化補助金

将来の売上高100億
円を目指して、大胆
な投資を進めようと
する中小企業者の取
組を支援。

2次：
3月26日

5億円
補助率：1/2

中小企業成長
加速化補助金
HP

補助対象カタログ掲
載の省力化設備を導
入し生産性向上・賃上
げする事業者を補助。

随時受付1,500万円
補助率：1/2以下

中小企業省力化
投資補助金
（カタログ型）国

県内企業の省エネ
化・脱炭素化の取組
を支援。

4月17日

600万円
（下限：50万円）
補助率：1/2
空調とセットで遮熱・
断熱工事をした場合
は別途200万円

　　　省エネ設備
等導入支援事業費
補助金 国

石川県省エネ設
備等導入支援事
業運営事務局
☎0120・200・529

中小企業省力化
投資補助金HP

県

　　　賃上げに
向けた収益力
強化補助金

賃上げを実施する企
業が持続的な賃上げ
と成長を実現できる
よう企業の「稼ぐ力」
の強化を図る取組を
支援。

4月30日

600万円
（下限：30万円）
補助率：
3/4（小規模事業者）
2/3（中小企業）

石川県賃上げ事業
者支援センター
☎0120・500・912

経営相談

本所では能登半島地震に関する事業者向け支援制度を
はじめ専門スタッフがあらゆるご相談に応じております。
ご相談の際は、事前にご連絡をお願いします。

相談場所●小松商工会議所
☎0761-21-3121

ご相談は無料です。ご相談の秘密は厳守します。

専門家によるアドバイスも受けられます。

【経営】
・各種補助金や支援策に関する経
営相談窓口を設置しています。

【IT・DX】
・社内をIT化し、業務効率を
　上げたい。
・DXについて相談したい。

【労務管理】
・雇用・労務に関する相談をしたい。
※ご相談内容によっては、専門家派遣事業にて
対応または専門機関をご紹介しております。

☎0761-21-3121
（小松商工会議所経営支援課）

悩みを抱えたままにしていませんか？

金融（融資）相談
※随時対応しております。
資金繰り安定のため
金融支援制度を利用したい。
受付時間（月）～（金）9：00～16：00
（小松商工会議所経営支援課）

事業に
関する

今月の利率
（令和8年2月20日現在）

■マルケイ資金
無担保・無保証人
2,000万円（1,000万円）
・利率　2.40％
・期間　設備10年・運転7年

■創業者支援融資
原則無担保
2,000万円
・利率　2.5％以内
・期間　7年（運転5年）

■小口零細（創業者分含）
原則無担保
2,000万円
・利率　2.5％以内
・期間　7年（運転5年）

■経営安定支援融資（一般分）
8,000万円（運転資金）
・利率　2.4％以内
・期間　7年

■経営安定支援融資（資金繰り支援分）
8,000万円（運転資金）
・利率　2.65％以内
・期間　7年

■地域商工業活性化融資
5,000万円（特認2億円）
・利率　2.6％以内
・期間　5年～15年
（期間10年超の場合は、変動金利）

令和8年度（1月
末まで）認定実績

9　件

4,390万円

1　件

250万円

2　件

12,000万円

0　件

0万円

12　件

22,167万円

金融情報

0件 　　 0万円
創業者分

0件　 0万円
女性若者シニア分

7件　2,032万円
零　細　分

小松法律相談センター事業に
関する

その他、石川県制度融資の
詳細はこちらから▶

・保証債務の問題で困っている。
・取引先が倒産した。
日時：3月5日、12日、19日  
　　（毎週木曜日）
 13：00～15：50
☎076-221-0242
小松法律相談センターにてご予約ください。
（金沢弁護士会）

予約制

記帳・税務
相談
予約制

・無料納税相談室を開設しています。
　日時：3月2日（月）～3月13日（金）
　　　  10：00～16：00

☎0761-21-3121（小松商工会議所経営支援課）

配布を希望される方に、法人・個人問わず無料でお届けします
ISICOでは、新産業創出のための総合的支援情報誌『ISICO PRESS』を年6回発行して
います。
産学官の研究開発、経営支援、事業化、販路開拓、人材確保や育成など、ISICOの支
援メニューを活用したり、ユニークな取り組みで頑張る県内企業を紹介しています。

無料配送のお申込は
右の2次元コードから▶

無 料 配 送 受 付 中！

ISICOホームページでは最
新号はもちろん、バックナ
ンバーもご覧いただけます
（電子ブック・PDF）▶

経営相談のご予約は
こちらから▶

※申請受付期限は、令和8年3月31日（火曜日）までとなっております。国の「小規模事業者持続化補助
金（災害支援枠（令和6年能登半島地震））、「石川県なりわい再建支援補助金」等の申請の際に使用され
る方は、お早めに申請ください。

詳しくは右記QRコードにてご確認ください。

新産業創出のための総合的支援情報誌

ISICO PRESS
お問い合わせ

公益財団法人 
石川県産業創出支援機構
総務企画部企画広報課
TEL:076-267-1239　

中小企業相談所コーナー／ISICOコーナー 補助金・助成金情報
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「LOBO調査とは」全国の商工会議所のFAXとコンピュータで結んだ早期景気観測調査

業況DIは、長引く物価高が
足かせとなり、ほぼ横ばい
先行きは、経営課題の長期
化で慎重な見方

＊DI値（景況判断指数）について
　DI値は、売上・採算・業況などの各項目についての、判断の状況を表す。ゼロを基準
として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す回答の割合が多いことを示し、マイナ
スの値で景気の下向き傾向を表す回答の割合が多いことを示す。したがって、売上高
などの実数値の上昇率を示すものではなく、景気感の相対的な拡がりを意味する。
【DI】=（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合）

全産業

前年同月比 先行見通し

とくに好調

50≦DI 25≦DI＜50

好調

0≦DI＜25

まあまあ

DI＜▲25

きわめて不振

北陸・信越

▲25≦DI＜0

不振

全　国 全　国北陸・信越

 ▲15.4 ▲23.0 ▲17.8 ▲29.0

全産業合計
の業況DI値

月の

詳しくはこちら▶日本商工会議所ホームページ【https://cci-lobo.jcci.or.jp/】

景況天気予報 LOBO調査

▲17.9

厚生労働省発表 有効求人倍率
全 国

石 川 県

完全失業者数

全 国

石 川 県
ハローワーク
小 松 管 内

2.6％

1.9％
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（前月2.6％）

（10～12月期）

（前月171万人）

1.19倍　（前月1.18倍）

1.59倍　（前月1.53倍）

1.48倍　（前月1.48倍）[就業地別]

金沢 1.43倍 白山 1.64倍 加賀 1.91倍 輪島 2.51倍七尾 1.95倍就業地別
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ら
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懸
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に
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繰
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と
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う
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。

総務省発表 完全失業率

アクサ生命保険株式会社
小松営業所　
〒���-����
石川県小松市園町二�
小松商工会議所ビル�F
TEL：����-��-����

アクサ生命は、商工会議所と協力し、会員事業所の各種ニーズ（弔慰金・
見舞金制度、退職金制度、リスク対策や事業承継など）を共済制度／
福祉制度でサポートしています。

「離職率が下がり始めている」「生産性がアップしてきた」。いま、経営者の皆様の
そんな声が増えています。それはきっと、アクサの健康経営による「やりがい効果」。
心と身体の健康をケアすることはもちろん、ある会社では「仕事と治療の両立」や
「社内サークル活動」などに取り組み、夢や生きがい、働きがいといった
「社会的健康」までをサポートしています。
社員一人ひとりがやりがいをもって働ける環境をつくり、
会社全体も元気に変えていくために。アクサ生命がお手伝いします。

やりがいが集まって、会社はつよくなる。

Brush up Program
for professional

職業実践力育成プログラム

文部科学大臣認定

前期受講生募集！

ものづくり人材
スキルアップ
プログラム

●ものづくり企業の初任管理監督者を対象に、も
のづくりに必要な知識を一貫して体系的に学ぶ
ことのできる実践的な教育プログラムです。

●講師は全員実務経験を有する指導者です。一部
オンライン講義もあります。

●３コースよりお選びください。
●総合コースは、文部科学省「職業実践力育成プ
ログラム」に認定されています。

申込期限　令和8年4月14日（火）　　　　　入校式　 令和8年5月14日（木）
受講期間　令和8年5月15日（金）～9月3日（木）の間、毎週月・木・金曜日及び毎月第２・４火曜日の午前中
お問合せ　公立小松大学地域連携推進センター　TEL 0761-41-6700（粟津キャンパス）

★生産管理、★品質管
理、★安全衛生管理、
環境管理、企業人のス
キル、生産課題演習、生
産技術の７科目

方針管理、経理・財務管
理、身近なマーケティ
ング、人材育成・能力開
発、原価管理（オンライ
ン）、ＤＸ入門の６科目

生産現場の管理・監督
の基礎的な知識修得を
目的としています。

企業の中心的立場で
企業活動をマネジメン
トする人材育成を目的
としています。

７科目すべて、または★
印３科目を必修の上、Ａ
またはＢコースのいず
れの科目も選択可能

６科目すべて、または特
定の科目を選択の上、
Ａコースのいずれの科
目も選択可能

ものづくり現場にお
ける総合的な管理手
法及び現場改善能
力を身に付けます。

※Ａ・Ｂコース13科目
すべてを受講します。

84,000～180,000円 21,000～140,000円 320,000円

42～90時間

科目名

内容

コース

受講方法

受講料

受講時間 9～60時間 150時間

Ａコース
（生産管理技術コース）

Ｂコース
（工場経営管理コース） 総合コース

※各種助成金制度が利用可能です。（厚生労働省の人材開発支援助成金を受けるには、入校式の１か月前までに、石川労働局に申請する必要があります）
　＜助成例＞総合コース 約346,000円（テキスト代含む。） → 約54,000円になります。
※講義形態は、１時限目8：45～10：15、２時限目10：30～12：00（各90分授業）の後、午後から職場に戻り通常業務といったサイクルになります。

詳細はこちら▶

公立小松大学「履修証明プログラム」

令和8年3月31日までの申請をもって、事前着手の適用を終了
※ただし、やむを得ない事情で申請が間に合わない場合、県の相談窓口にご相談ください。

令和8年4月1日以降も当面の間、事前着手の適用を継続

石川県なりわい補助金に関するお知らせ

お問い合わせ先：金沢事業者支援センター　☎0120-867-100(土日・祝日除く　午前10時～午後5時）

事前着手の適用の継続と終了について

事前着手とは、補助金の申請前（交付決定前）に着手した復旧工事費も、特例的に補助対象として
認めるものです。ご提出が必要な書類（見積書、被災証明書等）の紛失などのリスクにつながります。補助金の
活用を検討している方は、お早めの申請をお願いします。

申請書の作成サポート
を実施しています

補助金の申請は、見積書
など必要書類が揃った段
階で申請を行うことがで
きます。相談窓口で実施
する専門家による申請書
作成サポートも
ぜひご活用くだ
さい。（県HP）
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「LOBO調査とは」全国の商工会議所のFAXとコンピュータで結んだ早期景気観測調査

業況DIは、長引く物価高が
足かせとなり、ほぼ横ばい
先行きは、経営課題の長期
化で慎重な見方

＊DI値（景況判断指数）について
　DI値は、売上・採算・業況などの各項目についての、判断の状況を表す。ゼロを基準
として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す回答の割合が多いことを示し、マイナ
スの値で景気の下向き傾向を表す回答の割合が多いことを示す。したがって、売上高
などの実数値の上昇率を示すものではなく、景気感の相対的な拡がりを意味する。
【DI】=（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合）

全産業
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とくに好調

50≦DI 25≦DI＜50

好調
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全産業合計
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詳しくはこちら▶日本商工会議所ホームページ【https://cci-lobo.jcci.or.jp/】
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アクサ生命は、商工会議所と協力し、会員事業所の各種ニーズ（弔慰金・
見舞金制度、退職金制度、リスク対策や事業承継など）を共済制度／
福祉制度でサポートしています。

「離職率が下がり始めている」「生産性がアップしてきた」。いま、経営者の皆様の
そんな声が増えています。それはきっと、アクサの健康経営による「やりがい効果」。
心と身体の健康をケアすることはもちろん、ある会社では「仕事と治療の両立」や
「社内サークル活動」などに取り組み、夢や生きがい、働きがいといった
「社会的健康」までをサポートしています。
社員一人ひとりがやりがいをもって働ける環境をつくり、
会社全体も元気に変えていくために。アクサ生命がお手伝いします。
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Brush up Program
for professional

職業実践力育成プログラム

文部科学大臣認定

前期受講生募集！

ものづくり人材
スキルアップ
プログラム

●ものづくり企業の初任管理監督者を対象に、も
のづくりに必要な知識を一貫して体系的に学ぶ
ことのできる実践的な教育プログラムです。

●講師は全員実務経験を有する指導者です。一部
オンライン講義もあります。

●３コースよりお選びください。
●総合コースは、文部科学省「職業実践力育成プ
ログラム」に認定されています。

申込期限　令和8年4月14日（火）　　　　　入校式　 令和8年5月14日（木）
受講期間　令和8年5月15日（金）～9月3日（木）の間、毎週月・木・金曜日及び毎月第２・４火曜日の午前中
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企業の中心的立場で
企業活動をマネジメン
トする人材育成を目的
としています。

７科目すべて、または★
印３科目を必修の上、Ａ
またはＢコースのいず
れの科目も選択可能

６科目すべて、または特
定の科目を選択の上、
Ａコースのいずれの科
目も選択可能

ものづくり現場にお
ける総合的な管理手
法及び現場改善能
力を身に付けます。

※Ａ・Ｂコース13科目
すべてを受講します。

84,000～180,000円 21,000～140,000円 320,000円

42～90時間

科目名

内容

コース

受講方法

受講料

受講時間 9～60時間 150時間

Ａコース
（生産管理技術コース）

Ｂコース
（工場経営管理コース） 総合コース

※各種助成金制度が利用可能です。（厚生労働省の人材開発支援助成金を受けるには、入校式の１か月前までに、石川労働局に申請する必要があります）
　＜助成例＞総合コース 約346,000円（テキスト代含む。） → 約54,000円になります。
※講義形態は、１時限目8：45～10：15、２時限目10：30～12：00（各90分授業）の後、午後から職場に戻り通常業務といったサイクルになります。

詳細はこちら▶

公立小松大学「履修証明プログラム」

令和8年3月31日までの申請をもって、事前着手の適用を終了
※ただし、やむを得ない事情で申請が間に合わない場合、県の相談窓口にご相談ください。

令和8年4月1日以降も当面の間、事前着手の適用を継続

石川県なりわい補助金に関するお知らせ

お問い合わせ先：金沢事業者支援センター　☎0120-867-100(土日・祝日除く　午前10時～午後5時）

事前着手の適用の継続と終了について

事前着手とは、補助金の申請前（交付決定前）に着手した復旧工事費も、特例的に補助対象として
認めるものです。ご提出が必要な書類（見積書、被災証明書等）の紛失などのリスクにつながります。補助金の
活用を検討している方は、お早めの申請をお願いします。

申請書の作成サポート
を実施しています

補助金の申請は、見積書
など必要書類が揃った段
階で申請を行うことがで
きます。相談窓口で実施
する専門家による申請書
作成サポートも
ぜひご活用くだ
さい。（県HP）

常
議
員
・
議
員

変
更
の
お
知
ら
せ

は
く
さ
ん
信
用
金
庫

　小
松
中
央
支
店

　
　支
店
長

山
口
　誠
　氏

　
2
月
１
日
付
人
事
異
動

に
よ
り
、
本
所
議
員
に
支

店
長
の
山
口
誠
氏
が
就
任

さ
れ
た
。

㈱
北
國
銀
行

　執
行
役
員

　
　南
加
賀
営
業
部
長

多
橋
　哲
郎
氏

　
3
月
１
日
付
人
事
異
動

に
よ
り
、
本
所
常
議
員
に

南
加
賀
営
業
部
長
の
多
橋

哲
郎
氏
が
就
任
さ
れ
た
。
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時
代
に
即
し
た
商
店
街
の

あ
り
方

❶
三
日
市
商
店
街
振
興
組
合

　
物
価
高
や
コ
ス
ト
増
の
影
響
が
続

き
、
小
規
模
小
売
業
を
取
り
巻
く
環

境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
。
年
末
年

始
に
は
一
部
で
人
の
動
き
も
見
ら
れ

た
も
の
の
、
商
店
街
全
体
へ
の
波
及

効
果
は
限
定
的
で
あ
っ
た
。 

当
商
店

街
に
お
い
て
は
、
組
合
員
の
高
齢
化

と
営
業
店
舗
の
減
少
が
進
行
し
て
お

り
、
集
客
イ
ベ
ン
ト
等
の
実
施
も
人

的
リ
ソ
ー
ス
の
不
足
に
よ
り
困
難
な

状
況
に
あ
る
。
景
気
変
動
以
前
に
、

商
店
街
と
し
て
の
基
礎
体
力
の
低
下

が
著
し
く
、
組
織
維
持
そ
の
も
の
が

限
界
に
近
づ
い
て
い
る
。

　
ま
た
、
営
業
店
舗
数
の
減
少
と
後

継
者
不
足
に
よ
り
、
好
転
の
兆
し
は

見
込
め
な
い
。
特
に
、
老
朽
化
し
た

ア
ー
ケ
ー
ド
の
維
持
管
理
問
題
は
、

少
数
の
組
合
員
で
は
負
担
し
き
れ
な

い
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。 
こ

の
た
め
、
現
状
の
体
制
維
持
に
固
執

す
る
の
で
は
な
く
、
組
合
員
の
負
担

軽
減
を
最
優
先
に
考
え
ざ
る
を
得
な

い
。

　
今
後
は
活
性
化
策
よ
り
も
、
組
織

の
縮
小
や
解
散
の
可
能
性
も
含
め
た

「
現
実
的
な
出
口
戦
略
」の
検
討
・
協

議
が
中
心
と
な
る
見
通
し
で
あ
る
。

新
ニ
ー
ズ
へ
の
適
応
と

連
携
強
化

❷
小
松
中
央
通
り
商
店
街
振
興
組
合

　
小
松
駅
前
に
複
合
ビ
ル「
ウ
レ
シ
ャ

ス
小
松
」が
開
業
し
た
こ
と
に
よ
り
、

駅
前
エ
リ
ア
の
人
通
り
や
賑
わ
い
は

以
前
と
比
べ
て
明
ら
か
に
増
加
し
て

い
る
。
同
ビ
ル
に
は
最
大
約
８
７
０

人
を
収
容
可
能
な
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

機
能
を
備
え
た
施
設
が
整
備
さ
れ
て

お
り
、
会
議
や
宴
会
、
会
食
等
の
利

用
が
進
ん
で
い
る
ほ
か
、
北
陸
電
力

の
支
店
機
能
も
集
約
・
拡
充
さ
れ
た

こ
と
で
、
日
常
的
に
駅
前
で
働
く
人

の
数
が
増
え
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

ま
た
、
ウ
レ
シ
ャ
ス
小
松
に
は
宿
泊

施
設
も
立
地
し
て
お
り
、
従
来
の
ビ

ジ
ネ
ス
出
張
者
と
は
異
な
る
観
光
客

と
見
受
け
ら
れ
る
人
の
動
き
も
一
部

見
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
の
ニ
ー
ズ
に

合
致
し
た
店
舗
や
サ
ー
ビ
ス
が
十
分

に
整
っ
て
い
る
と
は
言
い
難
く
、
夜

間
に
つ
い
て
は
、
ウ
レ
シ
ャ
ス
小
松

で
の
会
合
や
宴
席
等
の
利
用
者
が
商

店
街
へ
流
入
す
る
動
き
が
見
ら
れ
、

飲
食
店
を
中
心
に
商
店
街
内
店
舗
の

稼
働
や
忙
し
さ
に
一
定
の
好
影
響
を

与
え
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　
近
年
、
夜
間
の
飲
食
店
出
店
が
相

次
ぎ
、
エ
リ
ア
と
し
て
の
集
積
が
進

ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
商
店
街
全
体

の
魅
力
は
引
き
続
き
高
ま
り
つ
つ
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
実
際
に
、
２
０

２
６
年
春
に
も
新
た
な
飲
食
店
の
開

業
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
夜
間
を
中

心
と
し
た
賑
わ
い
の
継
続
が
期
待
さ

れ
る
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、
今
後
は

新
た
に
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
の
開
業
が

予
定
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
コ
マ
ツ
研

修
生
の
受
け
入
れ
規
模
が
拡
大
す
れ

ば
、
商
店
街
へ
の
来
訪
者
増
加
に
つ

な
が
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。

　
そ
の
他
、
旧
北
陸
電
力
ビ
ル
跡
地

へ
の
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
出
店
計
画
も

聞
き
及
ん
で
お
り
、
駅
前
お
よ
び
商

店
街
周
辺
に
居
住
す
る
人
々
の
生
活

動
線
や
利
用
行
動
に
変
化
が
生
じ
る

こ
と
も
想
定
さ
れ
る
た
め
、
そ
う
し

た
動
き
を
注
意
深
く
捉
え
な
が
ら
対

応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
現
在
は
駅
前
エ
リ
ア
全

体
を
対
象
と
し
た
本
格
的
な
ま
ち
づ

く
り
の
議
論
が
始
ま
り
つ
つ
あ
る
段

階
に
あ
り
、
商
店
街
と
し
て
も
従
来

の
枠
組
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
よ
り
広

い
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
か
ら
自
ら
の

役
割
を
再
整
理
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
ア
ー
ケ

ー
ド
の
老
朽
化
と
い
う
課
題
に
つ
い

て
も
、
商
店
街
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

《令和７年度の振興委員》 順不同
 委員名 団体名 役職名
 角谷　亮 三日市商店街振興組合 理 事 長
 掛田　英治 小松中央通り商店街振興組合 理 事 長
 永田　博幸 粟津駅前商交会 会　　長
 川田　秀実 小松織物工業協同組合 事務局長
 中森　勇人 小松撚糸工業協同組合 理 事 長
 小林与志次 小松鉄工機器協同組合 専務理事
 油片　吉徳 小松鉄工団地協同組合 専務理事
 谷口　潤一 （一社）小松能美建設業協会 専務理事
 三田　英則 石川県九谷窯元工業協同組合 理 事 長
 河畑　宏昭 加南トラック事業協同組合 事務局長
 真田　尚 石川県電気工事工業組合加南本部 業務課長
 ◎茗荷谷豊 小松管工事協同組合 理 事 長
 坂井　浩明 小松魚商協同組合 理 事 長
 坂野　義文 粟津温泉旅館協同組合 事務局長
 山内　勇 小松建具組合  組 合 長
 山岸　稔 小松能美建築組合連合会 会　　長

業
種
別
景
況
報
告（
令
和
７
年
度
下
期
）　
小
規
模
企
業
振
興
委
員
連
絡
会

コ
ス
ト
高
騰
と
人
手
不
足
を
越
え
る
、

次
代
へ
の
適
応
戦
略

コ
ス
ト
高
騰
と
人
手
不
足
を
越
え
る
、

次
代
へ
の
適
応
戦
略

小
規
模
企
業
振
興
委
員
連
絡
会

の
重
要
性
を
踏
ま
え
、
商
店
街
単
体

の
問
題
と
し
て
で
は
な
く
、
地
域
全

体
の
課
題
と
し
て
捉
え
直
し
、
地
域

課
題
の
解
決
に
寄
与
で
き
る
商
店
街

へ
と
変
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

駅
前
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
化

の
影
響
を
注
視

❸
粟
津
駅
前
商
交
会

　
小
松
南
部
は
、
ま
だ
ま
だ
景
気
回

復
と
は
言
え
な
い
。
粟
津
駅
前
で
は

通
勤
通
学
の
時
間
帯
に
交
通
混
雑
が

発
生
し
、
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
化（
円

形
交
差
点
）の
整
備
も
行
っ
て
い
る
が
、

商
店
街
へ
の
来
店
に
も
繋
が
っ
て
ほ

し
い
。

　
経
営
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足

に
加
え
、
昨
今
の
景
気
動
向
に
よ
り

見
通
し
は
ま
だ
ま
だ
暗
い
。

　
地
域
全
体
で
新
た
な
魅
力
づ
く
り

に
取
り
組
み
、
活
性
化
へ
の
可
能
性

を
探
っ
て
い
き
た
い
。

不
透
明
な
経
営
環
境
下
の

産
地
再
生

❹
小
松
織
物
工
業
協
同
組
合

　
織
物
業
界
は
、
生
糸
・
ポ
リ
エ
ス

テ
ル
糸
を
は
じ
め
原
材
料
費
・
燃
料

の
高
騰
、
織
物
関
連
資
材
全
体
の
需

要
も
激
し
く
減
少
し
、
製
造
中
止
と

な
る
も
の
増
加
、
機
料
品
の
調
達
仕

入
に
も
不
安
が
生
じ
、
先
行
き
不
透

明
な
状
況
が
続
き
非
常
に
厳
し
い
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
合
繊
織
物
に
関
し
て
は
、
各
企
業

（
機
屋
）で
温
度
差
は
あ
る
が
、
主
力

の
イ
ン
テ
リ
ア
・
カ
ー
テ
ン
関
連
は

一
服
状
況
で
あ
る
。
特
に
、
カ
ー
テ

ン
に
関
し
て
は
市
場
の
動
き
も
鈍
く

安
価
な
ス
ポ
ッ
ト
対
応
の
仕
事
が
メ

イ
ン
で
あ
り
、
順
調
だ
っ
た
高
級
ゾ

ー
ン
の
定
番
商
品
の
受
注
が
予
想
よ

り
増
え
ず
状
況
が
変
わ
る
の
は
春
以

降
だ
と
推
察
さ
れ
る
。

　
和
装
織
物
の
状
況
は
依
然
と
し
て

深
刻
で
あ
る
が
、
長
い
歴
史
の
中
で

培
っ
て
き
た
技
術
力
と
精
神
力
は
強

固
で
大
き
な
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
絹
・
合
繊
織
物
は
、
共
に
従
事
者

の
高
齢
化
に
伴
う
技
術
継
承
の
課
題

や
織
機
等
の
老
朽
化
に
よ
る
生
産
基

盤
の
弱
体
化
は
不
可
避
で
あ
り
重
大

な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
加
え
て
、

国
際
情
勢（
日
中
関
係
）の
不
確
実
性

が
高
ま
る
中
、
為
替
の
円
安
基
調
に

よ
る
原
材
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の

高
騰
、物
価
上
昇
や
国
内
市
場
の
縮
小
、

消
費
者
価
値
観
の
変
容
な
ど
産
地
を

取
り
巻
く
環
境
は
よ
り
一
層
厳
し
さ

を
増
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
生
産
コ

ス
ト
増
大
に
対
す
る
価
格
転
嫁
が
十

分
で
な
い
こ
と
や
、
人
手
不
足
と
賃

金
増
等
の
影
響
か
ら
織
物
産
地
全
体

が
厳
し
い
経
営
を
強
い
ら
れ
て
い
る

状
況
で
あ
る
。

　
織
物
業
界
の
先
行
き
は
不
透
明
で
、

事
業
者
に
と
っ
て
極
め
て
厳
し
い
経

営
環
境
で
は
あ
る
が
、
実
績
と
経
験

を
基
に
産
地
を
守
り
、
盛
り
上
げ
て

欲
し
い
と
期
待
し
て
い
る
。

独
自
技
術
で
切
り
拓
く

グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
へ
の
進
路

❺
小
松
撚
糸
工
業
協
同
組
合

　
撚
糸
業
界
を
含
む
国
内
の
繊
維
産

業
は
、
歴
史
的
な
再
編
期
と
高
付
加

価
値
化
へ
の
転
換
期
に
あ
る
と
言
え

る
。
今
後
は
化
学
繊
維
産
業
を
中
心

に
、
不
採
算
事
業
の
譲
渡
や
事
業
集

約
と
い
っ
た
業
界
再
編
が
一
段
と
進

む
見
通
し
で
あ
る
。
繊
維
メ
ー
カ
ー

全
体
の
国
内
市
場
規
模
は
縮
小
傾
向

に
あ
る
が
、
化
学
繊
維
は
微
増
と
予

測
さ
れ
る
一
方
、
天
然
繊
維
は
大
幅

な
縮
小
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
背
景
の
な
か
、
撚
糸

業
界
は
単
な
る「
糸
を
撚
る
」工
程
か

ら
、
特
定
の
機
能
を
付
与
す
る
技
術

へ
の
転
換
が
進
ん
で
い
る
。
従
来
の

衣
料
用
市
場
の
縮
小
と
い
う
厳
し
い

現
実
に
直
面
し
つ
つ
も
、
高
付
加
価

値
な
産
業
資
材
分
野
や
グ
ロ
ー
バ
ル

市
場
へ
の
進
出
に
お
い
て
、
新
た
な

成
長
の
兆
し
を
見
せ
て
い
る
。
な
か

で
も
自
動
車
、
航
空
宇
宙
、
医
療
分

野
で
使
用
さ
れ
る
高
耐
久
・
高
機
能

な
産
業
用
糸
や
環
境
負
荷
を
低
減
し

た「
再
生
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
糸
」や「
紙

糸
」、
さ
ら
に
は
炭
素
繊
維
な
ど
の
対

応
が
、
企
業
の
競
争
力
を
左
右
す
る

重
要
な
鍵
と
な
っ
て
い
る
。 

　
撚
糸
業
界
は
、
こ
れ
ま
で
の「
下
請

け
・
受
注
生
産
」か
ら
、「
独
自
技
術

に
よ
る
高
付
加
価
値
製
品
の
開
発
」へ

と
シ
フ
ト
で
き
る
か
ど
う
か
の
岐
路

に
立
た
さ
れ
て
い
る
。

次
世
代
モ
ノ
づ
く
り
基
盤
の

構
築

❻
小
松
鉄
工
機
器
協
同
組
合

　
建
設
機
械
大
手
メ
ー
カ
ー
は
、
引

き
続
き
需
要
の
減
少
が
続
い
て
お
り
、

年
度
内
は
減
産
が
続
く
見
込
み
で
あ

る
。
機
械
部
品
加
工
を
手
掛
け
る
組

合
員
企
業
は
、
そ
の
影
響
を
受
け
て

受
注
が
減
少
し
、
低
調
な
操
業
が
続

い
て
い
る
。

　
業
界
全
体
と
し
て
は
、
コ
ス
ト
上

昇
分
の
価
格
転
嫁
は
あ
る
程
度
進
ん

で
い
る
も
の
の
、
原
材
料
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
の
高
止
ま
り
、
受
注
減
少
、

借
入
金
利
の
上
昇
や
賃
上
げ
で
必
要

経
費
が
か
さ
み
厳
し
い
経
営
環
境
と

な
っ
て
い
る
。

　
米
国
の
高
関
税
政
策
が
世
界
経
済

を
翻
弄
し
、
排
外
主
義
や
複
雑
性
が

増
し
て
き
て
お
り
、
今
後
の
経
済
状

況
は
不
透
明
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
次
年
度

も
受
注
の
減
少
に
よ
り
低
調
な
操
業

が
続
く
と
見
通
す
企
業
が
多
数
と
な

っ
て
い
る
。
更
に
原
材
料
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
の
高
止
ま
り
、
人
手
不
足
、

借
入
金
利
の
更
な
る
上
昇
、
大
幅
な

賃
上
げ
に
よ
り
減
収
減
益
が
見
込
ま

れ
経
営
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
そ
の
た
め
、
国
や
自
治
体
の
支
援

を
受
け
て
Ｄ
Ｘ
、Ｇ
Ｘ
、Ａ
Ｉ
技
術
を

活
用
し
て
省
力
化
や
生
産
性
の
向
上

を
図
り
な
が
ら
、
モ
ノ
づ
く
り
人
材

の
確
保
・
育
成
に
取
り
組
む
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。

Ｄ
Ｘ
と
人
材
育
成
で
切
り
拓
く

「
緩
や
か
な
回
復
」へ
の
道

❼
小
松
鉄
工
団
地
協
同
組
合

　
建
設
機
械
大
手
で
は
、
米
国
の
施

策
方
針
が
二
転
三
転
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
関
税
の
影
響
を
業
績
に
織
り

込
む
こ
と
が
難
し
く
、
多
大
な
影
響

が
生
じ
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
鉄
工
業（
中
小
企

業
）を
取
り
巻
く
環
境
に
お
い
て
も
、

明
確
な
改
善
の
兆
し
は
見
え
な
い
状

況
に
あ
る
。
国
際
的
な
関
税
問
題
な

ど
外
部
環
境
の
変
化
が
続
く
な
か
、

日
中
関
係
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
情

勢
の
動
向
が
、
鋼
材
・
部
品
の
調
達

コ
ス
ト
や
建
機
需
要
に
与
え
る
影
響

も
不
透
明
で
あ
り
、
引
き
続
き
動
向

を
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
内
部
の
課
題
と
し
て
は
、
来
期
は

や
や
改
善
の
見
通
し
が
あ
る
と
の
声

も
聞
か
れ
る
も
の
の
、
受
注
の
不
安

定
さ
や
人
材
不
足
が
依
然
と
し
て
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
物
流
業
界

に
お
い
て
も
、
人
件
費
や
燃
料
費
、

車
両
維
持
費
の
増
加
に
加
え
、
人
手

不
足
の
影
響
が
続
い
て
お
り
、
関
連

分
野
に
お
け
る
景
況
感
の
冷
え
込
み

が
見
ら
れ
る
。

　
全
体
と
し
て
、
業
界
全
般
に
大
き

な
改
善
は
見
ら
れ
ず
、
停
滞
感
が
続

い
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
国
内
外
と
も

に「
景
気
が
大
幅
に
好
転
す
る
」と
い

っ
た
状
況
で
は
な
く
、
緩
や
か
に
持

ち
直
す
程
度
と
の
見
方
が
多
い
。

　
鉄
鋼
・
鉄
工
業
界
の
収
益
改
善
は

限
定
的
と
見
込
ま
れ
、
特
に
中
小
企

業
に
お
い
て
は
、
価
格
転
嫁
力
の
向

上
や
コ
ス
ト
競
争
力
の
強
化
、
人
材

確
保
へ
の
対
応
が
引
き
続
き
重
要
な

課
題
と
な
る
。

　
２
０
２
６
年
は
、
決
し
て
楽
観
で

き
な
い
厳
し
い
年
に
な
る
可
能
性
が

高
い
が
、
業
界
の
持
続
的
な
発
展
に

向
け
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
Ａ
Ｉ
を
活

用
し
た
自
動
化
・
遠
隔
化
の
推
進
に

加
え
、
人
材
の
確
保
と
育
成
と
い
っ

た
基
盤
づ
く
り
が
一
層
重
要
と
な
る
。

建
設
業
の
危
機
を
突
破
す
る

担
い
手
確
保
戦
略

❽（一社
）小
松
能
美
建
設
業
協
会

　
能
登
半
島
地
震
の
公
費
解
体
工
事

も
終
了
し
、
今
後
は
復
興
住
宅
や
住

宅
の
再
建
、
道
路
・
河
川
の
本
格
的

復
旧
工
事
が
行
わ
れ
る
見
通
し
で
あ

る
が
、
建
設
技
術
者
や
建
設
作
業
員

の
不
足
が
顕
著
に
な
っ
て
お
り
、
加

え
て
資
材
価
格
の
高
騰
、
人
件
費
の

上
昇
な
ど
に
よ
り
、
入
札
不
調
が
多

発
し
て
い
る
。

　
今
後
住
宅
の
新
築
や
建
物
の
修
繕

が
始
ま
る
が
、
人
手
不
足
や
資
材
の

高
騰
、
物
価
高
、
人
件
費
の
高
騰
に

よ
り
、
再
建
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
況

で
あ
る
。

　
石
川
県
に
お
い
て
は
、
国
道
３
６

０
号
小
松
・
鳥
越
間
の
道
路
整
備
や

加
賀
海
浜
産
業
道
路
の
城
南
町
西
交

差
点
か
ら
村
松
町
交
差
点
ま
で
の
４

車
線
化
な
ど
道
路
整
備
が
着
実
に
進

め
ら
れ
て
い
る
。

　
市
内
の
公
共
事
業
で
は
、
令
和
４

年
8
月
の
豪
雨
災
害
を
踏
ま
え
た
梯

川
水
系
緊
急
治
水
流
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
事
業
に
よ
る「
氾
濫
を
防
ぐ
・
減
ら

す
対
策
」の
治
水
対
策
の
河
川
整
備
・

洪
水
調
整
施
設
対
策
強
化
事
業
や
県

水
送
水
管
耐
震
化
事
業
、
能
登
半
島

地
震
に
よ
る
公
共
下
水
道
の
災
害
復

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

民
間
事
業
で
は
、
駅
周
辺
に
お
い
て
、

ホ
テ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
建
設

が
見
受
け
ら
れ
る
も
の
の
、
個
人
住

宅
の
新
増
築
で
は
、
最
低
賃
金
の
見

直
し
に
伴
う
労
務
費
の
上
昇
や
円
安

に
起
因
し
た
資
材
価
格
の
上
昇
・
資

材
の
調
達
困
難
な
傾
向
が
続
い
て
お

り
、
そ
れ
に
加
え
て
、
住
宅
金
利
の

上
昇
や
建
設
労
働
者
の
確
保
が
困
難

な
状
況
が
続
い
て
お
り
、
見
合
わ
せ

る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
は
暫
定
税
率
の
廃

止
に
よ
り
一
時
的
に
下
落
し
た
状
況

と
な
っ
て
い
る
も
の
、
国
際
情
勢
が

不
透
明
で
先
行
き
が
見
え
な
い
状
況

で
あ
る
。

　
建
設
業
の
魅
力
や
地
域
産
業
の
守

り
手
と
し
て
の
使
命
な
ど
を
発
信
し
、

生
産
性
の
向
上
の
た
め
、Ｉ
Ｃ
T
・
D

Ｘ
の
積
極
的
推
進
や
週
休
２
日
の
確

保
、
資
格
取
得
の
支
援
、
賃
金
の
改

善
な
ど
に
よ
り
、
新
規
入
職
者
の
確

保
へ
の
取
組
を
積
極
的
に
取
り
組
む

こ
と
が
必
須
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
ま
ま
の
状
況
が
続
け
ば
、
災

害
や
除
雪
時
の
対
応
に
お
い
て「
地
域

産
業
の
守
り
手
」と
し
て
の
建
設
業
の

使
命
を
果
た
せ
な
い
こ
と
と
な
る
。

技
術
継
承
と
価
値
の
再
構
築

❾
石
川
県
九
谷
窯
元
工
業
協
同
組
合

　
現
在
の
九
谷
焼
業
界
は
、
石
川
県

内
に
お
い
て
は
北
陸
新
幹
線
の
延
伸

効
果
も
あ
っ
て
か
、
爆
発
的
で
は
な

い
も
の
の
底
堅
い
需
要
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

　
一
方
で
、
現
場
で
は「
職
人
の
高
齢

化
」、「
コ
ス
ト
の
増
大
」と
い
っ
た
伝

統
の
維
持
を
揺
る
が
す
深
刻
な
課
題

が
表
面
化
し
て
い
る
。
今
後
は
、
単

に「
良
い
も
の
を
作
る
」だ
け
で
な
く
、

商
品
価
格
の
見
直
し
や
商
品
開
発
等
、

時
代
の
変
化
に
応
じ
た「
攻
め
の
経
営

戦
略
」が
不
可
欠
と
な
る
。

持
続
可
能
な
輸
送
体
制
へ
の

抜
本
的
改
革

10
加
南
ト
ラ
ッ
ク
事
業
協
同
組
合

　
現
在
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
は
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
大
き
な
転
換
期
を

迎
え
て
い
る
。
軽
油
価
格
は
４
月
に

暫
定
税
率
廃
止
の
予
定
で
あ
る
が
、

車
両
価
格
・
整
備
部
品
・
タ
イ
ヤ
・
オ

イ
ル
な
ど
の
コ
ス
ト
は
上
昇
し
て
お

り
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
輸
送
原
価
に

直
結
し
、
企
業
努
力
だ
け
で
は
吸
収

し
き
れ
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

更
に
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
は
深
刻
で
、

採
用
コ
ス
ト
・
賃
金
水
準
と
も
に
上

昇
し
て
お
り
、
働
き
方
改
革
や
社
会

保
険
適
用
拡
大
に
よ
り
、
労
務
費
は

増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
物

流
２
０
２
４
年
問
題
の
継
続
影
響
も

あ
り
、
労
働
時
間
の
規
制
に
よ
り
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
収
入
が
減
っ

て
お
り
転
職
す
る
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
も
増
え
て
い
る
。
国
の
試
算
で

は
、
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
輸
送
力

が
30
%
不
足
す
る
と
指
摘
さ
れ
て
い

て
、
こ
れ
は
２
０
２
６
年
以
降
も
続

く
構
造
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
国
は
２
０
２
６
年
以
降
を

目
途
に
40
年
振
り
の
労
働
基
準
法
の

改
正
を
予
定
し
て
お
り
、
改
正
内
容

的
に
は
更
に
労
働
時
間
等
の
規
制
が

強
化
さ
れ
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

荷
主
と
協
力
し
て
デ
ジ
タ
ル
を
用
い

た
輸
送
の
効
率
化
や
、
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
の
作
業
環
境
の
改
善
に
努

め
た
と
し
て
も
、
今
後
も
コ
ス
ト
上

昇
は
続
き
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
は
改
善

し
な
い
可
能
性
も
高
い
。
国
と
し
て

も
、
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
は
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
の
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
そ

れ
を
維
持
す
る
為
に
は
、
少
な
く
と

も
ド
ラ
イ
バ
ー
が
離
職
し
な
い
様
な
、

給
与
水
準
を
含
め
た
処
遇
改
善
や
労

働
環
境
の
改
善
が
必
須
で
あ
る
。
持

続
可
能
な
物
流
を
維
持
す
る
た
め
に
、

先
ず
は
適
正
運
賃
の
確
保
が
必
要
不

可
欠
と
思
わ
れ
る
。

電
気
イ
ン
フ
ラ
を
守
る

「
人
材
確
保
」

11
石
川
県
電
気
工
事
工
業
組
合
加
南
本
部

　
能
登
地
区
の
復
興
関
連
工
事
が
継

続
的
に
あ
る
が
、
人
手
不
足
の
影
響

も
あ
り
工
事
応
援
に
対
応
す
る
体
制

づ
く
り
に
苦
慮
し
て
い
る
。
ま
た
、

蛍
光
灯
の
２
０
２
７
年
問
題（
製
造
中

止
）に
伴
い
公
共
施
設
の
発
注
が
増
加

傾
向
に
あ
る
が
、
L
E
D
の
生
産
が

追
い
付
か
ず
現
場
の
工
期
が
決
定
し

づ
ら
い
状
況
が
発
生
し
て
い
る
。

　
一
般
住
宅
工
事
は
、
住
宅
価
格
の

上
昇
で
電
気
工
事
会
社
と
建
築
元
請

け
と
の
価
格
交
渉
で
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
る
。

　
そ
の
他
、
小
松
駅
周
辺
で
は
、
引

続
き
ホ
テ
ル
や
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
・

賃
貸
住
宅
な
ど
民
間
投
資
が
活
発
で

あ
る
が
、
電
材
関
係
の
値
上
げ
や
人

材
不
足
等
の
影
響
で
受
注
を
見
送
る

企
業
も
あ
る
。

　
今
後
は
、
継
続
的
な
内
需
関
連
の

公
共
工
事
や
民
間
企
業
の
設
備
投
資

に
期
待
し
た
い
。
金
利
上
昇
の
局
面

で
も
あ
り
設
備
投
資
が
順
調
に
進
む

か
見
通
し
が
不
透
明
な
状
況
。
２
０

２
７
年
度
か
ら
住
宅
の
省
エ
ネ
基
準

の
大
幅
強
化
に
よ
り
、
従
来
型
の
エ

ア
コ
ン
の
駆
け
込
み
需
要
が
予
想
さ

れ
る
が
、
新
基
準
適
用
後
の
着
工
減

少
が
予
想
さ
れ
る
。

　
慢
性
的
な
電
気
工
事
作
業
員
不
足

（
外
国
人
労
働
者
の
雇
用
）や
材
料
仕

入
価
格
の
高
騰
・
組
合
員
減
少
な
ど

業
界
全
体
の
問
題
と
し
て
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
。

水
道
イ
ン
フ
ラ
を
守
り

業
界
再
生
へ

12
小
松
管
工
事
協
同
組
合

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
落
ち

着
き
、
一
部
で
は
持
ち
直
し
の
動
き

も
み
ら
れ
、
工
事
件
数
は
上
昇
傾
向

で
あ
る
が
、
数
年
前
か
ら
続
い
て
い

る
資
材
高
騰
が
著
し
く
、
資
材
に
よ

っ
て
は
年
に
何
度
も
値
上
げ
さ
れ
て

い
る
物
も
あ
り
、
そ
の
価
格
転
嫁
の

困
難
さ
や
若
年
を
中
心
と
し
た
人
手

不
足
と
い
っ
た
課
題
も
複
層
的
に
絡

み
合
っ
て
お
り
、
依
然
と
し
て
厳
し

い
環
境
が
続
い
て
い
る
。

　
能
登
半
島
地
震
発
生
よ
り
二
年
経

っ
た
今
で
も
、
被
災
地
で
の
水
道
管

路
の
応
急
復
旧
は
現
在
も
続
い
て
お

り
、
こ
れ
も
ま
た
、
人
手
不
足
の
影

響
で
工
事
が
進
ま
な
い
要
因
だ
と
思

わ
れ
、
今
後
は
、
大
規
模
災
害
に
よ

る
水
道
管
路
な
ど
の
応
急
復
旧
体
制

の
維
持
も
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
で
あ
る
。

　
組
合
加
盟
の
会
社
で
は
、
新
卒
者

の
入
職
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
求
人
登
録
し
て
も
ほ
と
ん

ど
音
沙
汰
が
な
い
の
が
現
状
。
ま
た
、

所
属
企
業
は
年
々
減
少
が
続
い
て
お

り
、
経
営
的
に
は
大
変
厳
し
い
環
境

が
続
い
て
い
る
が
、
今
後
も
人
が
生

き
て
い
く
上
で
大
切
な
水
を
し
っ
か

り
と
守
っ
て
い
く
た
め
に
も
、
業
界

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
・
業
界
の
全
て

の
会
社
が
適
正
な
利
潤
を
得
る
仕
組

み
づ
く
り
を
通
し
て
働
く
人
の
給
与

や
休
日
と
い
っ
た
処
遇
改
善
や
技
術

者
の
雇
用
と
育
成
に
努
め
、
若
年
層

を
中
心
と
し
た
人
手
不
足
解
消
、
社

会
的
地
位
向
上
に
真
剣
に
取
り
組
み
、

業
界
の
未
来
に
繋
げ
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

水
産
物
供
給
不
足
と
価
格
高
騰

13
小
松
魚
商
協
同
組
合

　
全
体
的
に
魚
介
類
の
入
荷
が
少
な

い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
特
に
県
内

産
の
ブ
リ
、
カ
ニ
が
少
な
く
、
さ
ら

に
は
価
格
の
高
騰
が
続
き
、
そ
の
た

め
販
売
価
格
や
仕
入
価
格
に
も
影
響

が
出
て
い
る
。

　
円
安
の
影
響
に
よ
り
、
当
分
は
輸

入
価
格
の
下
げ
は
見
込
め
な
い
為
、

食
材
の
手
配
が
さ
ら
に
困
難
に
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
天
気
と
気
温

の
安
定
に
よ
り
、
地
元
産
の
魚
介
類

の
入
荷
量
が
増
え
て
く
れ
ば
多
少
改

善
さ
れ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

「
質
」へ
の
転
換
と

リ
ピ
ー
タ
ー
戦
略

14
粟
津
温
泉
旅
館
協
同
組
合

　
近
年
と
比
較
し
、
年
末
年
始
に
お

け
る
粟
津
温
泉
の
景
気
動
向
は「
や
や

減
少
」と
な
っ
た
。
能
登
半
島
地
震
か

ら
の
復
興
需
要
や
北
陸
新
幹
線
の
延

伸
効
果（
敦
賀
延
伸
）が
一
巡
し
、
観

光
需
要
が
安
定
期
に
入
っ
た
こ
と
が

背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

世
界
的
な
物
価
高
騰
に
よ
る
家
計
の

圧
迫
や
、
円
安
を
背
景
と
し
た
海
外

旅
行
へ
の
シ
フ
ト
が
一
部
で
見
ら
れ
、

国
内
温
泉
地
の
集
客
に
影
響
を
与
え

た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

　
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、「
前

年
並
み
」を
維
持
す
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、2
0
2
5
年
観
光
白
書
に
よ
る
と
、

日
本
人
の
国
内
旅
行
者
数
は
長
期
的

に
横
ば
い
傾
向
に
あ
り
、
一
人
当
た

り
旅
行
回
数
や
宿
泊
数
も
伸
び
悩
ん

で
い
る
。
2
0
2
6
年
の
国
内
観
光

市
場
は
、
物
価
高
に
よ
る「
旅
行
回
数

の
抑
制
」と「
単
価
の
上
昇
」が
同
時
に

進
む
と
予
測
さ
れ
、
粟
津
温
泉
に
お

い
て
も
、
リ
ピ
ー
タ
ー
層
や
質
の
高

い
体
験
を
求
め
る
層
の
確
保
が
安
定

し
た
集
客
の
鍵
と
な
る
。

組
合
の
結
束
で
挑
む

「
受
注
拡
大
」

15
小
松
建
具
組
合

　
住
宅
の
着
工
件
数
が
減
少
し
、
和

室
が
な
い
住
宅
が
多
く
な
っ
て
き
て

お
り
仕
事
量
が
減
少
し
て
い
る
。
た

だ
、
設
計
会
社
か
ら
出
て
く
る
図
面

を
見
る
と
造
作
建
具
は
需
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
年
度
末
、

来
年
度
に
向
け
て
は
、
仕
事
量
は
増

え
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。
住
宅
は

依
然
と
し
て
着
工
数
は
上
が
っ
て
来

な
い
が
、
能
登
地
域
の
住
宅
は
進
ん

で
く
る
と
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
、

業
界
の
事
業
数
も
減
少
し
、
組
合
を

抜
け
る
事
業
所
も
出
て
き
て
い
る
。

　
請
負
金
額
に
お
い
て
は
粘
り
強
く

交
渉
し
、
安
易
に
決
め
な
い
よ
う
に

し
て
い
く
。
ま
た
、
今
ま
で
受
注
が

難
し
い
と
思
っ
て
い
た
物
件
も
積
極

的
に
受
注
し
、
協
力
し
合
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
仕
事
は
減
少
す
る
一
方
に

な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
各
事
業

所
間
の
連
絡
を
密
に
し
、
情
報
交
換

す
る
事
で
見
え
な
か
っ
た
仕
事
が
受

注
さ
れ
、
協
力
し
合
っ
て
い
く
事
が

組
合
の
意
義
に
な
る
よ
う
に
考
え
る
。

法
改
正
と
コ
ス
ト
高
騰
に

伴
う
価
格
転
嫁
へ
の
理
解

16
小
松
能
美
建
築
組
合
連
合
会

　
現
在
も
職
人
不
足
の
現
状
は
変
わ

ら
ず
、
そ
の
上
、
人
件
費
や
流
通
費

の
上
昇
に
よ
る
資
材
価
格
の
高
騰
は

い
ま
だ
に
続
き
、
建
築
コ
ス
ト
の
上

昇
は
い
ま
だ
に
止
ま
る
こ
と
が
な
い
。

　
ま
た
、
建
築
基
準
法
や
建
築
物
省

エ
ネ
法
が
改
正
さ
れ
、
新
築
住
宅
に

は
省
エ
ネ
基
準
適
合
が
義
務
化
さ
れ
、

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
で
は
確
認
申
請
が

必
要
な
物
件
が
増
え
る
な
ど
、
建
築

工
事
の
コ
ス
ト
が
増
加
し
て
い
る
。

　
建
築
基
準
法
や
建
築
物
省
エ
ネ
法

の
改
正
は
、
建
物
の
構
造
の
安
全
性

向
上
が
期
待
で
き
、
省
エ
ネ
へ
の
ニ

ー
ズ
の
高
ま
り
に
は
対
応
で
き
る
。

木
材
使
用
で
の
建
築
物
の
木
造
化
も

省
エ
ネ
対
策
と
し
て
大
き
な
効
果
が

あ
る
。

　
し
か
し
、職
人
不
足
や
賃
金
の
増
額
、

働
き
方
改
革
に
よ
る
休
日
の
増
加
、

資
材
高
騰
な
ど
で
、
建
築
工
事
の
工

期
延
長
や
コ
ス
ト
の
増
加
が
進
む
見

通
し
で
あ
る
。

　
今
後
も
施
工
主
が
資
材
の
高
騰
や
、

工
期
延
長
の
工
賃
増
加
な
ど
に
よ
る

価
格
転
嫁
へ
の
理
解
が
進
む
こ
と
を

期
待
す
る
。

　
小
松
商
工
会
議
所
が
設
け
る「
小
規
模
企
業
振
興
委
員
」は
、
会
頭
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
16
名
の
方
々

で
、
市
内
の
各
協
同
組
合
、
商
店
街
の
役
員
等
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
委
員
は
経
営
改
善
普
及
事
業
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、
小
規
模
企
業
者
の
経
営
等
に
関
す
る
悩
み

や
相
談
を
気
軽
に
受
け
て
、
商
工
会
議
所
中
小
企
業
相
談
所
に
紹
介
し
、
経
営
指
導
員
と
協
力
し
て

事
業
者
の
悩
み
や
問
題
解
決
に
あ
た
る
、
商
工
会
議
所
と
小
規
模
企
業
者
と
の
橋
渡
し
役
で
す
。

　
委
員
が
こ
の
１
月
に
ま
と
め
た
小
松
管
内
の
景
況
は
次
の
通
り
で
す
。

◎代表幹事

小規模企業振興委員連絡会 小規模企業振興委員連絡会
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時
代
に
即
し
た
商
店
街
の

あ
り
方

❶
三
日
市
商
店
街
振
興
組
合

　
物
価
高
や
コ
ス
ト
増
の
影
響
が
続

き
、
小
規
模
小
売
業
を
取
り
巻
く
環

境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
。
年
末
年

始
に
は
一
部
で
人
の
動
き
も
見
ら
れ

た
も
の
の
、
商
店
街
全
体
へ
の
波
及

効
果
は
限
定
的
で
あ
っ
た
。 

当
商
店

街
に
お
い
て
は
、
組
合
員
の
高
齢
化

と
営
業
店
舗
の
減
少
が
進
行
し
て
お

り
、
集
客
イ
ベ
ン
ト
等
の
実
施
も
人

的
リ
ソ
ー
ス
の
不
足
に
よ
り
困
難
な

状
況
に
あ
る
。
景
気
変
動
以
前
に
、

商
店
街
と
し
て
の
基
礎
体
力
の
低
下

が
著
し
く
、
組
織
維
持
そ
の
も
の
が

限
界
に
近
づ
い
て
い
る
。

　
ま
た
、
営
業
店
舗
数
の
減
少
と
後

継
者
不
足
に
よ
り
、
好
転
の
兆
し
は

見
込
め
な
い
。
特
に
、
老
朽
化
し
た

ア
ー
ケ
ー
ド
の
維
持
管
理
問
題
は
、

少
数
の
組
合
員
で
は
負
担
し
き
れ
な

い
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。 

こ

の
た
め
、
現
状
の
体
制
維
持
に
固
執

す
る
の
で
は
な
く
、
組
合
員
の
負
担

軽
減
を
最
優
先
に
考
え
ざ
る
を
得
な

い
。

　
今
後
は
活
性
化
策
よ
り
も
、
組
織

の
縮
小
や
解
散
の
可
能
性
も
含
め
た

「
現
実
的
な
出
口
戦
略
」の
検
討
・
協

議
が
中
心
と
な
る
見
通
し
で
あ
る
。

新
ニ
ー
ズ
へ
の
適
応
と

連
携
強
化

❷
小
松
中
央
通
り
商
店
街
振
興
組
合

　
小
松
駅
前
に
複
合
ビ
ル「
ウ
レ
シ
ャ

ス
小
松
」が
開
業
し
た
こ
と
に
よ
り
、

駅
前
エ
リ
ア
の
人
通
り
や
賑
わ
い
は

以
前
と
比
べ
て
明
ら
か
に
増
加
し
て

い
る
。
同
ビ
ル
に
は
最
大
約
８
７
０

人
を
収
容
可
能
な
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

機
能
を
備
え
た
施
設
が
整
備
さ
れ
て

お
り
、
会
議
や
宴
会
、
会
食
等
の
利

用
が
進
ん
で
い
る
ほ
か
、
北
陸
電
力

の
支
店
機
能
も
集
約
・
拡
充
さ
れ
た

こ
と
で
、
日
常
的
に
駅
前
で
働
く
人

の
数
が
増
え
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

ま
た
、
ウ
レ
シ
ャ
ス
小
松
に
は
宿
泊

施
設
も
立
地
し
て
お
り
、
従
来
の
ビ

ジ
ネ
ス
出
張
者
と
は
異
な
る
観
光
客

と
見
受
け
ら
れ
る
人
の
動
き
も
一
部

見
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
の
ニ
ー
ズ
に

合
致
し
た
店
舗
や
サ
ー
ビ
ス
が
十
分

に
整
っ
て
い
る
と
は
言
い
難
く
、
夜

間
に
つ
い
て
は
、
ウ
レ
シ
ャ
ス
小
松

で
の
会
合
や
宴
席
等
の
利
用
者
が
商

店
街
へ
流
入
す
る
動
き
が
見
ら
れ
、

飲
食
店
を
中
心
に
商
店
街
内
店
舗
の

稼
働
や
忙
し
さ
に
一
定
の
好
影
響
を

与
え
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　
近
年
、
夜
間
の
飲
食
店
出
店
が
相

次
ぎ
、
エ
リ
ア
と
し
て
の
集
積
が
進

ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
商
店
街
全
体

の
魅
力
は
引
き
続
き
高
ま
り
つ
つ
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
実
際
に
、
２
０

２
６
年
春
に
も
新
た
な
飲
食
店
の
開

業
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
夜
間
を
中

心
と
し
た
賑
わ
い
の
継
続
が
期
待
さ

れ
る
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、
今
後
は

新
た
に
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
の
開
業
が

予
定
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
コ
マ
ツ
研

修
生
の
受
け
入
れ
規
模
が
拡
大
す
れ

ば
、
商
店
街
へ
の
来
訪
者
増
加
に
つ

な
が
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。

　
そ
の
他
、
旧
北
陸
電
力
ビ
ル
跡
地

へ
の
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
出
店
計
画
も

聞
き
及
ん
で
お
り
、
駅
前
お
よ
び
商

店
街
周
辺
に
居
住
す
る
人
々
の
生
活

動
線
や
利
用
行
動
に
変
化
が
生
じ
る

こ
と
も
想
定
さ
れ
る
た
め
、
そ
う
し

た
動
き
を
注
意
深
く
捉
え
な
が
ら
対

応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
現
在
は
駅
前
エ
リ
ア
全

体
を
対
象
と
し
た
本
格
的
な
ま
ち
づ

く
り
の
議
論
が
始
ま
り
つ
つ
あ
る
段

階
に
あ
り
、
商
店
街
と
し
て
も
従
来

の
枠
組
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
よ
り
広

い
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
か
ら
自
ら
の

役
割
を
再
整
理
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
ア
ー
ケ

ー
ド
の
老
朽
化
と
い
う
課
題
に
つ
い

て
も
、
商
店
街
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

《令和７年度の振興委員》 順不同
 委員名 団体名 役職名
 角谷　亮 三日市商店街振興組合 理 事 長
 掛田　英治 小松中央通り商店街振興組合 理 事 長
 永田　博幸 粟津駅前商交会 会　　長
 川田　秀実 小松織物工業協同組合 事務局長
 中森　勇人 小松撚糸工業協同組合 理 事 長
 小林与志次 小松鉄工機器協同組合 専務理事
 油片　吉徳 小松鉄工団地協同組合 専務理事
 谷口　潤一 （一社）小松能美建設業協会 専務理事
 三田　英則 石川県九谷窯元工業協同組合 理 事 長
 河畑　宏昭 加南トラック事業協同組合 事務局長
 真田　尚 石川県電気工事工業組合加南本部 業務課長
 ◎茗荷谷豊 小松管工事協同組合 理 事 長
 坂井　浩明 小松魚商協同組合 理 事 長
 坂野　義文 粟津温泉旅館協同組合 事務局長
 山内　勇 小松建具組合  組 合 長
 山岸　稔 小松能美建築組合連合会 会　　長

業
種
別
景
況
報
告（
令
和
７
年
度
下
期
）　
小
規
模
企
業
振
興
委
員
連
絡
会

コ
ス
ト
高
騰
と
人
手
不
足
を
越
え
る
、

次
代
へ
の
適
応
戦
略

コ
ス
ト
高
騰
と
人
手
不
足
を
越
え
る
、

次
代
へ
の
適
応
戦
略

小
規
模
企
業
振
興
委
員
連
絡
会

の
重
要
性
を
踏
ま
え
、
商
店
街
単
体

の
問
題
と
し
て
で
は
な
く
、
地
域
全

体
の
課
題
と
し
て
捉
え
直
し
、
地
域

課
題
の
解
決
に
寄
与
で
き
る
商
店
街

へ
と
変
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

駅
前
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
化

の
影
響
を
注
視

❸
粟
津
駅
前
商
交
会

　
小
松
南
部
は
、
ま
だ
ま
だ
景
気
回

復
と
は
言
え
な
い
。
粟
津
駅
前
で
は

通
勤
通
学
の
時
間
帯
に
交
通
混
雑
が

発
生
し
、
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
化（
円

形
交
差
点
）の
整
備
も
行
っ
て
い
る
が
、

商
店
街
へ
の
来
店
に
も
繋
が
っ
て
ほ

し
い
。

　
経
営
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足

に
加
え
、
昨
今
の
景
気
動
向
に
よ
り

見
通
し
は
ま
だ
ま
だ
暗
い
。

　
地
域
全
体
で
新
た
な
魅
力
づ
く
り

に
取
り
組
み
、
活
性
化
へ
の
可
能
性

を
探
っ
て
い
き
た
い
。

不
透
明
な
経
営
環
境
下
の

産
地
再
生

❹
小
松
織
物
工
業
協
同
組
合

　
織
物
業
界
は
、
生
糸
・
ポ
リ
エ
ス

テ
ル
糸
を
は
じ
め
原
材
料
費
・
燃
料

の
高
騰
、
織
物
関
連
資
材
全
体
の
需

要
も
激
し
く
減
少
し
、
製
造
中
止
と

な
る
も
の
増
加
、
機
料
品
の
調
達
仕

入
に
も
不
安
が
生
じ
、
先
行
き
不
透

明
な
状
況
が
続
き
非
常
に
厳
し
い
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
合
繊
織
物
に
関
し
て
は
、
各
企
業

（
機
屋
）で
温
度
差
は
あ
る
が
、
主
力

の
イ
ン
テ
リ
ア
・
カ
ー
テ
ン
関
連
は

一
服
状
況
で
あ
る
。
特
に
、
カ
ー
テ

ン
に
関
し
て
は
市
場
の
動
き
も
鈍
く

安
価
な
ス
ポ
ッ
ト
対
応
の
仕
事
が
メ

イ
ン
で
あ
り
、
順
調
だ
っ
た
高
級
ゾ

ー
ン
の
定
番
商
品
の
受
注
が
予
想
よ

り
増
え
ず
状
況
が
変
わ
る
の
は
春
以

降
だ
と
推
察
さ
れ
る
。

　
和
装
織
物
の
状
況
は
依
然
と
し
て

深
刻
で
あ
る
が
、
長
い
歴
史
の
中
で

培
っ
て
き
た
技
術
力
と
精
神
力
は
強

固
で
大
き
な
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
絹
・
合
繊
織
物
は
、
共
に
従
事
者

の
高
齢
化
に
伴
う
技
術
継
承
の
課
題

や
織
機
等
の
老
朽
化
に
よ
る
生
産
基

盤
の
弱
体
化
は
不
可
避
で
あ
り
重
大

な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
加
え
て
、

国
際
情
勢（
日
中
関
係
）の
不
確
実
性

が
高
ま
る
中
、
為
替
の
円
安
基
調
に

よ
る
原
材
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の

高
騰
、物
価
上
昇
や
国
内
市
場
の
縮
小
、

消
費
者
価
値
観
の
変
容
な
ど
産
地
を

取
り
巻
く
環
境
は
よ
り
一
層
厳
し
さ

を
増
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
生
産
コ

ス
ト
増
大
に
対
す
る
価
格
転
嫁
が
十

分
で
な
い
こ
と
や
、
人
手
不
足
と
賃

金
増
等
の
影
響
か
ら
織
物
産
地
全
体

が
厳
し
い
経
営
を
強
い
ら
れ
て
い
る

状
況
で
あ
る
。

　
織
物
業
界
の
先
行
き
は
不
透
明
で
、

事
業
者
に
と
っ
て
極
め
て
厳
し
い
経

営
環
境
で
は
あ
る
が
、
実
績
と
経
験

を
基
に
産
地
を
守
り
、
盛
り
上
げ
て

欲
し
い
と
期
待
し
て
い
る
。

独
自
技
術
で
切
り
拓
く

グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
へ
の
進
路

❺
小
松
撚
糸
工
業
協
同
組
合

　
撚
糸
業
界
を
含
む
国
内
の
繊
維
産

業
は
、
歴
史
的
な
再
編
期
と
高
付
加

価
値
化
へ
の
転
換
期
に
あ
る
と
言
え

る
。
今
後
は
化
学
繊
維
産
業
を
中
心

に
、
不
採
算
事
業
の
譲
渡
や
事
業
集

約
と
い
っ
た
業
界
再
編
が
一
段
と
進

む
見
通
し
で
あ
る
。
繊
維
メ
ー
カ
ー

全
体
の
国
内
市
場
規
模
は
縮
小
傾
向

に
あ
る
が
、
化
学
繊
維
は
微
増
と
予

測
さ
れ
る
一
方
、
天
然
繊
維
は
大
幅

な
縮
小
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
背
景
の
な
か
、
撚
糸

業
界
は
単
な
る「
糸
を
撚
る
」工
程
か

ら
、
特
定
の
機
能
を
付
与
す
る
技
術

へ
の
転
換
が
進
ん
で
い
る
。
従
来
の

衣
料
用
市
場
の
縮
小
と
い
う
厳
し
い

現
実
に
直
面
し
つ
つ
も
、
高
付
加
価

値
な
産
業
資
材
分
野
や
グ
ロ
ー
バ
ル

市
場
へ
の
進
出
に
お
い
て
、
新
た
な

成
長
の
兆
し
を
見
せ
て
い
る
。
な
か

で
も
自
動
車
、
航
空
宇
宙
、
医
療
分

野
で
使
用
さ
れ
る
高
耐
久
・
高
機
能

な
産
業
用
糸
や
環
境
負
荷
を
低
減
し

た「
再
生
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
糸
」や「
紙

糸
」、
さ
ら
に
は
炭
素
繊
維
な
ど
の
対

応
が
、
企
業
の
競
争
力
を
左
右
す
る

重
要
な
鍵
と
な
っ
て
い
る
。 

　
撚
糸
業
界
は
、
こ
れ
ま
で
の「
下
請

け
・
受
注
生
産
」か
ら
、「
独
自
技
術

に
よ
る
高
付
加
価
値
製
品
の
開
発
」へ

と
シ
フ
ト
で
き
る
か
ど
う
か
の
岐
路

に
立
た
さ
れ
て
い
る
。

次
世
代
モ
ノ
づ
く
り
基
盤
の

構
築

❻
小
松
鉄
工
機
器
協
同
組
合

　
建
設
機
械
大
手
メ
ー
カ
ー
は
、
引

き
続
き
需
要
の
減
少
が
続
い
て
お
り
、

年
度
内
は
減
産
が
続
く
見
込
み
で
あ

る
。
機
械
部
品
加
工
を
手
掛
け
る
組

合
員
企
業
は
、
そ
の
影
響
を
受
け
て

受
注
が
減
少
し
、
低
調
な
操
業
が
続

い
て
い
る
。

　
業
界
全
体
と
し
て
は
、
コ
ス
ト
上

昇
分
の
価
格
転
嫁
は
あ
る
程
度
進
ん

で
い
る
も
の
の
、
原
材
料
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
の
高
止
ま
り
、
受
注
減
少
、

借
入
金
利
の
上
昇
や
賃
上
げ
で
必
要

経
費
が
か
さ
み
厳
し
い
経
営
環
境
と

な
っ
て
い
る
。

　
米
国
の
高
関
税
政
策
が
世
界
経
済

を
翻
弄
し
、
排
外
主
義
や
複
雑
性
が

増
し
て
き
て
お
り
、
今
後
の
経
済
状

況
は
不
透
明
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
次
年
度

も
受
注
の
減
少
に
よ
り
低
調
な
操
業

が
続
く
と
見
通
す
企
業
が
多
数
と
な

っ
て
い
る
。
更
に
原
材
料
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
の
高
止
ま
り
、
人
手
不
足
、

借
入
金
利
の
更
な
る
上
昇
、
大
幅
な

賃
上
げ
に
よ
り
減
収
減
益
が
見
込
ま

れ
経
営
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
そ
の
た
め
、
国
や
自
治
体
の
支
援

を
受
け
て
Ｄ
Ｘ
、Ｇ
Ｘ
、Ａ
Ｉ
技
術
を

活
用
し
て
省
力
化
や
生
産
性
の
向
上

を
図
り
な
が
ら
、
モ
ノ
づ
く
り
人
材

の
確
保
・
育
成
に
取
り
組
む
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。

Ｄ
Ｘ
と
人
材
育
成
で
切
り
拓
く

「
緩
や
か
な
回
復
」へ
の
道

❼
小
松
鉄
工
団
地
協
同
組
合

　
建
設
機
械
大
手
で
は
、
米
国
の
施

策
方
針
が
二
転
三
転
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
関
税
の
影
響
を
業
績
に
織
り

込
む
こ
と
が
難
し
く
、
多
大
な
影
響

が
生
じ
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
鉄
工
業（
中
小
企

業
）を
取
り
巻
く
環
境
に
お
い
て
も
、

明
確
な
改
善
の
兆
し
は
見
え
な
い
状

況
に
あ
る
。
国
際
的
な
関
税
問
題
な

ど
外
部
環
境
の
変
化
が
続
く
な
か
、

日
中
関
係
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
情

勢
の
動
向
が
、
鋼
材
・
部
品
の
調
達

コ
ス
ト
や
建
機
需
要
に
与
え
る
影
響

も
不
透
明
で
あ
り
、
引
き
続
き
動
向

を
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
内
部
の
課
題
と
し
て
は
、
来
期
は

や
や
改
善
の
見
通
し
が
あ
る
と
の
声

も
聞
か
れ
る
も
の
の
、
受
注
の
不
安

定
さ
や
人
材
不
足
が
依
然
と
し
て
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
物
流
業
界

に
お
い
て
も
、
人
件
費
や
燃
料
費
、

車
両
維
持
費
の
増
加
に
加
え
、
人
手

不
足
の
影
響
が
続
い
て
お
り
、
関
連

分
野
に
お
け
る
景
況
感
の
冷
え
込
み

が
見
ら
れ
る
。

　
全
体
と
し
て
、
業
界
全
般
に
大
き

な
改
善
は
見
ら
れ
ず
、
停
滞
感
が
続

い
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
国
内
外
と
も

に「
景
気
が
大
幅
に
好
転
す
る
」と
い

っ
た
状
況
で
は
な
く
、
緩
や
か
に
持

ち
直
す
程
度
と
の
見
方
が
多
い
。

　
鉄
鋼
・
鉄
工
業
界
の
収
益
改
善
は

限
定
的
と
見
込
ま
れ
、
特
に
中
小
企

業
に
お
い
て
は
、
価
格
転
嫁
力
の
向

上
や
コ
ス
ト
競
争
力
の
強
化
、
人
材

確
保
へ
の
対
応
が
引
き
続
き
重
要
な

課
題
と
な
る
。

　
２
０
２
６
年
は
、
決
し
て
楽
観
で

き
な
い
厳
し
い
年
に
な
る
可
能
性
が

高
い
が
、
業
界
の
持
続
的
な
発
展
に

向
け
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
Ａ
Ｉ
を
活

用
し
た
自
動
化
・
遠
隔
化
の
推
進
に

加
え
、
人
材
の
確
保
と
育
成
と
い
っ

た
基
盤
づ
く
り
が
一
層
重
要
と
な
る
。

建
設
業
の
危
機
を
突
破
す
る

担
い
手
確
保
戦
略

❽（一社
）小
松
能
美
建
設
業
協
会

　
能
登
半
島
地
震
の
公
費
解
体
工
事

も
終
了
し
、
今
後
は
復
興
住
宅
や
住

宅
の
再
建
、
道
路
・
河
川
の
本
格
的

復
旧
工
事
が
行
わ
れ
る
見
通
し
で
あ

る
が
、
建
設
技
術
者
や
建
設
作
業
員

の
不
足
が
顕
著
に
な
っ
て
お
り
、
加

え
て
資
材
価
格
の
高
騰
、
人
件
費
の

上
昇
な
ど
に
よ
り
、
入
札
不
調
が
多

発
し
て
い
る
。

　
今
後
住
宅
の
新
築
や
建
物
の
修
繕

が
始
ま
る
が
、
人
手
不
足
や
資
材
の

高
騰
、
物
価
高
、
人
件
費
の
高
騰
に

よ
り
、
再
建
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
況

で
あ
る
。

　
石
川
県
に
お
い
て
は
、
国
道
３
６

０
号
小
松
・
鳥
越
間
の
道
路
整
備
や

加
賀
海
浜
産
業
道
路
の
城
南
町
西
交

差
点
か
ら
村
松
町
交
差
点
ま
で
の
４

車
線
化
な
ど
道
路
整
備
が
着
実
に
進

め
ら
れ
て
い
る
。

　
市
内
の
公
共
事
業
で
は
、
令
和
４

年
8
月
の
豪
雨
災
害
を
踏
ま
え
た
梯

川
水
系
緊
急
治
水
流
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
事
業
に
よ
る「
氾
濫
を
防
ぐ
・
減
ら

す
対
策
」の
治
水
対
策
の
河
川
整
備
・

洪
水
調
整
施
設
対
策
強
化
事
業
や
県

水
送
水
管
耐
震
化
事
業
、
能
登
半
島

地
震
に
よ
る
公
共
下
水
道
の
災
害
復

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

民
間
事
業
で
は
、
駅
周
辺
に
お
い
て
、

ホ
テ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
建
設

が
見
受
け
ら
れ
る
も
の
の
、
個
人
住

宅
の
新
増
築
で
は
、
最
低
賃
金
の
見

直
し
に
伴
う
労
務
費
の
上
昇
や
円
安

に
起
因
し
た
資
材
価
格
の
上
昇
・
資

材
の
調
達
困
難
な
傾
向
が
続
い
て
お

り
、
そ
れ
に
加
え
て
、
住
宅
金
利
の

上
昇
や
建
設
労
働
者
の
確
保
が
困
難

な
状
況
が
続
い
て
お
り
、
見
合
わ
せ

る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
は
暫
定
税
率
の
廃

止
に
よ
り
一
時
的
に
下
落
し
た
状
況

と
な
っ
て
い
る
も
の
、
国
際
情
勢
が

不
透
明
で
先
行
き
が
見
え
な
い
状
況

で
あ
る
。

　
建
設
業
の
魅
力
や
地
域
産
業
の
守

り
手
と
し
て
の
使
命
な
ど
を
発
信
し
、

生
産
性
の
向
上
の
た
め
、Ｉ
Ｃ
T
・
D

Ｘ
の
積
極
的
推
進
や
週
休
２
日
の
確

保
、
資
格
取
得
の
支
援
、
賃
金
の
改

善
な
ど
に
よ
り
、
新
規
入
職
者
の
確

保
へ
の
取
組
を
積
極
的
に
取
り
組
む

こ
と
が
必
須
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
ま
ま
の
状
況
が
続
け
ば
、
災

害
や
除
雪
時
の
対
応
に
お
い
て「
地
域

産
業
の
守
り
手
」と
し
て
の
建
設
業
の

使
命
を
果
た
せ
な
い
こ
と
と
な
る
。

技
術
継
承
と
価
値
の
再
構
築

❾
石
川
県
九
谷
窯
元
工
業
協
同
組
合

　
現
在
の
九
谷
焼
業
界
は
、
石
川
県

内
に
お
い
て
は
北
陸
新
幹
線
の
延
伸

効
果
も
あ
っ
て
か
、
爆
発
的
で
は
な

い
も
の
の
底
堅
い
需
要
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

　
一
方
で
、
現
場
で
は「
職
人
の
高
齢

化
」、「
コ
ス
ト
の
増
大
」と
い
っ
た
伝

統
の
維
持
を
揺
る
が
す
深
刻
な
課
題

が
表
面
化
し
て
い
る
。
今
後
は
、
単

に「
良
い
も
の
を
作
る
」だ
け
で
な
く
、

商
品
価
格
の
見
直
し
や
商
品
開
発
等
、

時
代
の
変
化
に
応
じ
た「
攻
め
の
経
営

戦
略
」が
不
可
欠
と
な
る
。

持
続
可
能
な
輸
送
体
制
へ
の

抜
本
的
改
革

10
加
南
ト
ラ
ッ
ク
事
業
協
同
組
合

　
現
在
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
は
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
大
き
な
転
換
期
を

迎
え
て
い
る
。
軽
油
価
格
は
４
月
に

暫
定
税
率
廃
止
の
予
定
で
あ
る
が
、

車
両
価
格
・
整
備
部
品
・
タ
イ
ヤ
・
オ

イ
ル
な
ど
の
コ
ス
ト
は
上
昇
し
て
お

り
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
輸
送
原
価
に

直
結
し
、
企
業
努
力
だ
け
で
は
吸
収

し
き
れ
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

更
に
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
は
深
刻
で
、

採
用
コ
ス
ト
・
賃
金
水
準
と
も
に
上

昇
し
て
お
り
、
働
き
方
改
革
や
社
会

保
険
適
用
拡
大
に
よ
り
、
労
務
費
は

増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
物

流
２
０
２
４
年
問
題
の
継
続
影
響
も

あ
り
、
労
働
時
間
の
規
制
に
よ
り
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
収
入
が
減
っ

て
お
り
転
職
す
る
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
も
増
え
て
い
る
。
国
の
試
算
で

は
、
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
輸
送
力

が
30
%
不
足
す
る
と
指
摘
さ
れ
て
い

て
、
こ
れ
は
２
０
２
６
年
以
降
も
続

く
構
造
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
国
は
２
０
２
６
年
以
降
を

目
途
に
40
年
振
り
の
労
働
基
準
法
の

改
正
を
予
定
し
て
お
り
、
改
正
内
容

的
に
は
更
に
労
働
時
間
等
の
規
制
が

強
化
さ
れ
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

荷
主
と
協
力
し
て
デ
ジ
タ
ル
を
用
い

た
輸
送
の
効
率
化
や
、
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
の
作
業
環
境
の
改
善
に
努

め
た
と
し
て
も
、
今
後
も
コ
ス
ト
上

昇
は
続
き
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
は
改
善

し
な
い
可
能
性
も
高
い
。
国
と
し
て

も
、
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
は
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
の
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
そ

れ
を
維
持
す
る
為
に
は
、
少
な
く
と

も
ド
ラ
イ
バ
ー
が
離
職
し
な
い
様
な
、

給
与
水
準
を
含
め
た
処
遇
改
善
や
労

働
環
境
の
改
善
が
必
須
で
あ
る
。
持

続
可
能
な
物
流
を
維
持
す
る
た
め
に
、

先
ず
は
適
正
運
賃
の
確
保
が
必
要
不

可
欠
と
思
わ
れ
る
。

電
気
イ
ン
フ
ラ
を
守
る

「
人
材
確
保
」

11
石
川
県
電
気
工
事
工
業
組
合
加
南
本
部

　
能
登
地
区
の
復
興
関
連
工
事
が
継

続
的
に
あ
る
が
、
人
手
不
足
の
影
響

も
あ
り
工
事
応
援
に
対
応
す
る
体
制

づ
く
り
に
苦
慮
し
て
い
る
。
ま
た
、

蛍
光
灯
の
２
０
２
７
年
問
題（
製
造
中

止
）に
伴
い
公
共
施
設
の
発
注
が
増
加

傾
向
に
あ
る
が
、
L
E
D
の
生
産
が

追
い
付
か
ず
現
場
の
工
期
が
決
定
し

づ
ら
い
状
況
が
発
生
し
て
い
る
。

　
一
般
住
宅
工
事
は
、
住
宅
価
格
の

上
昇
で
電
気
工
事
会
社
と
建
築
元
請

け
と
の
価
格
交
渉
で
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
る
。

　
そ
の
他
、
小
松
駅
周
辺
で
は
、
引

続
き
ホ
テ
ル
や
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
・

賃
貸
住
宅
な
ど
民
間
投
資
が
活
発
で

あ
る
が
、
電
材
関
係
の
値
上
げ
や
人

材
不
足
等
の
影
響
で
受
注
を
見
送
る

企
業
も
あ
る
。

　
今
後
は
、
継
続
的
な
内
需
関
連
の

公
共
工
事
や
民
間
企
業
の
設
備
投
資

に
期
待
し
た
い
。
金
利
上
昇
の
局
面

で
も
あ
り
設
備
投
資
が
順
調
に
進
む

か
見
通
し
が
不
透
明
な
状
況
。
２
０

２
７
年
度
か
ら
住
宅
の
省
エ
ネ
基
準

の
大
幅
強
化
に
よ
り
、
従
来
型
の
エ

ア
コ
ン
の
駆
け
込
み
需
要
が
予
想
さ

れ
る
が
、
新
基
準
適
用
後
の
着
工
減

少
が
予
想
さ
れ
る
。

　
慢
性
的
な
電
気
工
事
作
業
員
不
足

（
外
国
人
労
働
者
の
雇
用
）や
材
料
仕

入
価
格
の
高
騰
・
組
合
員
減
少
な
ど

業
界
全
体
の
問
題
と
し
て
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
。

水
道
イ
ン
フ
ラ
を
守
り

業
界
再
生
へ

12
小
松
管
工
事
協
同
組
合

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
落
ち

着
き
、
一
部
で
は
持
ち
直
し
の
動
き

も
み
ら
れ
、
工
事
件
数
は
上
昇
傾
向

で
あ
る
が
、
数
年
前
か
ら
続
い
て
い

る
資
材
高
騰
が
著
し
く
、
資
材
に
よ

っ
て
は
年
に
何
度
も
値
上
げ
さ
れ
て

い
る
物
も
あ
り
、
そ
の
価
格
転
嫁
の

困
難
さ
や
若
年
を
中
心
と
し
た
人
手

不
足
と
い
っ
た
課
題
も
複
層
的
に
絡

み
合
っ
て
お
り
、
依
然
と
し
て
厳
し

い
環
境
が
続
い
て
い
る
。

　
能
登
半
島
地
震
発
生
よ
り
二
年
経

っ
た
今
で
も
、
被
災
地
で
の
水
道
管

路
の
応
急
復
旧
は
現
在
も
続
い
て
お

り
、
こ
れ
も
ま
た
、
人
手
不
足
の
影

響
で
工
事
が
進
ま
な
い
要
因
だ
と
思

わ
れ
、
今
後
は
、
大
規
模
災
害
に
よ

る
水
道
管
路
な
ど
の
応
急
復
旧
体
制

の
維
持
も
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
で
あ
る
。

　
組
合
加
盟
の
会
社
で
は
、
新
卒
者

の
入
職
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
求
人
登
録
し
て
も
ほ
と
ん

ど
音
沙
汰
が
な
い
の
が
現
状
。
ま
た
、

所
属
企
業
は
年
々
減
少
が
続
い
て
お

り
、
経
営
的
に
は
大
変
厳
し
い
環
境

が
続
い
て
い
る
が
、
今
後
も
人
が
生

き
て
い
く
上
で
大
切
な
水
を
し
っ
か

り
と
守
っ
て
い
く
た
め
に
も
、
業
界

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
・
業
界
の
全
て

の
会
社
が
適
正
な
利
潤
を
得
る
仕
組

み
づ
く
り
を
通
し
て
働
く
人
の
給
与

や
休
日
と
い
っ
た
処
遇
改
善
や
技
術

者
の
雇
用
と
育
成
に
努
め
、
若
年
層

を
中
心
と
し
た
人
手
不
足
解
消
、
社

会
的
地
位
向
上
に
真
剣
に
取
り
組
み
、

業
界
の
未
来
に
繋
げ
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

水
産
物
供
給
不
足
と
価
格
高
騰

13
小
松
魚
商
協
同
組
合

　
全
体
的
に
魚
介
類
の
入
荷
が
少
な

い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
特
に
県
内

産
の
ブ
リ
、
カ
ニ
が
少
な
く
、
さ
ら

に
は
価
格
の
高
騰
が
続
き
、
そ
の
た

め
販
売
価
格
や
仕
入
価
格
に
も
影
響

が
出
て
い
る
。

　
円
安
の
影
響
に
よ
り
、
当
分
は
輸

入
価
格
の
下
げ
は
見
込
め
な
い
為
、

食
材
の
手
配
が
さ
ら
に
困
難
に
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
天
気
と
気
温

の
安
定
に
よ
り
、
地
元
産
の
魚
介
類

の
入
荷
量
が
増
え
て
く
れ
ば
多
少
改

善
さ
れ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

「
質
」へ
の
転
換
と

リ
ピ
ー
タ
ー
戦
略

14
粟
津
温
泉
旅
館
協
同
組
合

　
近
年
と
比
較
し
、
年
末
年
始
に
お

け
る
粟
津
温
泉
の
景
気
動
向
は「
や
や

減
少
」と
な
っ
た
。
能
登
半
島
地
震
か

ら
の
復
興
需
要
や
北
陸
新
幹
線
の
延

伸
効
果（
敦
賀
延
伸
）が
一
巡
し
、
観

光
需
要
が
安
定
期
に
入
っ
た
こ
と
が

背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

世
界
的
な
物
価
高
騰
に
よ
る
家
計
の

圧
迫
や
、
円
安
を
背
景
と
し
た
海
外

旅
行
へ
の
シ
フ
ト
が
一
部
で
見
ら
れ
、

国
内
温
泉
地
の
集
客
に
影
響
を
与
え

た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

　
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、「
前

年
並
み
」を
維
持
す
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、2
0
2
5
年
観
光
白
書
に
よ
る
と
、

日
本
人
の
国
内
旅
行
者
数
は
長
期
的

に
横
ば
い
傾
向
に
あ
り
、
一
人
当
た

り
旅
行
回
数
や
宿
泊
数
も
伸
び
悩
ん

で
い
る
。
2
0
2
6
年
の
国
内
観
光

市
場
は
、
物
価
高
に
よ
る「
旅
行
回
数

の
抑
制
」と「
単
価
の
上
昇
」が
同
時
に

進
む
と
予
測
さ
れ
、
粟
津
温
泉
に
お

い
て
も
、
リ
ピ
ー
タ
ー
層
や
質
の
高

い
体
験
を
求
め
る
層
の
確
保
が
安
定

し
た
集
客
の
鍵
と
な
る
。

組
合
の
結
束
で
挑
む

「
受
注
拡
大
」

15
小
松
建
具
組
合

　
住
宅
の
着
工
件
数
が
減
少
し
、
和

室
が
な
い
住
宅
が
多
く
な
っ
て
き
て

お
り
仕
事
量
が
減
少
し
て
い
る
。
た

だ
、
設
計
会
社
か
ら
出
て
く
る
図
面

を
見
る
と
造
作
建
具
は
需
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
年
度
末
、

来
年
度
に
向
け
て
は
、
仕
事
量
は
増

え
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。
住
宅
は

依
然
と
し
て
着
工
数
は
上
が
っ
て
来

な
い
が
、
能
登
地
域
の
住
宅
は
進
ん

で
く
る
と
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
、

業
界
の
事
業
数
も
減
少
し
、
組
合
を

抜
け
る
事
業
所
も
出
て
き
て
い
る
。

　
請
負
金
額
に
お
い
て
は
粘
り
強
く

交
渉
し
、
安
易
に
決
め
な
い
よ
う
に

し
て
い
く
。
ま
た
、
今
ま
で
受
注
が

難
し
い
と
思
っ
て
い
た
物
件
も
積
極

的
に
受
注
し
、
協
力
し
合
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
仕
事
は
減
少
す
る
一
方
に

な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
各
事
業

所
間
の
連
絡
を
密
に
し
、
情
報
交
換

す
る
事
で
見
え
な
か
っ
た
仕
事
が
受

注
さ
れ
、
協
力
し
合
っ
て
い
く
事
が

組
合
の
意
義
に
な
る
よ
う
に
考
え
る
。

法
改
正
と
コ
ス
ト
高
騰
に

伴
う
価
格
転
嫁
へ
の
理
解

16
小
松
能
美
建
築
組
合
連
合
会

　
現
在
も
職
人
不
足
の
現
状
は
変
わ

ら
ず
、
そ
の
上
、
人
件
費
や
流
通
費

の
上
昇
に
よ
る
資
材
価
格
の
高
騰
は

い
ま
だ
に
続
き
、
建
築
コ
ス
ト
の
上

昇
は
い
ま
だ
に
止
ま
る
こ
と
が
な
い
。

　
ま
た
、
建
築
基
準
法
や
建
築
物
省

エ
ネ
法
が
改
正
さ
れ
、
新
築
住
宅
に

は
省
エ
ネ
基
準
適
合
が
義
務
化
さ
れ
、

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
で
は
確
認
申
請
が

必
要
な
物
件
が
増
え
る
な
ど
、
建
築

工
事
の
コ
ス
ト
が
増
加
し
て
い
る
。

　
建
築
基
準
法
や
建
築
物
省
エ
ネ
法

の
改
正
は
、
建
物
の
構
造
の
安
全
性

向
上
が
期
待
で
き
、
省
エ
ネ
へ
の
ニ

ー
ズ
の
高
ま
り
に
は
対
応
で
き
る
。

木
材
使
用
で
の
建
築
物
の
木
造
化
も

省
エ
ネ
対
策
と
し
て
大
き
な
効
果
が

あ
る
。

　
し
か
し
、職
人
不
足
や
賃
金
の
増
額
、

働
き
方
改
革
に
よ
る
休
日
の
増
加
、

資
材
高
騰
な
ど
で
、
建
築
工
事
の
工

期
延
長
や
コ
ス
ト
の
増
加
が
進
む
見

通
し
で
あ
る
。

　
今
後
も
施
工
主
が
資
材
の
高
騰
や
、

工
期
延
長
の
工
賃
増
加
な
ど
に
よ
る

価
格
転
嫁
へ
の
理
解
が
進
む
こ
と
を

期
待
す
る
。

　
小
松
商
工
会
議
所
が
設
け
る「
小
規
模
企
業
振
興
委
員
」は
、
会
頭
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
16
名
の
方
々

で
、
市
内
の
各
協
同
組
合
、
商
店
街
の
役
員
等
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
委
員
は
経
営
改
善
普
及
事
業
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、
小
規
模
企
業
者
の
経
営
等
に
関
す
る
悩
み

や
相
談
を
気
軽
に
受
け
て
、
商
工
会
議
所
中
小
企
業
相
談
所
に
紹
介
し
、
経
営
指
導
員
と
協
力
し
て

事
業
者
の
悩
み
や
問
題
解
決
に
あ
た
る
、
商
工
会
議
所
と
小
規
模
企
業
者
と
の
橋
渡
し
役
で
す
。

　
委
員
が
こ
の
１
月
に
ま
と
め
た
小
松
管
内
の
景
況
は
次
の
通
り
で
す
。

◎代表幹事

小規模企業振興委員連絡会 小規模企業振興委員連絡会

7 小松商工会議所 2026.3
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時
代
に
即
し
た
商
店
街
の

あ
り
方

❶
三
日
市
商
店
街
振
興
組
合

　
物
価
高
や
コ
ス
ト
増
の
影
響
が
続

き
、
小
規
模
小
売
業
を
取
り
巻
く
環

境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
。
年
末
年

始
に
は
一
部
で
人
の
動
き
も
見
ら
れ

た
も
の
の
、
商
店
街
全
体
へ
の
波
及

効
果
は
限
定
的
で
あ
っ
た
。 

当
商
店

街
に
お
い
て
は
、
組
合
員
の
高
齢
化

と
営
業
店
舗
の
減
少
が
進
行
し
て
お

り
、
集
客
イ
ベ
ン
ト
等
の
実
施
も
人

的
リ
ソ
ー
ス
の
不
足
に
よ
り
困
難
な

状
況
に
あ
る
。
景
気
変
動
以
前
に
、

商
店
街
と
し
て
の
基
礎
体
力
の
低
下

が
著
し
く
、
組
織
維
持
そ
の
も
の
が

限
界
に
近
づ
い
て
い
る
。

　
ま
た
、
営
業
店
舗
数
の
減
少
と
後

継
者
不
足
に
よ
り
、
好
転
の
兆
し
は

見
込
め
な
い
。
特
に
、
老
朽
化
し
た

ア
ー
ケ
ー
ド
の
維
持
管
理
問
題
は
、

少
数
の
組
合
員
で
は
負
担
し
き
れ
な

い
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。 

こ

の
た
め
、
現
状
の
体
制
維
持
に
固
執

す
る
の
で
は
な
く
、
組
合
員
の
負
担

軽
減
を
最
優
先
に
考
え
ざ
る
を
得
な

い
。

　
今
後
は
活
性
化
策
よ
り
も
、
組
織

の
縮
小
や
解
散
の
可
能
性
も
含
め
た

「
現
実
的
な
出
口
戦
略
」の
検
討
・
協

議
が
中
心
と
な
る
見
通
し
で
あ
る
。

新
ニ
ー
ズ
へ
の
適
応
と

連
携
強
化

❷
小
松
中
央
通
り
商
店
街
振
興
組
合

　
小
松
駅
前
に
複
合
ビ
ル「
ウ
レ
シ
ャ

ス
小
松
」が
開
業
し
た
こ
と
に
よ
り
、

駅
前
エ
リ
ア
の
人
通
り
や
賑
わ
い
は

以
前
と
比
べ
て
明
ら
か
に
増
加
し
て

い
る
。
同
ビ
ル
に
は
最
大
約
８
７
０

人
を
収
容
可
能
な
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

機
能
を
備
え
た
施
設
が
整
備
さ
れ
て

お
り
、
会
議
や
宴
会
、
会
食
等
の
利

用
が
進
ん
で
い
る
ほ
か
、
北
陸
電
力

の
支
店
機
能
も
集
約
・
拡
充
さ
れ
た

こ
と
で
、
日
常
的
に
駅
前
で
働
く
人

の
数
が
増
え
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

ま
た
、
ウ
レ
シ
ャ
ス
小
松
に
は
宿
泊

施
設
も
立
地
し
て
お
り
、
従
来
の
ビ

ジ
ネ
ス
出
張
者
と
は
異
な
る
観
光
客

と
見
受
け
ら
れ
る
人
の
動
き
も
一
部

見
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
の
ニ
ー
ズ
に

合
致
し
た
店
舗
や
サ
ー
ビ
ス
が
十
分

に
整
っ
て
い
る
と
は
言
い
難
く
、
夜

間
に
つ
い
て
は
、
ウ
レ
シ
ャ
ス
小
松

で
の
会
合
や
宴
席
等
の
利
用
者
が
商

店
街
へ
流
入
す
る
動
き
が
見
ら
れ
、

飲
食
店
を
中
心
に
商
店
街
内
店
舗
の

稼
働
や
忙
し
さ
に
一
定
の
好
影
響
を

与
え
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　
近
年
、
夜
間
の
飲
食
店
出
店
が
相

次
ぎ
、
エ
リ
ア
と
し
て
の
集
積
が
進

ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
商
店
街
全
体

の
魅
力
は
引
き
続
き
高
ま
り
つ
つ
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
実
際
に
、
２
０

２
６
年
春
に
も
新
た
な
飲
食
店
の
開

業
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
夜
間
を
中

心
と
し
た
賑
わ
い
の
継
続
が
期
待
さ

れ
る
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、
今
後
は

新
た
に
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
の
開
業
が

予
定
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
コ
マ
ツ
研

修
生
の
受
け
入
れ
規
模
が
拡
大
す
れ

ば
、
商
店
街
へ
の
来
訪
者
増
加
に
つ

な
が
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。

　
そ
の
他
、
旧
北
陸
電
力
ビ
ル
跡
地

へ
の
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
出
店
計
画
も

聞
き
及
ん
で
お
り
、
駅
前
お
よ
び
商

店
街
周
辺
に
居
住
す
る
人
々
の
生
活

動
線
や
利
用
行
動
に
変
化
が
生
じ
る

こ
と
も
想
定
さ
れ
る
た
め
、
そ
う
し

た
動
き
を
注
意
深
く
捉
え
な
が
ら
対

応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
現
在
は
駅
前
エ
リ
ア
全

体
を
対
象
と
し
た
本
格
的
な
ま
ち
づ

く
り
の
議
論
が
始
ま
り
つ
つ
あ
る
段

階
に
あ
り
、
商
店
街
と
し
て
も
従
来

の
枠
組
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
よ
り
広

い
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
か
ら
自
ら
の

役
割
を
再
整
理
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
ア
ー
ケ

ー
ド
の
老
朽
化
と
い
う
課
題
に
つ
い

て
も
、
商
店
街
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

の
重
要
性
を
踏
ま
え
、
商
店
街
単
体

の
問
題
と
し
て
で
は
な
く
、
地
域
全

体
の
課
題
と
し
て
捉
え
直
し
、
地
域

課
題
の
解
決
に
寄
与
で
き
る
商
店
街

へ
と
変
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

駅
前
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
化

の
影
響
を
注
視

❸
粟
津
駅
前
商
交
会

　
小
松
南
部
は
、
ま
だ
ま
だ
景
気
回

復
と
は
言
え
な
い
。
粟
津
駅
前
で
は

通
勤
通
学
の
時
間
帯
に
交
通
混
雑
が

発
生
し
、
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
化（
円

形
交
差
点
）の
整
備
も
行
っ
て
い
る
が
、

商
店
街
へ
の
来
店
に
も
繋
が
っ
て
ほ

し
い
。

　
経
営
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足

に
加
え
、
昨
今
の
景
気
動
向
に
よ
り

見
通
し
は
ま
だ
ま
だ
暗
い
。

　
地
域
全
体
で
新
た
な
魅
力
づ
く
り

に
取
り
組
み
、
活
性
化
へ
の
可
能
性

を
探
っ
て
い
き
た
い
。

不
透
明
な
経
営
環
境
下
の

産
地
再
生

❹
小
松
織
物
工
業
協
同
組
合

　
織
物
業
界
は
、
生
糸
・
ポ
リ
エ
ス

テ
ル
糸
を
は
じ
め
原
材
料
費
・
燃
料

の
高
騰
、
織
物
関
連
資
材
全
体
の
需

要
も
激
し
く
減
少
し
、
製
造
中
止
と

な
る
も
の
増
加
、
機
料
品
の
調
達
仕

入
に
も
不
安
が
生
じ
、
先
行
き
不
透

明
な
状
況
が
続
き
非
常
に
厳
し
い
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
合
繊
織
物
に
関
し
て
は
、
各
企
業

（
機
屋
）で
温
度
差
は
あ
る
が
、
主
力

の
イ
ン
テ
リ
ア
・
カ
ー
テ
ン
関
連
は

一
服
状
況
で
あ
る
。
特
に
、
カ
ー
テ

ン
に
関
し
て
は
市
場
の
動
き
も
鈍
く

安
価
な
ス
ポ
ッ
ト
対
応
の
仕
事
が
メ

イ
ン
で
あ
り
、
順
調
だ
っ
た
高
級
ゾ

ー
ン
の
定
番
商
品
の
受
注
が
予
想
よ

り
増
え
ず
状
況
が
変
わ
る
の
は
春
以

降
だ
と
推
察
さ
れ
る
。

　
和
装
織
物
の
状
況
は
依
然
と
し
て

深
刻
で
あ
る
が
、
長
い
歴
史
の
中
で

培
っ
て
き
た
技
術
力
と
精
神
力
は
強

固
で
大
き
な
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
絹
・
合
繊
織
物
は
、
共
に
従
事
者

の
高
齢
化
に
伴
う
技
術
継
承
の
課
題

や
織
機
等
の
老
朽
化
に
よ
る
生
産
基

盤
の
弱
体
化
は
不
可
避
で
あ
り
重
大

な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
加
え
て
、

国
際
情
勢（
日
中
関
係
）の
不
確
実
性

が
高
ま
る
中
、
為
替
の
円
安
基
調
に

よ
る
原
材
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の

高
騰
、物
価
上
昇
や
国
内
市
場
の
縮
小
、

消
費
者
価
値
観
の
変
容
な
ど
産
地
を

取
り
巻
く
環
境
は
よ
り
一
層
厳
し
さ

を
増
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
生
産
コ

ス
ト
増
大
に
対
す
る
価
格
転
嫁
が
十

分
で
な
い
こ
と
や
、
人
手
不
足
と
賃

金
増
等
の
影
響
か
ら
織
物
産
地
全
体

が
厳
し
い
経
営
を
強
い
ら
れ
て
い
る

状
況
で
あ
る
。

　
織
物
業
界
の
先
行
き
は
不
透
明
で
、

事
業
者
に
と
っ
て
極
め
て
厳
し
い
経

営
環
境
で
は
あ
る
が
、
実
績
と
経
験

を
基
に
産
地
を
守
り
、
盛
り
上
げ
て

欲
し
い
と
期
待
し
て
い
る
。

独
自
技
術
で
切
り
拓
く

グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
へ
の
進
路

❺
小
松
撚
糸
工
業
協
同
組
合

　
撚
糸
業
界
を
含
む
国
内
の
繊
維
産

業
は
、
歴
史
的
な
再
編
期
と
高
付
加

価
値
化
へ
の
転
換
期
に
あ
る
と
言
え

る
。
今
後
は
化
学
繊
維
産
業
を
中
心

に
、
不
採
算
事
業
の
譲
渡
や
事
業
集

約
と
い
っ
た
業
界
再
編
が
一
段
と
進

む
見
通
し
で
あ
る
。
繊
維
メ
ー
カ
ー

全
体
の
国
内
市
場
規
模
は
縮
小
傾
向

に
あ
る
が
、
化
学
繊
維
は
微
増
と
予

測
さ
れ
る
一
方
、
天
然
繊
維
は
大
幅

な
縮
小
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
背
景
の
な
か
、
撚
糸

業
界
は
単
な
る「
糸
を
撚
る
」工
程
か

ら
、
特
定
の
機
能
を
付
与
す
る
技
術

へ
の
転
換
が
進
ん
で
い
る
。
従
来
の

衣
料
用
市
場
の
縮
小
と
い
う
厳
し
い

現
実
に
直
面
し
つ
つ
も
、
高
付
加
価

値
な
産
業
資
材
分
野
や
グ
ロ
ー
バ
ル

市
場
へ
の
進
出
に
お
い
て
、
新
た
な

成
長
の
兆
し
を
見
せ
て
い
る
。
な
か

で
も
自
動
車
、
航
空
宇
宙
、
医
療
分

野
で
使
用
さ
れ
る
高
耐
久
・
高
機
能

な
産
業
用
糸
や
環
境
負
荷
を
低
減
し

た「
再
生
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
糸
」や「
紙

糸
」、
さ
ら
に
は
炭
素
繊
維
な
ど
の
対

応
が
、
企
業
の
競
争
力
を
左
右
す
る

重
要
な
鍵
と
な
っ
て
い
る
。 

　
撚
糸
業
界
は
、
こ
れ
ま
で
の「
下
請

け
・
受
注
生
産
」か
ら
、「
独
自
技
術

に
よ
る
高
付
加
価
値
製
品
の
開
発
」へ

と
シ
フ
ト
で
き
る
か
ど
う
か
の
岐
路

に
立
た
さ
れ
て
い
る
。

次
世
代
モ
ノ
づ
く
り
基
盤
の

構
築

❻
小
松
鉄
工
機
器
協
同
組
合

　
建
設
機
械
大
手
メ
ー
カ
ー
は
、
引

き
続
き
需
要
の
減
少
が
続
い
て
お
り
、

年
度
内
は
減
産
が
続
く
見
込
み
で
あ

る
。
機
械
部
品
加
工
を
手
掛
け
る
組

合
員
企
業
は
、
そ
の
影
響
を
受
け
て

受
注
が
減
少
し
、
低
調
な
操
業
が
続

い
て
い
る
。

　
業
界
全
体
と
し
て
は
、
コ
ス
ト
上

昇
分
の
価
格
転
嫁
は
あ
る
程
度
進
ん

で
い
る
も
の
の
、
原
材
料
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
の
高
止
ま
り
、
受
注
減
少
、

借
入
金
利
の
上
昇
や
賃
上
げ
で
必
要

経
費
が
か
さ
み
厳
し
い
経
営
環
境
と

な
っ
て
い
る
。

　
米
国
の
高
関
税
政
策
が
世
界
経
済

を
翻
弄
し
、
排
外
主
義
や
複
雑
性
が

増
し
て
き
て
お
り
、
今
後
の
経
済
状

況
は
不
透
明
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
次
年
度

も
受
注
の
減
少
に
よ
り
低
調
な
操
業

が
続
く
と
見
通
す
企
業
が
多
数
と
な

っ
て
い
る
。
更
に
原
材
料
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
の
高
止
ま
り
、
人
手
不
足
、

借
入
金
利
の
更
な
る
上
昇
、
大
幅
な

賃
上
げ
に
よ
り
減
収
減
益
が
見
込
ま

れ
経
営
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
そ
の
た
め
、
国
や
自
治
体
の
支
援

を
受
け
て
Ｄ
Ｘ
、Ｇ
Ｘ
、Ａ
Ｉ
技
術
を

活
用
し
て
省
力
化
や
生
産
性
の
向
上

を
図
り
な
が
ら
、
モ
ノ
づ
く
り
人
材

の
確
保
・
育
成
に
取
り
組
む
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。

Ｄ
Ｘ
と
人
材
育
成
で
切
り
拓
く

「
緩
や
か
な
回
復
」へ
の
道

❼
小
松
鉄
工
団
地
協
同
組
合

　
建
設
機
械
大
手
で
は
、
米
国
の
施

策
方
針
が
二
転
三
転
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
関
税
の
影
響
を
業
績
に
織
り

込
む
こ
と
が
難
し
く
、
多
大
な
影
響

が
生
じ
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
鉄
工
業（
中
小
企

業
）を
取
り
巻
く
環
境
に
お
い
て
も
、

明
確
な
改
善
の
兆
し
は
見
え
な
い
状

況
に
あ
る
。
国
際
的
な
関
税
問
題
な

ど
外
部
環
境
の
変
化
が
続
く
な
か
、

日
中
関
係
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
情

勢
の
動
向
が
、
鋼
材
・
部
品
の
調
達

コ
ス
ト
や
建
機
需
要
に
与
え
る
影
響

も
不
透
明
で
あ
り
、
引
き
続
き
動
向

を
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
内
部
の
課
題
と
し
て
は
、
来
期
は

や
や
改
善
の
見
通
し
が
あ
る
と
の
声

も
聞
か
れ
る
も
の
の
、
受
注
の
不
安

定
さ
や
人
材
不
足
が
依
然
と
し
て
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
物
流
業
界

に
お
い
て
も
、
人
件
費
や
燃
料
費
、

車
両
維
持
費
の
増
加
に
加
え
、
人
手

不
足
の
影
響
が
続
い
て
お
り
、
関
連

分
野
に
お
け
る
景
況
感
の
冷
え
込
み

が
見
ら
れ
る
。

　
全
体
と
し
て
、
業
界
全
般
に
大
き

な
改
善
は
見
ら
れ
ず
、
停
滞
感
が
続

い
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
国
内
外
と
も

に「
景
気
が
大
幅
に
好
転
す
る
」と
い

っ
た
状
況
で
は
な
く
、
緩
や
か
に
持

ち
直
す
程
度
と
の
見
方
が
多
い
。

　
鉄
鋼
・
鉄
工
業
界
の
収
益
改
善
は

限
定
的
と
見
込
ま
れ
、
特
に
中
小
企

業
に
お
い
て
は
、
価
格
転
嫁
力
の
向

上
や
コ
ス
ト
競
争
力
の
強
化
、
人
材

確
保
へ
の
対
応
が
引
き
続
き
重
要
な

課
題
と
な
る
。

　
２
０
２
６
年
は
、
決
し
て
楽
観
で

き
な
い
厳
し
い
年
に
な
る
可
能
性
が

高
い
が
、
業
界
の
持
続
的
な
発
展
に

向
け
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
Ａ
Ｉ
を
活

用
し
た
自
動
化
・
遠
隔
化
の
推
進
に

加
え
、
人
材
の
確
保
と
育
成
と
い
っ

た
基
盤
づ
く
り
が
一
層
重
要
と
な
る
。

建
設
業
の
危
機
を
突
破
す
る

担
い
手
確
保
戦
略

❽（一社
）小
松
能
美
建
設
業
協
会

　
能
登
半
島
地
震
の
公
費
解
体
工
事

も
終
了
し
、
今
後
は
復
興
住
宅
や
住

宅
の
再
建
、
道
路
・
河
川
の
本
格
的

復
旧
工
事
が
行
わ
れ
る
見
通
し
で
あ

る
が
、
建
設
技
術
者
や
建
設
作
業
員

の
不
足
が
顕
著
に
な
っ
て
お
り
、
加

え
て
資
材
価
格
の
高
騰
、
人
件
費
の

上
昇
な
ど
に
よ
り
、
入
札
不
調
が
多

発
し
て
い
る
。

　
今
後
住
宅
の
新
築
や
建
物
の
修
繕

が
始
ま
る
が
、
人
手
不
足
や
資
材
の

高
騰
、
物
価
高
、
人
件
費
の
高
騰
に

よ
り
、
再
建
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
況

で
あ
る
。

　
石
川
県
に
お
い
て
は
、
国
道
３
６

０
号
小
松
・
鳥
越
間
の
道
路
整
備
や

加
賀
海
浜
産
業
道
路
の
城
南
町
西
交

差
点
か
ら
村
松
町
交
差
点
ま
で
の
４

車
線
化
な
ど
道
路
整
備
が
着
実
に
進

め
ら
れ
て
い
る
。

　
市
内
の
公
共
事
業
で
は
、
令
和
４

年
8
月
の
豪
雨
災
害
を
踏
ま
え
た
梯

川
水
系
緊
急
治
水
流
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
事
業
に
よ
る「
氾
濫
を
防
ぐ
・
減
ら

す
対
策
」の
治
水
対
策
の
河
川
整
備
・

洪
水
調
整
施
設
対
策
強
化
事
業
や
県

水
送
水
管
耐
震
化
事
業
、
能
登
半
島

地
震
に
よ
る
公
共
下
水
道
の
災
害
復

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

民
間
事
業
で
は
、
駅
周
辺
に
お
い
て
、

ホ
テ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
建
設

が
見
受
け
ら
れ
る
も
の
の
、
個
人
住

宅
の
新
増
築
で
は
、
最
低
賃
金
の
見

直
し
に
伴
う
労
務
費
の
上
昇
や
円
安

に
起
因
し
た
資
材
価
格
の
上
昇
・
資

材
の
調
達
困
難
な
傾
向
が
続
い
て
お

り
、
そ
れ
に
加
え
て
、
住
宅
金
利
の

上
昇
や
建
設
労
働
者
の
確
保
が
困
難

な
状
況
が
続
い
て
お
り
、
見
合
わ
せ

る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
は
暫
定
税
率
の
廃

止
に
よ
り
一
時
的
に
下
落
し
た
状
況

と
な
っ
て
い
る
も
の
、
国
際
情
勢
が

不
透
明
で
先
行
き
が
見
え
な
い
状
況

で
あ
る
。

　
建
設
業
の
魅
力
や
地
域
産
業
の
守

り
手
と
し
て
の
使
命
な
ど
を
発
信
し
、

生
産
性
の
向
上
の
た
め
、Ｉ
Ｃ
T
・
D

Ｘ
の
積
極
的
推
進
や
週
休
２
日
の
確

保
、
資
格
取
得
の
支
援
、
賃
金
の
改

善
な
ど
に
よ
り
、
新
規
入
職
者
の
確

保
へ
の
取
組
を
積
極
的
に
取
り
組
む

こ
と
が
必
須
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
ま
ま
の
状
況
が
続
け
ば
、
災

害
や
除
雪
時
の
対
応
に
お
い
て「
地
域

産
業
の
守
り
手
」と
し
て
の
建
設
業
の

使
命
を
果
た
せ
な
い
こ
と
と
な
る
。

技
術
継
承
と
価
値
の
再
構
築

❾
石
川
県
九
谷
窯
元
工
業
協
同
組
合

　
現
在
の
九
谷
焼
業
界
は
、
石
川
県

内
に
お
い
て
は
北
陸
新
幹
線
の
延
伸

効
果
も
あ
っ
て
か
、
爆
発
的
で
は
な

い
も
の
の
底
堅
い
需
要
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

　
一
方
で
、
現
場
で
は「
職
人
の
高
齢

化
」、「
コ
ス
ト
の
増
大
」と
い
っ
た
伝

統
の
維
持
を
揺
る
が
す
深
刻
な
課
題

が
表
面
化
し
て
い
る
。
今
後
は
、
単

に「
良
い
も
の
を
作
る
」だ
け
で
な
く
、

商
品
価
格
の
見
直
し
や
商
品
開
発
等
、

時
代
の
変
化
に
応
じ
た「
攻
め
の
経
営

戦
略
」が
不
可
欠
と
な
る
。

持
続
可
能
な
輸
送
体
制
へ
の

抜
本
的
改
革

10
加
南
ト
ラ
ッ
ク
事
業
協
同
組
合

　
現
在
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
は
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
大
き
な
転
換
期
を

迎
え
て
い
る
。
軽
油
価
格
は
４
月
に

暫
定
税
率
廃
止
の
予
定
で
あ
る
が
、

車
両
価
格
・
整
備
部
品
・
タ
イ
ヤ
・
オ

イ
ル
な
ど
の
コ
ス
ト
は
上
昇
し
て
お

り
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
輸
送
原
価
に

直
結
し
、
企
業
努
力
だ
け
で
は
吸
収

し
き
れ
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

更
に
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
は
深
刻
で
、

採
用
コ
ス
ト
・
賃
金
水
準
と
も
に
上

昇
し
て
お
り
、
働
き
方
改
革
や
社
会

保
険
適
用
拡
大
に
よ
り
、
労
務
費
は

増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
物

流
２
０
２
４
年
問
題
の
継
続
影
響
も

あ
り
、
労
働
時
間
の
規
制
に
よ
り
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
収
入
が
減
っ

て
お
り
転
職
す
る
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
も
増
え
て
い
る
。
国
の
試
算
で

は
、
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
輸
送
力

が
30
%
不
足
す
る
と
指
摘
さ
れ
て
い

て
、
こ
れ
は
２
０
２
６
年
以
降
も
続

く
構
造
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
国
は
２
０
２
６
年
以
降
を

目
途
に
40
年
振
り
の
労
働
基
準
法
の

改
正
を
予
定
し
て
お
り
、
改
正
内
容

的
に
は
更
に
労
働
時
間
等
の
規
制
が

強
化
さ
れ
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

荷
主
と
協
力
し
て
デ
ジ
タ
ル
を
用
い

た
輸
送
の
効
率
化
や
、
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
の
作
業
環
境
の
改
善
に
努

め
た
と
し
て
も
、
今
後
も
コ
ス
ト
上

昇
は
続
き
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
は
改
善

し
な
い
可
能
性
も
高
い
。
国
と
し
て

も
、
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
は
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
の
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
そ

れ
を
維
持
す
る
為
に
は
、
少
な
く
と

も
ド
ラ
イ
バ
ー
が
離
職
し
な
い
様
な
、

給
与
水
準
を
含
め
た
処
遇
改
善
や
労

働
環
境
の
改
善
が
必
須
で
あ
る
。
持

続
可
能
な
物
流
を
維
持
す
る
た
め
に
、

先
ず
は
適
正
運
賃
の
確
保
が
必
要
不

可
欠
と
思
わ
れ
る
。

電
気
イ
ン
フ
ラ
を
守
る

「
人
材
確
保
」

11
石
川
県
電
気
工
事
工
業
組
合
加
南
本
部

　
能
登
地
区
の
復
興
関
連
工
事
が
継

続
的
に
あ
る
が
、
人
手
不
足
の
影
響

も
あ
り
工
事
応
援
に
対
応
す
る
体
制

づ
く
り
に
苦
慮
し
て
い
る
。
ま
た
、

蛍
光
灯
の
２
０
２
７
年
問
題（
製
造
中

止
）に
伴
い
公
共
施
設
の
発
注
が
増
加

傾
向
に
あ
る
が
、
L
E
D
の
生
産
が

追
い
付
か
ず
現
場
の
工
期
が
決
定
し

づ
ら
い
状
況
が
発
生
し
て
い
る
。

　
一
般
住
宅
工
事
は
、
住
宅
価
格
の

上
昇
で
電
気
工
事
会
社
と
建
築
元
請

け
と
の
価
格
交
渉
で
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
る
。

　
そ
の
他
、
小
松
駅
周
辺
で
は
、
引

続
き
ホ
テ
ル
や
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
・

賃
貸
住
宅
な
ど
民
間
投
資
が
活
発
で

あ
る
が
、
電
材
関
係
の
値
上
げ
や
人

材
不
足
等
の
影
響
で
受
注
を
見
送
る

企
業
も
あ
る
。

　
今
後
は
、
継
続
的
な
内
需
関
連
の

公
共
工
事
や
民
間
企
業
の
設
備
投
資

に
期
待
し
た
い
。
金
利
上
昇
の
局
面

で
も
あ
り
設
備
投
資
が
順
調
に
進
む

か
見
通
し
が
不
透
明
な
状
況
。
２
０

２
７
年
度
か
ら
住
宅
の
省
エ
ネ
基
準

の
大
幅
強
化
に
よ
り
、
従
来
型
の
エ

ア
コ
ン
の
駆
け
込
み
需
要
が
予
想
さ

れ
る
が
、
新
基
準
適
用
後
の
着
工
減

少
が
予
想
さ
れ
る
。

　
慢
性
的
な
電
気
工
事
作
業
員
不
足

（
外
国
人
労
働
者
の
雇
用
）や
材
料
仕

入
価
格
の
高
騰
・
組
合
員
減
少
な
ど

業
界
全
体
の
問
題
と
し
て
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
。

水
道
イ
ン
フ
ラ
を
守
り

業
界
再
生
へ

12
小
松
管
工
事
協
同
組
合

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
落
ち

着
き
、
一
部
で
は
持
ち
直
し
の
動
き

も
み
ら
れ
、
工
事
件
数
は
上
昇
傾
向

で
あ
る
が
、
数
年
前
か
ら
続
い
て
い

る
資
材
高
騰
が
著
し
く
、
資
材
に
よ

っ
て
は
年
に
何
度
も
値
上
げ
さ
れ
て

い
る
物
も
あ
り
、
そ
の
価
格
転
嫁
の

困
難
さ
や
若
年
を
中
心
と
し
た
人
手

不
足
と
い
っ
た
課
題
も
複
層
的
に
絡

み
合
っ
て
お
り
、
依
然
と
し
て
厳
し

い
環
境
が
続
い
て
い
る
。

　
能
登
半
島
地
震
発
生
よ
り
二
年
経

っ
た
今
で
も
、
被
災
地
で
の
水
道
管

路
の
応
急
復
旧
は
現
在
も
続
い
て
お

り
、
こ
れ
も
ま
た
、
人
手
不
足
の
影

響
で
工
事
が
進
ま
な
い
要
因
だ
と
思

わ
れ
、
今
後
は
、
大
規
模
災
害
に
よ

る
水
道
管
路
な
ど
の
応
急
復
旧
体
制

の
維
持
も
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
で
あ
る
。

　
組
合
加
盟
の
会
社
で
は
、
新
卒
者

の
入
職
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
求
人
登
録
し
て
も
ほ
と
ん

ど
音
沙
汰
が
な
い
の
が
現
状
。
ま
た
、

所
属
企
業
は
年
々
減
少
が
続
い
て
お

り
、
経
営
的
に
は
大
変
厳
し
い
環
境

が
続
い
て
い
る
が
、
今
後
も
人
が
生

き
て
い
く
上
で
大
切
な
水
を
し
っ
か

り
と
守
っ
て
い
く
た
め
に
も
、
業
界

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
・
業
界
の
全
て

の
会
社
が
適
正
な
利
潤
を
得
る
仕
組

み
づ
く
り
を
通
し
て
働
く
人
の
給
与

や
休
日
と
い
っ
た
処
遇
改
善
や
技
術

者
の
雇
用
と
育
成
に
努
め
、
若
年
層

を
中
心
と
し
た
人
手
不
足
解
消
、
社

会
的
地
位
向
上
に
真
剣
に
取
り
組
み
、

業
界
の
未
来
に
繋
げ
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

水
産
物
供
給
不
足
と
価
格
高
騰

13
小
松
魚
商
協
同
組
合

　
全
体
的
に
魚
介
類
の
入
荷
が
少
な

い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
特
に
県
内

産
の
ブ
リ
、
カ
ニ
が
少
な
く
、
さ
ら

に
は
価
格
の
高
騰
が
続
き
、
そ
の
た

め
販
売
価
格
や
仕
入
価
格
に
も
影
響

が
出
て
い
る
。

　
円
安
の
影
響
に
よ
り
、
当
分
は
輸

入
価
格
の
下
げ
は
見
込
め
な
い
為
、

食
材
の
手
配
が
さ
ら
に
困
難
に
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
天
気
と
気
温

の
安
定
に
よ
り
、
地
元
産
の
魚
介
類

の
入
荷
量
が
増
え
て
く
れ
ば
多
少
改

善
さ
れ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

「
質
」へ
の
転
換
と

リ
ピ
ー
タ
ー
戦
略

14
粟
津
温
泉
旅
館
協
同
組
合

　
近
年
と
比
較
し
、
年
末
年
始
に
お

け
る
粟
津
温
泉
の
景
気
動
向
は「
や
や

減
少
」と
な
っ
た
。
能
登
半
島
地
震
か

ら
の
復
興
需
要
や
北
陸
新
幹
線
の
延

伸
効
果（
敦
賀
延
伸
）が
一
巡
し
、
観

光
需
要
が
安
定
期
に
入
っ
た
こ
と
が

背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

世
界
的
な
物
価
高
騰
に
よ
る
家
計
の

圧
迫
や
、
円
安
を
背
景
と
し
た
海
外

旅
行
へ
の
シ
フ
ト
が
一
部
で
見
ら
れ
、

国
内
温
泉
地
の
集
客
に
影
響
を
与
え

た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

　
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、「
前

年
並
み
」を
維
持
す
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、2
0
2
5
年
観
光
白
書
に
よ
る
と
、

日
本
人
の
国
内
旅
行
者
数
は
長
期
的

に
横
ば
い
傾
向
に
あ
り
、
一
人
当
た

り
旅
行
回
数
や
宿
泊
数
も
伸
び
悩
ん

で
い
る
。
2
0
2
6
年
の
国
内
観
光

市
場
は
、
物
価
高
に
よ
る「
旅
行
回
数

の
抑
制
」と「
単
価
の
上
昇
」が
同
時
に

進
む
と
予
測
さ
れ
、
粟
津
温
泉
に
お

い
て
も
、
リ
ピ
ー
タ
ー
層
や
質
の
高

い
体
験
を
求
め
る
層
の
確
保
が
安
定

し
た
集
客
の
鍵
と
な
る
。

組
合
の
結
束
で
挑
む

「
受
注
拡
大
」

15
小
松
建
具
組
合

　
住
宅
の
着
工
件
数
が
減
少
し
、
和

室
が
な
い
住
宅
が
多
く
な
っ
て
き
て

お
り
仕
事
量
が
減
少
し
て
い
る
。
た

だ
、
設
計
会
社
か
ら
出
て
く
る
図
面

を
見
る
と
造
作
建
具
は
需
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
年
度
末
、

来
年
度
に
向
け
て
は
、
仕
事
量
は
増

え
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。
住
宅
は

依
然
と
し
て
着
工
数
は
上
が
っ
て
来

な
い
が
、
能
登
地
域
の
住
宅
は
進
ん

で
く
る
と
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
、

業
界
の
事
業
数
も
減
少
し
、
組
合
を

抜
け
る
事
業
所
も
出
て
き
て
い
る
。

　
請
負
金
額
に
お
い
て
は
粘
り
強
く

交
渉
し
、
安
易
に
決
め
な
い
よ
う
に

し
て
い
く
。
ま
た
、
今
ま
で
受
注
が

難
し
い
と
思
っ
て
い
た
物
件
も
積
極

的
に
受
注
し
、
協
力
し
合
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
仕
事
は
減
少
す
る
一
方
に

な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
各
事
業

所
間
の
連
絡
を
密
に
し
、
情
報
交
換

す
る
事
で
見
え
な
か
っ
た
仕
事
が
受

注
さ
れ
、
協
力
し
合
っ
て
い
く
事
が

組
合
の
意
義
に
な
る
よ
う
に
考
え
る
。

法
改
正
と
コ
ス
ト
高
騰
に

伴
う
価
格
転
嫁
へ
の
理
解

16
小
松
能
美
建
築
組
合
連
合
会

　
現
在
も
職
人
不
足
の
現
状
は
変
わ

ら
ず
、
そ
の
上
、
人
件
費
や
流
通
費

の
上
昇
に
よ
る
資
材
価
格
の
高
騰
は

い
ま
だ
に
続
き
、
建
築
コ
ス
ト
の
上

昇
は
い
ま
だ
に
止
ま
る
こ
と
が
な
い
。

　
ま
た
、
建
築
基
準
法
や
建
築
物
省

エ
ネ
法
が
改
正
さ
れ
、
新
築
住
宅
に

は
省
エ
ネ
基
準
適
合
が
義
務
化
さ
れ
、

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
で
は
確
認
申
請
が

必
要
な
物
件
が
増
え
る
な
ど
、
建
築

工
事
の
コ
ス
ト
が
増
加
し
て
い
る
。

　
建
築
基
準
法
や
建
築
物
省
エ
ネ
法

の
改
正
は
、
建
物
の
構
造
の
安
全
性

向
上
が
期
待
で
き
、
省
エ
ネ
へ
の
ニ

ー
ズ
の
高
ま
り
に
は
対
応
で
き
る
。

木
材
使
用
で
の
建
築
物
の
木
造
化
も

省
エ
ネ
対
策
と
し
て
大
き
な
効
果
が

あ
る
。

　
し
か
し
、職
人
不
足
や
賃
金
の
増
額
、

働
き
方
改
革
に
よ
る
休
日
の
増
加
、

資
材
高
騰
な
ど
で
、
建
築
工
事
の
工

期
延
長
や
コ
ス
ト
の
増
加
が
進
む
見

通
し
で
あ
る
。

　
今
後
も
施
工
主
が
資
材
の
高
騰
や
、

工
期
延
長
の
工
賃
増
加
な
ど
に
よ
る

価
格
転
嫁
へ
の
理
解
が
進
む
こ
と
を

期
待
す
る
。
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時
代
に
即
し
た
商
店
街
の

あ
り
方

❶
三
日
市
商
店
街
振
興
組
合

　
物
価
高
や
コ
ス
ト
増
の
影
響
が
続

き
、
小
規
模
小
売
業
を
取
り
巻
く
環

境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
。
年
末
年

始
に
は
一
部
で
人
の
動
き
も
見
ら
れ

た
も
の
の
、
商
店
街
全
体
へ
の
波
及

効
果
は
限
定
的
で
あ
っ
た
。 

当
商
店

街
に
お
い
て
は
、
組
合
員
の
高
齢
化

と
営
業
店
舗
の
減
少
が
進
行
し
て
お

り
、
集
客
イ
ベ
ン
ト
等
の
実
施
も
人

的
リ
ソ
ー
ス
の
不
足
に
よ
り
困
難
な

状
況
に
あ
る
。
景
気
変
動
以
前
に
、

商
店
街
と
し
て
の
基
礎
体
力
の
低
下

が
著
し
く
、
組
織
維
持
そ
の
も
の
が

限
界
に
近
づ
い
て
い
る
。

　
ま
た
、
営
業
店
舗
数
の
減
少
と
後

継
者
不
足
に
よ
り
、
好
転
の
兆
し
は

見
込
め
な
い
。
特
に
、
老
朽
化
し
た

ア
ー
ケ
ー
ド
の
維
持
管
理
問
題
は
、

少
数
の
組
合
員
で
は
負
担
し
き
れ
な

い
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。 

こ

の
た
め
、
現
状
の
体
制
維
持
に
固
執

す
る
の
で
は
な
く
、
組
合
員
の
負
担

軽
減
を
最
優
先
に
考
え
ざ
る
を
得
な

い
。

　
今
後
は
活
性
化
策
よ
り
も
、
組
織

の
縮
小
や
解
散
の
可
能
性
も
含
め
た

「
現
実
的
な
出
口
戦
略
」の
検
討
・
協

議
が
中
心
と
な
る
見
通
し
で
あ
る
。

新
ニ
ー
ズ
へ
の
適
応
と

連
携
強
化

❷
小
松
中
央
通
り
商
店
街
振
興
組
合

　
小
松
駅
前
に
複
合
ビ
ル「
ウ
レ
シ
ャ

ス
小
松
」が
開
業
し
た
こ
と
に
よ
り
、

駅
前
エ
リ
ア
の
人
通
り
や
賑
わ
い
は

以
前
と
比
べ
て
明
ら
か
に
増
加
し
て

い
る
。
同
ビ
ル
に
は
最
大
約
８
７
０

人
を
収
容
可
能
な
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

機
能
を
備
え
た
施
設
が
整
備
さ
れ
て

お
り
、
会
議
や
宴
会
、
会
食
等
の
利

用
が
進
ん
で
い
る
ほ
か
、
北
陸
電
力

の
支
店
機
能
も
集
約
・
拡
充
さ
れ
た

こ
と
で
、
日
常
的
に
駅
前
で
働
く
人

の
数
が
増
え
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

ま
た
、
ウ
レ
シ
ャ
ス
小
松
に
は
宿
泊

施
設
も
立
地
し
て
お
り
、
従
来
の
ビ

ジ
ネ
ス
出
張
者
と
は
異
な
る
観
光
客

と
見
受
け
ら
れ
る
人
の
動
き
も
一
部

見
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
の
ニ
ー
ズ
に

合
致
し
た
店
舗
や
サ
ー
ビ
ス
が
十
分

に
整
っ
て
い
る
と
は
言
い
難
く
、
夜

間
に
つ
い
て
は
、
ウ
レ
シ
ャ
ス
小
松

で
の
会
合
や
宴
席
等
の
利
用
者
が
商

店
街
へ
流
入
す
る
動
き
が
見
ら
れ
、

飲
食
店
を
中
心
に
商
店
街
内
店
舗
の

稼
働
や
忙
し
さ
に
一
定
の
好
影
響
を

与
え
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　
近
年
、
夜
間
の
飲
食
店
出
店
が
相

次
ぎ
、
エ
リ
ア
と
し
て
の
集
積
が
進

ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
商
店
街
全
体

の
魅
力
は
引
き
続
き
高
ま
り
つ
つ
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
実
際
に
、
２
０

２
６
年
春
に
も
新
た
な
飲
食
店
の
開

業
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
夜
間
を
中

心
と
し
た
賑
わ
い
の
継
続
が
期
待
さ

れ
る
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、
今
後
は

新
た
に
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
の
開
業
が

予
定
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
コ
マ
ツ
研

修
生
の
受
け
入
れ
規
模
が
拡
大
す
れ

ば
、
商
店
街
へ
の
来
訪
者
増
加
に
つ

な
が
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。

　
そ
の
他
、
旧
北
陸
電
力
ビ
ル
跡
地

へ
の
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
出
店
計
画
も

聞
き
及
ん
で
お
り
、
駅
前
お
よ
び
商

店
街
周
辺
に
居
住
す
る
人
々
の
生
活

動
線
や
利
用
行
動
に
変
化
が
生
じ
る

こ
と
も
想
定
さ
れ
る
た
め
、
そ
う
し

た
動
き
を
注
意
深
く
捉
え
な
が
ら
対

応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
現
在
は
駅
前
エ
リ
ア
全

体
を
対
象
と
し
た
本
格
的
な
ま
ち
づ

く
り
の
議
論
が
始
ま
り
つ
つ
あ
る
段

階
に
あ
り
、
商
店
街
と
し
て
も
従
来

の
枠
組
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
よ
り
広

い
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
か
ら
自
ら
の

役
割
を
再
整
理
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
ア
ー
ケ

ー
ド
の
老
朽
化
と
い
う
課
題
に
つ
い

て
も
、
商
店
街
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

の
重
要
性
を
踏
ま
え
、
商
店
街
単
体

の
問
題
と
し
て
で
は
な
く
、
地
域
全

体
の
課
題
と
し
て
捉
え
直
し
、
地
域

課
題
の
解
決
に
寄
与
で
き
る
商
店
街

へ
と
変
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

駅
前
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
化

の
影
響
を
注
視

❸
粟
津
駅
前
商
交
会

　
小
松
南
部
は
、
ま
だ
ま
だ
景
気
回

復
と
は
言
え
な
い
。
粟
津
駅
前
で
は

通
勤
通
学
の
時
間
帯
に
交
通
混
雑
が

発
生
し
、
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
化（
円

形
交
差
点
）の
整
備
も
行
っ
て
い
る
が
、

商
店
街
へ
の
来
店
に
も
繋
が
っ
て
ほ

し
い
。

　
経
営
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足

に
加
え
、
昨
今
の
景
気
動
向
に
よ
り

見
通
し
は
ま
だ
ま
だ
暗
い
。

　
地
域
全
体
で
新
た
な
魅
力
づ
く
り

に
取
り
組
み
、
活
性
化
へ
の
可
能
性

を
探
っ
て
い
き
た
い
。

不
透
明
な
経
営
環
境
下
の

産
地
再
生

❹
小
松
織
物
工
業
協
同
組
合

　
織
物
業
界
は
、
生
糸
・
ポ
リ
エ
ス

テ
ル
糸
を
は
じ
め
原
材
料
費
・
燃
料

の
高
騰
、
織
物
関
連
資
材
全
体
の
需

要
も
激
し
く
減
少
し
、
製
造
中
止
と

な
る
も
の
増
加
、
機
料
品
の
調
達
仕

入
に
も
不
安
が
生
じ
、
先
行
き
不
透

明
な
状
況
が
続
き
非
常
に
厳
し
い
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
合
繊
織
物
に
関
し
て
は
、
各
企
業

（
機
屋
）で
温
度
差
は
あ
る
が
、
主
力

の
イ
ン
テ
リ
ア
・
カ
ー
テ
ン
関
連
は

一
服
状
況
で
あ
る
。
特
に
、
カ
ー
テ

ン
に
関
し
て
は
市
場
の
動
き
も
鈍
く

安
価
な
ス
ポ
ッ
ト
対
応
の
仕
事
が
メ

イ
ン
で
あ
り
、
順
調
だ
っ
た
高
級
ゾ

ー
ン
の
定
番
商
品
の
受
注
が
予
想
よ

り
増
え
ず
状
況
が
変
わ
る
の
は
春
以

降
だ
と
推
察
さ
れ
る
。

　
和
装
織
物
の
状
況
は
依
然
と
し
て

深
刻
で
あ
る
が
、
長
い
歴
史
の
中
で

培
っ
て
き
た
技
術
力
と
精
神
力
は
強

固
で
大
き
な
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
絹
・
合
繊
織
物
は
、
共
に
従
事
者

の
高
齢
化
に
伴
う
技
術
継
承
の
課
題

や
織
機
等
の
老
朽
化
に
よ
る
生
産
基

盤
の
弱
体
化
は
不
可
避
で
あ
り
重
大

な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
加
え
て
、

国
際
情
勢（
日
中
関
係
）の
不
確
実
性

が
高
ま
る
中
、
為
替
の
円
安
基
調
に

よ
る
原
材
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の

高
騰
、物
価
上
昇
や
国
内
市
場
の
縮
小
、

消
費
者
価
値
観
の
変
容
な
ど
産
地
を

取
り
巻
く
環
境
は
よ
り
一
層
厳
し
さ

を
増
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
生
産
コ

ス
ト
増
大
に
対
す
る
価
格
転
嫁
が
十

分
で
な
い
こ
と
や
、
人
手
不
足
と
賃

金
増
等
の
影
響
か
ら
織
物
産
地
全
体

が
厳
し
い
経
営
を
強
い
ら
れ
て
い
る

状
況
で
あ
る
。

　
織
物
業
界
の
先
行
き
は
不
透
明
で
、

事
業
者
に
と
っ
て
極
め
て
厳
し
い
経

営
環
境
で
は
あ
る
が
、
実
績
と
経
験

を
基
に
産
地
を
守
り
、
盛
り
上
げ
て

欲
し
い
と
期
待
し
て
い
る
。

独
自
技
術
で
切
り
拓
く

グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
へ
の
進
路

❺
小
松
撚
糸
工
業
協
同
組
合

　
撚
糸
業
界
を
含
む
国
内
の
繊
維
産

業
は
、
歴
史
的
な
再
編
期
と
高
付
加

価
値
化
へ
の
転
換
期
に
あ
る
と
言
え

る
。
今
後
は
化
学
繊
維
産
業
を
中
心

に
、
不
採
算
事
業
の
譲
渡
や
事
業
集

約
と
い
っ
た
業
界
再
編
が
一
段
と
進

む
見
通
し
で
あ
る
。
繊
維
メ
ー
カ
ー

全
体
の
国
内
市
場
規
模
は
縮
小
傾
向

に
あ
る
が
、
化
学
繊
維
は
微
増
と
予

測
さ
れ
る
一
方
、
天
然
繊
維
は
大
幅

な
縮
小
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
背
景
の
な
か
、
撚
糸

業
界
は
単
な
る「
糸
を
撚
る
」工
程
か

ら
、
特
定
の
機
能
を
付
与
す
る
技
術

へ
の
転
換
が
進
ん
で
い
る
。
従
来
の

衣
料
用
市
場
の
縮
小
と
い
う
厳
し
い

現
実
に
直
面
し
つ
つ
も
、
高
付
加
価

値
な
産
業
資
材
分
野
や
グ
ロ
ー
バ
ル

市
場
へ
の
進
出
に
お
い
て
、
新
た
な

成
長
の
兆
し
を
見
せ
て
い
る
。
な
か

で
も
自
動
車
、
航
空
宇
宙
、
医
療
分

野
で
使
用
さ
れ
る
高
耐
久
・
高
機
能

な
産
業
用
糸
や
環
境
負
荷
を
低
減
し

た「
再
生
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
糸
」や「
紙

糸
」、
さ
ら
に
は
炭
素
繊
維
な
ど
の
対

応
が
、
企
業
の
競
争
力
を
左
右
す
る

重
要
な
鍵
と
な
っ
て
い
る
。 

　
撚
糸
業
界
は
、
こ
れ
ま
で
の「
下
請

け
・
受
注
生
産
」か
ら
、「
独
自
技
術

に
よ
る
高
付
加
価
値
製
品
の
開
発
」へ

と
シ
フ
ト
で
き
る
か
ど
う
か
の
岐
路

に
立
た
さ
れ
て
い
る
。

次
世
代
モ
ノ
づ
く
り
基
盤
の

構
築

❻
小
松
鉄
工
機
器
協
同
組
合

　
建
設
機
械
大
手
メ
ー
カ
ー
は
、
引

き
続
き
需
要
の
減
少
が
続
い
て
お
り
、

年
度
内
は
減
産
が
続
く
見
込
み
で
あ

る
。
機
械
部
品
加
工
を
手
掛
け
る
組

合
員
企
業
は
、
そ
の
影
響
を
受
け
て

受
注
が
減
少
し
、
低
調
な
操
業
が
続

い
て
い
る
。

　
業
界
全
体
と
し
て
は
、
コ
ス
ト
上

昇
分
の
価
格
転
嫁
は
あ
る
程
度
進
ん

で
い
る
も
の
の
、
原
材
料
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
の
高
止
ま
り
、
受
注
減
少
、

借
入
金
利
の
上
昇
や
賃
上
げ
で
必
要

経
費
が
か
さ
み
厳
し
い
経
営
環
境
と

な
っ
て
い
る
。

　
米
国
の
高
関
税
政
策
が
世
界
経
済

を
翻
弄
し
、
排
外
主
義
や
複
雑
性
が

増
し
て
き
て
お
り
、
今
後
の
経
済
状

況
は
不
透
明
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
次
年
度

も
受
注
の
減
少
に
よ
り
低
調
な
操
業

が
続
く
と
見
通
す
企
業
が
多
数
と
な

っ
て
い
る
。
更
に
原
材
料
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
の
高
止
ま
り
、
人
手
不
足
、

借
入
金
利
の
更
な
る
上
昇
、
大
幅
な

賃
上
げ
に
よ
り
減
収
減
益
が
見
込
ま

れ
経
営
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
そ
の
た
め
、
国
や
自
治
体
の
支
援

を
受
け
て
Ｄ
Ｘ
、Ｇ
Ｘ
、Ａ
Ｉ
技
術
を

活
用
し
て
省
力
化
や
生
産
性
の
向
上

を
図
り
な
が
ら
、
モ
ノ
づ
く
り
人
材

の
確
保
・
育
成
に
取
り
組
む
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。

Ｄ
Ｘ
と
人
材
育
成
で
切
り
拓
く

「
緩
や
か
な
回
復
」へ
の
道

❼
小
松
鉄
工
団
地
協
同
組
合

　
建
設
機
械
大
手
で
は
、
米
国
の
施

策
方
針
が
二
転
三
転
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
関
税
の
影
響
を
業
績
に
織
り

込
む
こ
と
が
難
し
く
、
多
大
な
影
響

が
生
じ
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
鉄
工
業（
中
小
企

業
）を
取
り
巻
く
環
境
に
お
い
て
も
、

明
確
な
改
善
の
兆
し
は
見
え
な
い
状

況
に
あ
る
。
国
際
的
な
関
税
問
題
な

ど
外
部
環
境
の
変
化
が
続
く
な
か
、

日
中
関
係
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
情

勢
の
動
向
が
、
鋼
材
・
部
品
の
調
達

コ
ス
ト
や
建
機
需
要
に
与
え
る
影
響

も
不
透
明
で
あ
り
、
引
き
続
き
動
向

を
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
内
部
の
課
題
と
し
て
は
、
来
期
は

や
や
改
善
の
見
通
し
が
あ
る
と
の
声

も
聞
か
れ
る
も
の
の
、
受
注
の
不
安

定
さ
や
人
材
不
足
が
依
然
と
し
て
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
物
流
業
界

に
お
い
て
も
、
人
件
費
や
燃
料
費
、

車
両
維
持
費
の
増
加
に
加
え
、
人
手

不
足
の
影
響
が
続
い
て
お
り
、
関
連

分
野
に
お
け
る
景
況
感
の
冷
え
込
み

が
見
ら
れ
る
。

　
全
体
と
し
て
、
業
界
全
般
に
大
き

な
改
善
は
見
ら
れ
ず
、
停
滞
感
が
続

い
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
国
内
外
と
も

に「
景
気
が
大
幅
に
好
転
す
る
」と
い

っ
た
状
況
で
は
な
く
、
緩
や
か
に
持

ち
直
す
程
度
と
の
見
方
が
多
い
。

　
鉄
鋼
・
鉄
工
業
界
の
収
益
改
善
は

限
定
的
と
見
込
ま
れ
、
特
に
中
小
企

業
に
お
い
て
は
、
価
格
転
嫁
力
の
向

上
や
コ
ス
ト
競
争
力
の
強
化
、
人
材

確
保
へ
の
対
応
が
引
き
続
き
重
要
な

課
題
と
な
る
。

　
２
０
２
６
年
は
、
決
し
て
楽
観
で

き
な
い
厳
し
い
年
に
な
る
可
能
性
が

高
い
が
、
業
界
の
持
続
的
な
発
展
に

向
け
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
Ａ
Ｉ
を
活

用
し
た
自
動
化
・
遠
隔
化
の
推
進
に

加
え
、
人
材
の
確
保
と
育
成
と
い
っ

た
基
盤
づ
く
り
が
一
層
重
要
と
な
る
。

建
設
業
の
危
機
を
突
破
す
る

担
い
手
確
保
戦
略

❽（一社
）小
松
能
美
建
設
業
協
会

　
能
登
半
島
地
震
の
公
費
解
体
工
事

も
終
了
し
、
今
後
は
復
興
住
宅
や
住

宅
の
再
建
、
道
路
・
河
川
の
本
格
的

復
旧
工
事
が
行
わ
れ
る
見
通
し
で
あ

る
が
、
建
設
技
術
者
や
建
設
作
業
員

の
不
足
が
顕
著
に
な
っ
て
お
り
、
加

え
て
資
材
価
格
の
高
騰
、
人
件
費
の

上
昇
な
ど
に
よ
り
、
入
札
不
調
が
多

発
し
て
い
る
。

　
今
後
住
宅
の
新
築
や
建
物
の
修
繕

が
始
ま
る
が
、
人
手
不
足
や
資
材
の

高
騰
、
物
価
高
、
人
件
費
の
高
騰
に

よ
り
、
再
建
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
況

で
あ
る
。

　
石
川
県
に
お
い
て
は
、
国
道
３
６

０
号
小
松
・
鳥
越
間
の
道
路
整
備
や

加
賀
海
浜
産
業
道
路
の
城
南
町
西
交

差
点
か
ら
村
松
町
交
差
点
ま
で
の
４

車
線
化
な
ど
道
路
整
備
が
着
実
に
進

め
ら
れ
て
い
る
。

　
市
内
の
公
共
事
業
で
は
、
令
和
４

年
8
月
の
豪
雨
災
害
を
踏
ま
え
た
梯

川
水
系
緊
急
治
水
流
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
事
業
に
よ
る「
氾
濫
を
防
ぐ
・
減
ら

す
対
策
」の
治
水
対
策
の
河
川
整
備
・

洪
水
調
整
施
設
対
策
強
化
事
業
や
県

水
送
水
管
耐
震
化
事
業
、
能
登
半
島

地
震
に
よ
る
公
共
下
水
道
の
災
害
復

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

民
間
事
業
で
は
、
駅
周
辺
に
お
い
て
、

ホ
テ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
建
設

が
見
受
け
ら
れ
る
も
の
の
、
個
人
住

宅
の
新
増
築
で
は
、
最
低
賃
金
の
見

直
し
に
伴
う
労
務
費
の
上
昇
や
円
安

に
起
因
し
た
資
材
価
格
の
上
昇
・
資

材
の
調
達
困
難
な
傾
向
が
続
い
て
お

り
、
そ
れ
に
加
え
て
、
住
宅
金
利
の

上
昇
や
建
設
労
働
者
の
確
保
が
困
難

な
状
況
が
続
い
て
お
り
、
見
合
わ
せ

る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
は
暫
定
税
率
の
廃

止
に
よ
り
一
時
的
に
下
落
し
た
状
況

と
な
っ
て
い
る
も
の
、
国
際
情
勢
が

不
透
明
で
先
行
き
が
見
え
な
い
状
況

で
あ
る
。

　
建
設
業
の
魅
力
や
地
域
産
業
の
守

り
手
と
し
て
の
使
命
な
ど
を
発
信
し
、

生
産
性
の
向
上
の
た
め
、Ｉ
Ｃ
T
・
D

Ｘ
の
積
極
的
推
進
や
週
休
２
日
の
確

保
、
資
格
取
得
の
支
援
、
賃
金
の
改

善
な
ど
に
よ
り
、
新
規
入
職
者
の
確

保
へ
の
取
組
を
積
極
的
に
取
り
組
む

こ
と
が
必
須
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
ま
ま
の
状
況
が
続
け
ば
、
災

害
や
除
雪
時
の
対
応
に
お
い
て「
地
域

産
業
の
守
り
手
」と
し
て
の
建
設
業
の

使
命
を
果
た
せ
な
い
こ
と
と
な
る
。

技
術
継
承
と
価
値
の
再
構
築

❾
石
川
県
九
谷
窯
元
工
業
協
同
組
合

　
現
在
の
九
谷
焼
業
界
は
、
石
川
県

内
に
お
い
て
は
北
陸
新
幹
線
の
延
伸

効
果
も
あ
っ
て
か
、
爆
発
的
で
は
な

い
も
の
の
底
堅
い
需
要
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

　
一
方
で
、
現
場
で
は「
職
人
の
高
齢

化
」、「
コ
ス
ト
の
増
大
」と
い
っ
た
伝

統
の
維
持
を
揺
る
が
す
深
刻
な
課
題

が
表
面
化
し
て
い
る
。
今
後
は
、
単

に「
良
い
も
の
を
作
る
」だ
け
で
な
く
、

商
品
価
格
の
見
直
し
や
商
品
開
発
等
、

時
代
の
変
化
に
応
じ
た「
攻
め
の
経
営

戦
略
」が
不
可
欠
と
な
る
。

持
続
可
能
な
輸
送
体
制
へ
の

抜
本
的
改
革

10
加
南
ト
ラ
ッ
ク
事
業
協
同
組
合

　
現
在
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
は
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
大
き
な
転
換
期
を

迎
え
て
い
る
。
軽
油
価
格
は
４
月
に

暫
定
税
率
廃
止
の
予
定
で
あ
る
が
、

車
両
価
格
・
整
備
部
品
・
タ
イ
ヤ
・
オ

イ
ル
な
ど
の
コ
ス
ト
は
上
昇
し
て
お

り
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
輸
送
原
価
に

直
結
し
、
企
業
努
力
だ
け
で
は
吸
収

し
き
れ
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

更
に
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
は
深
刻
で
、

採
用
コ
ス
ト
・
賃
金
水
準
と
も
に
上

昇
し
て
お
り
、
働
き
方
改
革
や
社
会

保
険
適
用
拡
大
に
よ
り
、
労
務
費
は

増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
物

流
２
０
２
４
年
問
題
の
継
続
影
響
も

あ
り
、
労
働
時
間
の
規
制
に
よ
り
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
収
入
が
減
っ

て
お
り
転
職
す
る
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
も
増
え
て
い
る
。
国
の
試
算
で

は
、
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
輸
送
力

が
30
%
不
足
す
る
と
指
摘
さ
れ
て
い

て
、
こ
れ
は
２
０
２
６
年
以
降
も
続

く
構
造
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
国
は
２
０
２
６
年
以
降
を

目
途
に
40
年
振
り
の
労
働
基
準
法
の

改
正
を
予
定
し
て
お
り
、
改
正
内
容

的
に
は
更
に
労
働
時
間
等
の
規
制
が

強
化
さ
れ
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

荷
主
と
協
力
し
て
デ
ジ
タ
ル
を
用
い

た
輸
送
の
効
率
化
や
、
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
の
作
業
環
境
の
改
善
に
努

め
た
と
し
て
も
、
今
後
も
コ
ス
ト
上

昇
は
続
き
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
は
改
善

し
な
い
可
能
性
も
高
い
。
国
と
し
て

も
、
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
は
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
の
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
そ

れ
を
維
持
す
る
為
に
は
、
少
な
く
と

も
ド
ラ
イ
バ
ー
が
離
職
し
な
い
様
な
、

給
与
水
準
を
含
め
た
処
遇
改
善
や
労

働
環
境
の
改
善
が
必
須
で
あ
る
。
持

続
可
能
な
物
流
を
維
持
す
る
た
め
に
、

先
ず
は
適
正
運
賃
の
確
保
が
必
要
不

可
欠
と
思
わ
れ
る
。

電
気
イ
ン
フ
ラ
を
守
る

「
人
材
確
保
」

11
石
川
県
電
気
工
事
工
業
組
合
加
南
本
部

　
能
登
地
区
の
復
興
関
連
工
事
が
継

続
的
に
あ
る
が
、
人
手
不
足
の
影
響

も
あ
り
工
事
応
援
に
対
応
す
る
体
制

づ
く
り
に
苦
慮
し
て
い
る
。
ま
た
、

蛍
光
灯
の
２
０
２
７
年
問
題（
製
造
中

止
）に
伴
い
公
共
施
設
の
発
注
が
増
加

傾
向
に
あ
る
が
、
L
E
D
の
生
産
が

追
い
付
か
ず
現
場
の
工
期
が
決
定
し

づ
ら
い
状
況
が
発
生
し
て
い
る
。

　
一
般
住
宅
工
事
は
、
住
宅
価
格
の

上
昇
で
電
気
工
事
会
社
と
建
築
元
請

け
と
の
価
格
交
渉
で
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
る
。

　
そ
の
他
、
小
松
駅
周
辺
で
は
、
引

続
き
ホ
テ
ル
や
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
・

賃
貸
住
宅
な
ど
民
間
投
資
が
活
発
で

あ
る
が
、
電
材
関
係
の
値
上
げ
や
人

材
不
足
等
の
影
響
で
受
注
を
見
送
る

企
業
も
あ
る
。

　
今
後
は
、
継
続
的
な
内
需
関
連
の

公
共
工
事
や
民
間
企
業
の
設
備
投
資

に
期
待
し
た
い
。
金
利
上
昇
の
局
面

で
も
あ
り
設
備
投
資
が
順
調
に
進
む

か
見
通
し
が
不
透
明
な
状
況
。
２
０

２
７
年
度
か
ら
住
宅
の
省
エ
ネ
基
準

の
大
幅
強
化
に
よ
り
、
従
来
型
の
エ

ア
コ
ン
の
駆
け
込
み
需
要
が
予
想
さ

れ
る
が
、
新
基
準
適
用
後
の
着
工
減

少
が
予
想
さ
れ
る
。

　
慢
性
的
な
電
気
工
事
作
業
員
不
足

（
外
国
人
労
働
者
の
雇
用
）や
材
料
仕

入
価
格
の
高
騰
・
組
合
員
減
少
な
ど

業
界
全
体
の
問
題
と
し
て
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
。

水
道
イ
ン
フ
ラ
を
守
り

業
界
再
生
へ

12
小
松
管
工
事
協
同
組
合

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
落
ち

着
き
、
一
部
で
は
持
ち
直
し
の
動
き

も
み
ら
れ
、
工
事
件
数
は
上
昇
傾
向

で
あ
る
が
、
数
年
前
か
ら
続
い
て
い

る
資
材
高
騰
が
著
し
く
、
資
材
に
よ

っ
て
は
年
に
何
度
も
値
上
げ
さ
れ
て

い
る
物
も
あ
り
、
そ
の
価
格
転
嫁
の

困
難
さ
や
若
年
を
中
心
と
し
た
人
手

不
足
と
い
っ
た
課
題
も
複
層
的
に
絡

み
合
っ
て
お
り
、
依
然
と
し
て
厳
し

い
環
境
が
続
い
て
い
る
。

　
能
登
半
島
地
震
発
生
よ
り
二
年
経

っ
た
今
で
も
、
被
災
地
で
の
水
道
管

路
の
応
急
復
旧
は
現
在
も
続
い
て
お

り
、
こ
れ
も
ま
た
、
人
手
不
足
の
影

響
で
工
事
が
進
ま
な
い
要
因
だ
と
思

わ
れ
、
今
後
は
、
大
規
模
災
害
に
よ

る
水
道
管
路
な
ど
の
応
急
復
旧
体
制

の
維
持
も
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
で
あ
る
。

　
組
合
加
盟
の
会
社
で
は
、
新
卒
者

の
入
職
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
求
人
登
録
し
て
も
ほ
と
ん

ど
音
沙
汰
が
な
い
の
が
現
状
。
ま
た
、

所
属
企
業
は
年
々
減
少
が
続
い
て
お

り
、
経
営
的
に
は
大
変
厳
し
い
環
境

が
続
い
て
い
る
が
、
今
後
も
人
が
生

き
て
い
く
上
で
大
切
な
水
を
し
っ
か

り
と
守
っ
て
い
く
た
め
に
も
、
業
界

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
・
業
界
の
全
て

の
会
社
が
適
正
な
利
潤
を
得
る
仕
組

み
づ
く
り
を
通
し
て
働
く
人
の
給
与

や
休
日
と
い
っ
た
処
遇
改
善
や
技
術

者
の
雇
用
と
育
成
に
努
め
、
若
年
層

を
中
心
と
し
た
人
手
不
足
解
消
、
社

会
的
地
位
向
上
に
真
剣
に
取
り
組
み
、

業
界
の
未
来
に
繋
げ
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

水
産
物
供
給
不
足
と
価
格
高
騰

13
小
松
魚
商
協
同
組
合

　
全
体
的
に
魚
介
類
の
入
荷
が
少
な

い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
特
に
県
内

産
の
ブ
リ
、
カ
ニ
が
少
な
く
、
さ
ら

に
は
価
格
の
高
騰
が
続
き
、
そ
の
た

め
販
売
価
格
や
仕
入
価
格
に
も
影
響

が
出
て
い
る
。

　
円
安
の
影
響
に
よ
り
、
当
分
は
輸

入
価
格
の
下
げ
は
見
込
め
な
い
為
、

食
材
の
手
配
が
さ
ら
に
困
難
に
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
天
気
と
気
温

の
安
定
に
よ
り
、
地
元
産
の
魚
介
類

の
入
荷
量
が
増
え
て
く
れ
ば
多
少
改

善
さ
れ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

「
質
」へ
の
転
換
と

リ
ピ
ー
タ
ー
戦
略

14
粟
津
温
泉
旅
館
協
同
組
合

　
近
年
と
比
較
し
、
年
末
年
始
に
お

け
る
粟
津
温
泉
の
景
気
動
向
は「
や
や

減
少
」と
な
っ
た
。
能
登
半
島
地
震
か

ら
の
復
興
需
要
や
北
陸
新
幹
線
の
延

伸
効
果（
敦
賀
延
伸
）が
一
巡
し
、
観

光
需
要
が
安
定
期
に
入
っ
た
こ
と
が

背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

世
界
的
な
物
価
高
騰
に
よ
る
家
計
の

圧
迫
や
、
円
安
を
背
景
と
し
た
海
外

旅
行
へ
の
シ
フ
ト
が
一
部
で
見
ら
れ
、

国
内
温
泉
地
の
集
客
に
影
響
を
与
え

た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

　
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、「
前

年
並
み
」を
維
持
す
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、2
0
2
5
年
観
光
白
書
に
よ
る
と
、

日
本
人
の
国
内
旅
行
者
数
は
長
期
的

に
横
ば
い
傾
向
に
あ
り
、
一
人
当
た

り
旅
行
回
数
や
宿
泊
数
も
伸
び
悩
ん

で
い
る
。
2
0
2
6
年
の
国
内
観
光

市
場
は
、
物
価
高
に
よ
る「
旅
行
回
数

の
抑
制
」と「
単
価
の
上
昇
」が
同
時
に

進
む
と
予
測
さ
れ
、
粟
津
温
泉
に
お

い
て
も
、
リ
ピ
ー
タ
ー
層
や
質
の
高

い
体
験
を
求
め
る
層
の
確
保
が
安
定

し
た
集
客
の
鍵
と
な
る
。

組
合
の
結
束
で
挑
む

「
受
注
拡
大
」

15
小
松
建
具
組
合

　
住
宅
の
着
工
件
数
が
減
少
し
、
和

室
が
な
い
住
宅
が
多
く
な
っ
て
き
て

お
り
仕
事
量
が
減
少
し
て
い
る
。
た

だ
、
設
計
会
社
か
ら
出
て
く
る
図
面

を
見
る
と
造
作
建
具
は
需
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
年
度
末
、

来
年
度
に
向
け
て
は
、
仕
事
量
は
増

え
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。
住
宅
は

依
然
と
し
て
着
工
数
は
上
が
っ
て
来

な
い
が
、
能
登
地
域
の
住
宅
は
進
ん

で
く
る
と
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
、

業
界
の
事
業
数
も
減
少
し
、
組
合
を

抜
け
る
事
業
所
も
出
て
き
て
い
る
。

　
請
負
金
額
に
お
い
て
は
粘
り
強
く

交
渉
し
、
安
易
に
決
め
な
い
よ
う
に

し
て
い
く
。
ま
た
、
今
ま
で
受
注
が

難
し
い
と
思
っ
て
い
た
物
件
も
積
極

的
に
受
注
し
、
協
力
し
合
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
仕
事
は
減
少
す
る
一
方
に

な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
各
事
業

所
間
の
連
絡
を
密
に
し
、
情
報
交
換

す
る
事
で
見
え
な
か
っ
た
仕
事
が
受

注
さ
れ
、
協
力
し
合
っ
て
い
く
事
が

組
合
の
意
義
に
な
る
よ
う
に
考
え
る
。

法
改
正
と
コ
ス
ト
高
騰
に

伴
う
価
格
転
嫁
へ
の
理
解

16
小
松
能
美
建
築
組
合
連
合
会

　
現
在
も
職
人
不
足
の
現
状
は
変
わ

ら
ず
、
そ
の
上
、
人
件
費
や
流
通
費

の
上
昇
に
よ
る
資
材
価
格
の
高
騰
は

い
ま
だ
に
続
き
、
建
築
コ
ス
ト
の
上

昇
は
い
ま
だ
に
止
ま
る
こ
と
が
な
い
。

　
ま
た
、
建
築
基
準
法
や
建
築
物
省

エ
ネ
法
が
改
正
さ
れ
、
新
築
住
宅
に

は
省
エ
ネ
基
準
適
合
が
義
務
化
さ
れ
、

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
で
は
確
認
申
請
が

必
要
な
物
件
が
増
え
る
な
ど
、
建
築

工
事
の
コ
ス
ト
が
増
加
し
て
い
る
。

　
建
築
基
準
法
や
建
築
物
省
エ
ネ
法

の
改
正
は
、
建
物
の
構
造
の
安
全
性

向
上
が
期
待
で
き
、
省
エ
ネ
へ
の
ニ

ー
ズ
の
高
ま
り
に
は
対
応
で
き
る
。

木
材
使
用
で
の
建
築
物
の
木
造
化
も

省
エ
ネ
対
策
と
し
て
大
き
な
効
果
が

あ
る
。

　
し
か
し
、職
人
不
足
や
賃
金
の
増
額
、

働
き
方
改
革
に
よ
る
休
日
の
増
加
、

資
材
高
騰
な
ど
で
、
建
築
工
事
の
工

期
延
長
や
コ
ス
ト
の
増
加
が
進
む
見

通
し
で
あ
る
。

　
今
後
も
施
工
主
が
資
材
の
高
騰
や
、

工
期
延
長
の
工
賃
増
加
な
ど
に
よ
る

価
格
転
嫁
へ
の
理
解
が
進
む
こ
と
を

期
待
す
る
。

小規模企業振興委員連絡会 小規模企業振興委員連絡会



ビジネスプラン発表各ブースでの様子

　
本
所
で
は
、
昨
年
8
月
か
ら
約
半
年
間
に
亘
り
実
施
し
た「
こ
ま
つ

地
域
未
来
創
造
塾
」の
第
二
期
修
了
式
を
開
催（
共
催
：
熊
本
大
学 

研

究
開
発
戦
略
本
部 

地
域
連
携
戦
略
部
門
）。
受
講
し
た
二
期
生
12
名

そ
れ
ぞ
れ
が
、
人
口
減
少
に
起
因
す
る
地
域
課
題
の
解
決
を
目
指
す

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
発
表
し
、
半
年
間
の
学
び
を
報
告
し
た
。

　「
こ
ま
つ
地
域
未
来
創
造
塾
」で
は
、
地
域
の
事
業
者
が
人
口
減
少
に
起
因
す

る
地
域
課
題
を
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
課
題
解
決
を
目
指
す
新
た
な
事

業
を
創
出
す
る
為
に
実
施
し
た
。
受
講
生
は
、
専
門
家
や
経
営
者
に
よ
る
講
義

（
昨
年
8
月
か
ら
計
14
回
）を
通
し
て
、
地
域
や
人
と
関
わ
る
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

を
作
成
し
た
。

　
修
了
式
で
は
、
約
1
2
0
名
が
参
加
し
、
二
期
生
そ
れ
ぞ
れ
が
作
成
し
た
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
発
表
。
そ
の
後
、
各
々
の
ブ
ー
ス
に
立
ち
、
参
加
者
に
対
し

て
説
明
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
、
宮
橋
市
長
、
神
田
日
本
政
策
金
融

公
庫
小
松
支
店
長
、
和
田
会
頭
、
金
岡
熊
本
大
学
副
学
長
、
喜
多
こ
ま
つ
地

域
未
来
創
造
塾
第
一
期
生
代
表
が
登
壇
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
講
評
と
激
励

を
行
っ
た
。

〈
二
期
生
〉敬
称
略

荒
谷
雄
己
・
金
田
孝
・
釜
井
田
江
・
田
中
蒼
馬
・
辻
奈
穂
子
・
徳
田
峻
也
・
西
出

加
世
子
・
能
登
達
朗
・
松
原
景
子
・
光
田
潤
司
・
山
下
裕
・
吉
柴
文
悟

こ
ま
つ
地
域
未
来
創
造
塾
第
二
期
修
了
式
を
開
催

講演する和田会頭多くのメンバーで新年の交流

　
本
所
Y
E
G（
会
長
：
廣
田
有
希
雄
）は
１
月
27
日
、
１
月

例
会
を
開
催
し
、
メ
ン
バ
ー
46
名
が
参
加
し
た
。
今
回
の
例

会
で
は「
和
田
新
会
頭
を
知
る
・
語
ら
う
新
年
の
集
い
」と
題

し
、
本
所
の
和
田
会
頭
が
ゲ
ス
ト
と
し
て
参
加
し
た
。

　
和
田
会
頭
か
ら
は
、
2
0
2
3
年
に
創
立
1
0
0
周
年
を
迎
え
た

小
松
ガ
ス
㈱
の
沿
革
と
ポ
リ
シ
ー
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
1
0
0
年
企
業
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
に

登
壇
い
た
だ
い
た
。

　
創
業
後
、
２
度
の
大
火
や
太
平
洋
戦
争
、
石
油
危
機
な
ど
の
苦
境

を
乗
り
越
え
、
お
客
様
第
一
主
義
を
貫
き
事
業
を
続
け
て
き
た
小
松

ガ
ス
㈱
の
歩
み
と
理
念
に
触
れ
る
こ
と
で
、
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
が
自

企
業
の
永
続
や
経
営
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
本
例
会
は
和
田
会
頭
を
お
招
き
す
る
初
め
て
の
Y
E
G
事

業
で
あ
り
、
小
松
Y
E
G
の
考
え
方
や
雰
囲
気
を
伝
え
る
場
と
も
な

っ
た
。

　
例
会
後
、
引
き
続
き
新
年
懇
親
会
を
行
い
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
を
通
じ
て
親
睦
を
深
め
た
。

１
０
０
年
企
業
か
ら
学
ぶ

　
小
松
商
店
会
連
盟（
会
長
：
濱
本
哲
成
）は
役
員
・
理
事
会
を
開
催
し
、
役
員
・

理
事
8
名
が
参
加
し
た
。

　
当
日
は
、
㈱
こ
ま
つ
賑
わ
い
セ
ン
タ
ー
代
表
取
締
役
の
小
林
太
一
氏
を
講
師
に
招
き
、

「「
面
」で
考
え
る
こ
ま
つ
の
ま
ち
づ
く
り
」を
テ
ー
マ
に
卓
話
を
実
施
し
、
㈱
こ
ま
つ
賑
わ

い
セ
ン
タ
ー
の
取
組
み
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。
小
林
氏
は
、
小
松
の
歴
史
・
文
化
・

産
業
、
北
陸
新
幹
線
小
松
駅
開
業
ま
で
の
取
組
み
に
つ
い
て
説
明
し
、
ま
た
、「
ま
ち
づ

く
り（
地
域
づ
く
り
）は
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創
造
を
通
じ
た
新
し
い
内
発
的
発
展

が
支
え
る
。」と
、
ま
ち
づ
く
り
の
定
義
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ

り
方
、
地
域
づ
く
り
の
プ
ロ
セ
ス
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
話
さ
れ

た
。

　
役
員
・
理
事
会
後
は
懇
親
会
を
開
催
し
、
小
林
氏
も
交
え
、

こ
れ
か
ら
の
小
松
市
の
ま
ち
づ
く
り
や
商
店
街
の
方
向
性
に
つ

い
て
意
見
を
交
わ
し
た
。

講師の小林太一氏

㈱
こ
ま
つ
賑
わ
い
セ
ン
タ
ー
の
取
組
み
に
つ
い
て
学
ぶ

説明する講師連絡会の様子

　
本
所
で
は
今
村
証
券
㈱
小
松
支
店
よ
り
支
店
長
の
北
田
聡

氏
、
主
任
の
小
坂
祐
大
氏
、
酒
井
克
麻
氏
を
講
師
に
迎
え
、

小
規
模
企
業
振
興
委
員
連
絡
会
を
開
催
し
た
。

　
連
絡
会
で
は「
株
式
投
資
を
考
え
る
〜
今
後
の
市
場
動
向
に
つ
い

て
〜
」と
題
し
た
講
演
会
を
開
催
し
た
。
講
師
よ
り
、
現
状
の
相
場
、

今
後
の
市
場
動
向
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。
な
ぜ
株
価
が
上
が
っ

て
い
る
の
か
。
物
価
上
昇
で
起
こ
る「
お
金
の
目
減
り
」に
よ
る
貯
金

リ
ス
ク
の
上
昇
、
資
産
運
用
の
必
要
性
、
長
期
投
資
の
心
得
等
に
つ

い
て
話
さ
れ
た
。
そ
の
他
、
今
村
証
券
㈱
に
お
け
る
投
資
運
用
サ
ー

ビ
ス
の
紹
介
が
あ
っ
た
。

　
出
席
者
か
ら
は
、「
法
人
や
団
体
向
け
に
、
国
債
等
リ
ス
ク
が
低

い
商
品
は
あ
る
か
。」等
、
投
資
に
つ
い
て
積
極
的
な
質
問
が
あ
が
っ

た
。

　
講
演
後
は
各
業
界
と
意
見
交
換
を
行
い
、
コ
ス
ト
高
騰
、
後
継

者
不
足
、
組
合
加
入
者
の
減
少
等
、
業
界
が
抱
え
る
様
々
な
課
題

に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

資
産
運
用
に
つ
い
て
学
ぶ

こまつ地域未来創造塾 1/26

小松商店会連盟 1/27

小松YEG 1/27

小規模企業振興委員連絡会 2/10

ヴィジョンの発表を行う横山氏演劇で国際ビジネスの重要性を解説

　
本
所
Y
E
G（
会
長
：
廣
田
有
希
雄
）は
２
月
17
日
、
臨
時
総

会
を
開
催
し
、
メ
ン
バ
ー
34
名
が
参
加
し
た
。

　
議
事
で
は
、
令
和
８
年
度
の
役
員
の
選
出
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
原

案
通
り
承
認
さ
れ
た
。
卒
業
の
年
齢
を
迎
え
る
メ
ン
バ
ー
が
多
く
い
る

中
で
、
新
体
制
と
な
り
引
き
続
き
活
発
な
活
動
を
続
け
て
い
く
。

　
ま
た
、
併
せ
て「
グ
ロ
ー
バ
ル
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
Ｋ
O
M
A
T
S
U
２
０
２
６

―
２
０
３
０
」の
発
表
が
行
わ
れ
た
。

　
こ
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
は
、
小
松
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
地
域
と
世
界
の
架
け
橋
に
な
り

世
界
に
点
在
す
る
企
業
や
団
体
、
人
同
士
の
繋
が
り
を
構
築
で
き
る
よ

う
な
組
織（
地
域
経
済
団
体
で
国
際
に
最
も
強
い
団
体
）と
な
る
為
に
、

そ
し
て
小
松
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
員
一
人
ひ
と
り
が
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
テ
ラ
シ
ー
の
高

い
人
財
へ
と
成
長
す
る
為
に
、
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
委
員
会
が
作
成
。

令
和
８
年
度
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
委
員
会
委
員
長
予
定
者
の
横
山
氏
よ

り
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
概
要
が
説
明
さ
れ
た
。

　
今
後
、
海
外
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
海
外
進
出
の
サ
ポ
ー
ト
、
観

光
ガ
イ
ド
な
ど
、
国
内
と
海
外
を
結
ぶ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
を

行
っ
て
い
く
こ
と
で
、
小
松
Y
E
G
所
属
企
業
の
海
外
進
出
や
輸
出
促

進
、
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
拡
大
な
ど
を
目
指
す
。

国
際
に
強
い
団
体
を
目
指
す

小松YEG第2回臨時総会 2/17 1/26

講師の上條拓己氏セミナーの様子

　
本
所
で
は
、「
人
材
確
保
・
定
着
が
難
し
い
時
代
に
合
っ
た
タ

イ
ミ
ー
活
用
術
」と
題
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
小
松
市
の

13
社
か
ら
16
名
が
参
加
し
た
。（
小
松
市
・
タ
イ
ミ
ー
・
小
松
商

工
会
議
所
連
携
協
定
事
業
）

　
セ
ミ
ナ
ー
の
講
師
に
は
㈱
タ
イ
ミ
ー
の
上
條
拓
己
氏
を
迎
え
、
雇
用

を
め
ぐ
る
最
新
動
向
や
、
ス
キ
マ
時
間
を
有
効
に
活
用
で
き
る
サ
ー
ビ

ス「
タ
イ
ミ
ー
」の
仕
組
み
と
小
松
市
内
に
お
け
る
活
用
事
例
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
専
門
技
術
は
正
社
員
が
担
い
、
周
辺
業
務
を
タ
イ

ミ
ー
人
材
に
任
せ
る
分
業
モ
デ
ル
に
よ
り
、
生
産
性
が
向
上
す
る
こ
と

を
説
明
し
た
。
タ
イ
ミ
ー
の
人
材
活
用
の
た
め
に
は
、
業
務
を
マ
ニ
ュ
ア

ル
化
し
、
誰
で
も
作
業
で
き
る
体
制
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
点
や
、
優

秀
な
ワ
ー
カ
ー
を
採
用
に
つ
な
げ
ら
れ
る
人
材
確
保
の
有
効
性
を
示
し

た
。

　
会
員
限
定
の「
タ
イ
ミ
ー
初
月
シ
ス
テ
ム
使
用
手
数
料
無
料
」キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
の
紹
介
も
行
わ
れ
、
積
極
的
な
活
用
を
呼
び
掛
け
た
。

〝
ス
キ
マ
時
間
を
有
効
に
活
用
〞

人材確保対策セミナー
（小松市・㈱タイミー・本所連携協定事業） 1/23

こまつ創業塾2026
会社やお店を始めたいと考えている方、起業をしているが経営に関
する知識を習得したい方、持続化補助金創業型（上限200万円）申請
に取り組みたい方、受講してみませんか。

小松市特定創業支援事業
主催： 小松商工会議所

令和8年 3月14日（土）・15日（日）・28日（土）・29日（日）
創業を考えている方、創業間もない方、
創業について学びたい方など

20名
土曜日13：00～17：00  日曜日9：00～13：00
小松商工会議所

㈱ウェイビー 伊藤健太氏、他
5,500円（資料代含む）/1名（税込）　学生無料
3月10日（火）
小松商工会議所　経営支援課　小松市園町二1番地
TEL：21-3121　FAX：21-3120
E-mail：keieishien@komatsu-cci.com

日程 講 座 名
第1講座 金融について（日本政策金融公庫）
第2講座 行政の創業支援について（小松市商工労働課）
第3講座 経営を考える①：『経営者という「仕事」をやっていると思うこと』
第4講座 経営ノウハウ①：『経営者としての選択肢』

第8講座 補助金について（小松商工会議所）
第9講座 経営を考える③：『未来への一歩！事業計画作成と資金計
　　　　　　　　　　　　 画を考える』
第10講座 経営ノウハウ③：『事業の戦略を考える財務・会計の基礎』
第11講座 経営を考える④：『デジタルツール』の活用
第12講座 経営ノウハウ④：『事業を行うにあたって本当に今、必要
　　　　　　　　　　　　  なこと』

第5講座 経営を考える②：『マーケットニーズとPRから考える事業戦略』
第6講座 経営ノウハウ②：『事業構想ワークショップ』
第7講座 雇用関係について（社会保険労務士）

申し込みは
HPから▼

3/14
土
13時～
17時

3/28
土
13時～
17時

3/15
日
9時～
13時

3/29
日
9時～
13時

日商珠算検定・暗算検定合格者
（2月8日実施）

第236回　日商珠算検定合格者
1級　南出　憲進
2級　竹田　　朔　　南出　将太
3級　東出　栞奈
4級　北　彩寿良　　南出　稜晴　　山川　聡介
5級　橋本　悠生　　西沢　康平
6級　岡田　　玲　　新谷　友梨　　岡田　瀬奈
7級　大江　葵士

第322回　暗算検定合格者
3級　加納　想大
4級　岡田　瀬奈
5級　本田　愛珠
6級　谷口　碧秋　　森中　湧士　　山本　　晟

第146回　段位認定
総合珠算認定　北出　大翔（初段）
総合暗算認定　森　　菜月（準初段）

会議所の動き 会議所の動き
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ビジネスプラン発表各ブースでの様子

　
本
所
で
は
、
昨
年
8
月
か
ら
約
半
年
間
に
亘
り
実
施
し
た「
こ
ま
つ

地
域
未
来
創
造
塾
」の
第
二
期
修
了
式
を
開
催（
共
催
：
熊
本
大
学 

研

究
開
発
戦
略
本
部 

地
域
連
携
戦
略
部
門
）。
受
講
し
た
二
期
生
12
名

そ
れ
ぞ
れ
が
、
人
口
減
少
に
起
因
す
る
地
域
課
題
の
解
決
を
目
指
す

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
発
表
し
、
半
年
間
の
学
び
を
報
告
し
た
。

　「
こ
ま
つ
地
域
未
来
創
造
塾
」で
は
、
地
域
の
事
業
者
が
人
口
減
少
に
起
因
す

る
地
域
課
題
を
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
課
題
解
決
を
目
指
す
新
た
な
事

業
を
創
出
す
る
為
に
実
施
し
た
。
受
講
生
は
、
専
門
家
や
経
営
者
に
よ
る
講
義

（
昨
年
8
月
か
ら
計
14
回
）を
通
し
て
、
地
域
や
人
と
関
わ
る
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

を
作
成
し
た
。

　
修
了
式
で
は
、
約
1
2
0
名
が
参
加
し
、
二
期
生
そ
れ
ぞ
れ
が
作
成
し
た
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
発
表
。
そ
の
後
、
各
々
の
ブ
ー
ス
に
立
ち
、
参
加
者
に
対
し

て
説
明
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
、
宮
橋
市
長
、
神
田
日
本
政
策
金
融

公
庫
小
松
支
店
長
、
和
田
会
頭
、
金
岡
熊
本
大
学
副
学
長
、
喜
多
こ
ま
つ
地

域
未
来
創
造
塾
第
一
期
生
代
表
が
登
壇
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
講
評
と
激
励

を
行
っ
た
。

〈
二
期
生
〉敬
称
略

荒
谷
雄
己
・
金
田
孝
・
釜
井
田
江
・
田
中
蒼
馬
・
辻
奈
穂
子
・
徳
田
峻
也
・
西
出

加
世
子
・
能
登
達
朗
・
松
原
景
子
・
光
田
潤
司
・
山
下
裕
・
吉
柴
文
悟

こ
ま
つ
地
域
未
来
創
造
塾
第
二
期
修
了
式
を
開
催

講演する和田会頭多くのメンバーで新年の交流

　
本
所
Y
E
G（
会
長
：
廣
田
有
希
雄
）は
１
月
27
日
、
１
月

例
会
を
開
催
し
、
メ
ン
バ
ー
46
名
が
参
加
し
た
。
今
回
の
例

会
で
は「
和
田
新
会
頭
を
知
る
・
語
ら
う
新
年
の
集
い
」と
題

し
、
本
所
の
和
田
会
頭
が
ゲ
ス
ト
と
し
て
参
加
し
た
。

　
和
田
会
頭
か
ら
は
、
2
0
2
3
年
に
創
立
1
0
0
周
年
を
迎
え
た

小
松
ガ
ス
㈱
の
沿
革
と
ポ
リ
シ
ー
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
1
0
0
年
企
業
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
に

登
壇
い
た
だ
い
た
。

　
創
業
後
、
２
度
の
大
火
や
太
平
洋
戦
争
、
石
油
危
機
な
ど
の
苦
境

を
乗
り
越
え
、
お
客
様
第
一
主
義
を
貫
き
事
業
を
続
け
て
き
た
小
松

ガ
ス
㈱
の
歩
み
と
理
念
に
触
れ
る
こ
と
で
、
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
が
自

企
業
の
永
続
や
経
営
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
本
例
会
は
和
田
会
頭
を
お
招
き
す
る
初
め
て
の
Y
E
G
事

業
で
あ
り
、
小
松
Y
E
G
の
考
え
方
や
雰
囲
気
を
伝
え
る
場
と
も
な

っ
た
。

　
例
会
後
、
引
き
続
き
新
年
懇
親
会
を
行
い
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
を
通
じ
て
親
睦
を
深
め
た
。

１
０
０
年
企
業
か
ら
学
ぶ

　
小
松
商
店
会
連
盟（
会
長
：
濱
本
哲
成
）は
役
員
・
理
事
会
を
開
催
し
、
役
員
・

理
事
8
名
が
参
加
し
た
。

　
当
日
は
、
㈱
こ
ま
つ
賑
わ
い
セ
ン
タ
ー
代
表
取
締
役
の
小
林
太
一
氏
を
講
師
に
招
き
、

「「
面
」で
考
え
る
こ
ま
つ
の
ま
ち
づ
く
り
」を
テ
ー
マ
に
卓
話
を
実
施
し
、
㈱
こ
ま
つ
賑
わ

い
セ
ン
タ
ー
の
取
組
み
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。
小
林
氏
は
、
小
松
の
歴
史
・
文
化
・

産
業
、
北
陸
新
幹
線
小
松
駅
開
業
ま
で
の
取
組
み
に
つ
い
て
説
明
し
、
ま
た
、「
ま
ち
づ

く
り（
地
域
づ
く
り
）は
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創
造
を
通
じ
た
新
し
い
内
発
的
発
展

が
支
え
る
。」と
、
ま
ち
づ
く
り
の
定
義
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ

り
方
、
地
域
づ
く
り
の
プ
ロ
セ
ス
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
話
さ
れ

た
。

　
役
員
・
理
事
会
後
は
懇
親
会
を
開
催
し
、
小
林
氏
も
交
え
、

こ
れ
か
ら
の
小
松
市
の
ま
ち
づ
く
り
や
商
店
街
の
方
向
性
に
つ

い
て
意
見
を
交
わ
し
た
。

講師の小林太一氏

㈱
こ
ま
つ
賑
わ
い
セ
ン
タ
ー
の
取
組
み
に
つ
い
て
学
ぶ

説明する講師連絡会の様子

　
本
所
で
は
今
村
証
券
㈱
小
松
支
店
よ
り
支
店
長
の
北
田
聡

氏
、
主
任
の
小
坂
祐
大
氏
、
酒
井
克
麻
氏
を
講
師
に
迎
え
、

小
規
模
企
業
振
興
委
員
連
絡
会
を
開
催
し
た
。

　
連
絡
会
で
は「
株
式
投
資
を
考
え
る
〜
今
後
の
市
場
動
向
に
つ
い

て
〜
」と
題
し
た
講
演
会
を
開
催
し
た
。
講
師
よ
り
、
現
状
の
相
場
、

今
後
の
市
場
動
向
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。
な
ぜ
株
価
が
上
が
っ

て
い
る
の
か
。
物
価
上
昇
で
起
こ
る「
お
金
の
目
減
り
」に
よ
る
貯
金

リ
ス
ク
の
上
昇
、
資
産
運
用
の
必
要
性
、
長
期
投
資
の
心
得
等
に
つ

い
て
話
さ
れ
た
。
そ
の
他
、
今
村
証
券
㈱
に
お
け
る
投
資
運
用
サ
ー

ビ
ス
の
紹
介
が
あ
っ
た
。

　
出
席
者
か
ら
は
、「
法
人
や
団
体
向
け
に
、
国
債
等
リ
ス
ク
が
低

い
商
品
は
あ
る
か
。」等
、
投
資
に
つ
い
て
積
極
的
な
質
問
が
あ
が
っ

た
。

　
講
演
後
は
各
業
界
と
意
見
交
換
を
行
い
、
コ
ス
ト
高
騰
、
後
継

者
不
足
、
組
合
加
入
者
の
減
少
等
、
業
界
が
抱
え
る
様
々
な
課
題

に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

資
産
運
用
に
つ
い
て
学
ぶ

こまつ地域未来創造塾 1/26

小松商店会連盟 1/27

小松YEG 1/27

小規模企業振興委員連絡会 2/10

ヴィジョンの発表を行う横山氏演劇で国際ビジネスの重要性を解説

　
本
所
Y
E
G（
会
長
：
廣
田
有
希
雄
）は
２
月
17
日
、
臨
時
総

会
を
開
催
し
、
メ
ン
バ
ー
34
名
が
参
加
し
た
。

　
議
事
で
は
、
令
和
８
年
度
の
役
員
の
選
出
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
原

案
通
り
承
認
さ
れ
た
。
卒
業
の
年
齢
を
迎
え
る
メ
ン
バ
ー
が
多
く
い
る

中
で
、
新
体
制
と
な
り
引
き
続
き
活
発
な
活
動
を
続
け
て
い
く
。

　
ま
た
、
併
せ
て「
グ
ロ
ー
バ
ル
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
Ｋ
O
M
A
T
S
U
２
０
２
６

―
２
０
３
０
」の
発
表
が
行
わ
れ
た
。

　
こ
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
は
、
小
松
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
地
域
と
世
界
の
架
け
橋
に
な
り

世
界
に
点
在
す
る
企
業
や
団
体
、
人
同
士
の
繋
が
り
を
構
築
で
き
る
よ

う
な
組
織（
地
域
経
済
団
体
で
国
際
に
最
も
強
い
団
体
）と
な
る
為
に
、

そ
し
て
小
松
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
員
一
人
ひ
と
り
が
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
テ
ラ
シ
ー
の
高

い
人
財
へ
と
成
長
す
る
為
に
、
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
委
員
会
が
作
成
。

令
和
８
年
度
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
委
員
会
委
員
長
予
定
者
の
横
山
氏
よ

り
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
概
要
が
説
明
さ
れ
た
。

　
今
後
、
海
外
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
海
外
進
出
の
サ
ポ
ー
ト
、
観

光
ガ
イ
ド
な
ど
、
国
内
と
海
外
を
結
ぶ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
を

行
っ
て
い
く
こ
と
で
、
小
松
Y
E
G
所
属
企
業
の
海
外
進
出
や
輸
出
促

進
、
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
拡
大
な
ど
を
目
指
す
。

国
際
に
強
い
団
体
を
目
指
す

小松YEG第2回臨時総会 2/17 1/26

講師の上條拓己氏セミナーの様子

　
本
所
で
は
、「
人
材
確
保
・
定
着
が
難
し
い
時
代
に
合
っ
た
タ

イ
ミ
ー
活
用
術
」と
題
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
小
松
市
の

13
社
か
ら
16
名
が
参
加
し
た
。（
小
松
市
・
タ
イ
ミ
ー
・
小
松
商

工
会
議
所
連
携
協
定
事
業
）

　
セ
ミ
ナ
ー
の
講
師
に
は
㈱
タ
イ
ミ
ー
の
上
條
拓
己
氏
を
迎
え
、
雇
用

を
め
ぐ
る
最
新
動
向
や
、
ス
キ
マ
時
間
を
有
効
に
活
用
で
き
る
サ
ー
ビ

ス「
タ
イ
ミ
ー
」の
仕
組
み
と
小
松
市
内
に
お
け
る
活
用
事
例
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
専
門
技
術
は
正
社
員
が
担
い
、
周
辺
業
務
を
タ
イ

ミ
ー
人
材
に
任
せ
る
分
業
モ
デ
ル
に
よ
り
、
生
産
性
が
向
上
す
る
こ
と

を
説
明
し
た
。
タ
イ
ミ
ー
の
人
材
活
用
の
た
め
に
は
、
業
務
を
マ
ニ
ュ
ア

ル
化
し
、
誰
で
も
作
業
で
き
る
体
制
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
点
や
、
優

秀
な
ワ
ー
カ
ー
を
採
用
に
つ
な
げ
ら
れ
る
人
材
確
保
の
有
効
性
を
示
し

た
。

　
会
員
限
定
の「
タ
イ
ミ
ー
初
月
シ
ス
テ
ム
使
用
手
数
料
無
料
」キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
の
紹
介
も
行
わ
れ
、
積
極
的
な
活
用
を
呼
び
掛
け
た
。

〝
ス
キ
マ
時
間
を
有
効
に
活
用
〞

人材確保対策セミナー
（小松市・㈱タイミー・本所連携協定事業） 1/23

こまつ創業塾2026
会社やお店を始めたいと考えている方、起業をしているが経営に関
する知識を習得したい方、持続化補助金創業型（上限200万円）申請
に取り組みたい方、受講してみませんか。

小松市特定創業支援事業
主催： 小松商工会議所

令和8年 3月14日（土）・15日（日）・28日（土）・29日（日）
創業を考えている方、創業間もない方、
創業について学びたい方など

20名
土曜日13：00～17：00  日曜日9：00～13：00
小松商工会議所

㈱ウェイビー 伊藤健太氏、他
5,500円（資料代含む）/1名（税込）　学生無料
3月10日（火）
小松商工会議所　経営支援課　小松市園町二1番地
TEL：21-3121　FAX：21-3120
E-mail：keieishien@komatsu-cci.com

日程 講 座 名
第1講座 金融について（日本政策金融公庫）
第2講座 行政の創業支援について（小松市商工労働課）
第3講座 経営を考える①：『経営者という「仕事」をやっていると思うこと』
第4講座 経営ノウハウ①：『経営者としての選択肢』

第8講座 補助金について（小松商工会議所）
第9講座 経営を考える③：『未来への一歩！事業計画作成と資金計
　　　　　　　　　　　　 画を考える』
第10講座 経営ノウハウ③：『事業の戦略を考える財務・会計の基礎』
第11講座 経営を考える④：『デジタルツール』の活用
第12講座 経営ノウハウ④：『事業を行うにあたって本当に今、必要
　　　　　　　　　　　　  なこと』

第5講座 経営を考える②：『マーケットニーズとPRから考える事業戦略』
第6講座 経営ノウハウ②：『事業構想ワークショップ』
第7講座 雇用関係について（社会保険労務士）

申し込みは
HPから▼

3/14
土
13時～
17時

3/28
土
13時～
17時

3/15
日
9時～
13時

3/29
日
9時～
13時

日商珠算検定・暗算検定合格者
（2月8日実施）

第236回　日商珠算検定合格者
1級　南出　憲進
2級　竹田　　朔　　南出　将太
3級　東出　栞奈
4級　北　彩寿良　　南出　稜晴　　山川　聡介
5級　橋本　悠生　　西沢　康平
6級　岡田　　玲　　新谷　友梨　　岡田　瀬奈
7級　大江　葵士

第322回　暗算検定合格者
3級　加納　想大
4級　岡田　瀬奈
5級　本田　愛珠
6級　谷口　碧秋　　森中　湧士　　山本　　晟

第146回　段位認定
総合珠算認定　北出　大翔（初段）
総合暗算認定　森　　菜月（準初段）

会議所の動き 会議所の動き

11 小松商工会議所 2026.3



　
コ
リ
ほ
ぐ
し
＆
エ
ス
テ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｏ

Ａ
は
、
代
表
の
田
端
比
呂
子
さ
ん
が
２
０

２
５
年
９
月
１
日
に
イ
オ
ン
モ
ー
ル
新
小

松
近
く
に
オ
ー
プ
ン
し
た
エ
ス
テ
サ
ロ
ン

で
す
。

　
店
名
の
由
来
は
、
ハ
ワ
イ
語
の「
コ
コ

（
真
心
の
あ
る
）」と「
ノ
ア（
自
由
・
解
放
）」

を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
す
。
真
心
を
込

め
た
サ
ー
ビ
ス
を
通
し
て
お
客
様
が
心
か

ら
解
放
さ
れ
自
由
で
美
し
い
自
分
を
取
り

戻
せ
る
サ
ロ
ン
で
あ
り
た
い
と
い
う
思
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ａ
は
、
女
性
専
用
・
完

全
予
約
制
で
他
の
お
客
様
と
重
な
ら
な
い

「
自
分
だ
け
の
時
間
」と
お
悩
み
に
よ
っ
て

「
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
感
の
あ
る
施
術
」が
特

徴
で
す
。
最
も
人
気
の
あ
る
全
身
コ
リ
ほ

ぐ
し
90
分
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
一
般
的
な
リ

ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
サ
ロ
ン
と
は
違
い
、
美

容
機
器
と
プ
ロ
の
ハ
ン
ド
技
術
で
老
廃
物

排
出
や
血
行
を
促
し
、
も
み
ほ
ぐ
し
以
上

の
深
い
ケ
ア
を
求
め
て
い
る
方
に
お
す
す

め
で
す
。
ま
た
、
お
顔
の
た
る
み
や
フ
ェ

イ
ス
ラ
イ
ン
の
お
悩
み
解
消
の
お
手
伝
い

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　「
肩
も
首
も
ガ
チ
ガ
チ
で
、
ど
こ
に
行

っ
て
も
そ
の
時
だ
け
…
」と
少
し
諦
め
た

表
情
で
来
店
さ
れ
た
お
客
様
も
、
施
術
後

に
は「
軽
い
、
こ
ん
な
感
覚
は
久
し
ぶ
り

で
す
、
し
っ
か
り
私
の
身
体
と
向
き
合
っ

て
く
れ
た
の
が
分
か
り
ま
し
た
」と
笑
顔

で
話
さ
れ
、
今
で
も
定
期
的
に
ご
利
用
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
オ
ー
ナ
ー
の
田
端
さ
ん
が
大
切
に
し
て

い
る
の
は
、
目
に
見
え
る
結
果
は
も
ち
ろ

ん
、
お
客
様
が「
ま
た
来
た
い
」と
思
え
る

「パソコン教室」の
のぼり旗が目印！

サロンの外観

施術室

会員事業所紹介自
由
で
美
し
い
自
分
を
取
り
戻
せ
る
サ
ロ
ン

自
由
で
美
し
い
自
分
を
取
り
戻
せ
る
サ
ロ
ン

代表　田端 比呂子

コリほぐし＆エステ

COCONOA

ボディケア・フェイシャル・
化粧品販売

事業内容

〒923-0861
小松市沖町４３５番
090-1905-5571
https://coconoa-korihogushi.jp/
hirotaba0121@gmail.com

外
貨
募
金
を
行
っ
て
い
ま
す
！

　
小
松
商
工
会
議
所
女
性
会
で
は
小

松
空
港
に
国
際
線
が
就
航
し
て
い
る

こ
と
に
着
目
し
、
海
外
出
張
や
旅
行

で
お
財
布
に
残
っ
た
外
貨（
コ
イ
ン
・

紙
幣
）を
、
海
外
の
災
害
や
飢
餓
に

苦
し
む
子
供
達
の
た
め
に
役
立
て
た

い
と
、
小
松
商
工
会
議
所
の
受
付
に

募
金
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
ご
自
宅
等
で
眠
っ

て
い
る
外
貨
を
、
世
界
の
子
供
達
の

た
め
の
支
援
活
動
に
役
立
て
て
い
た

だ
け
ま
せ
ん
か
？

【
募
金
箱
】小
松
商
工
会
議
所
1F
受
付

※
現
在
流
通
し
て
い
る
通
貨
の
み
を

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
？

女
性
の
元
気
を
求
め
て
い
ま
す

　
小
松
商
工
会
議
所
女
性
会
は
、
平

成
９
年
に
設
立
さ
れ
、
各
種
研
修
会

の
開
催
等
を
通
じ
て
、
研
鑽
に
努
め

る
と
と
も
に
、
地
域
の
振
興
は
も
と

よ
り
、
環
境
の
保
全
、
福
祉
の
増
進
、

青
少
年
の
健
全
な
育
成
ま
で
様
々
な

問
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
女
性
な
ら
で
は
の
し
な
や
か
な
感

性
と
大
胆
な
発
想
を
大
い
に
活
か
し

て
、
積
極
的
な
活
動
を
し
て
い
き
ま

す
。
当
会
で
は
、
一
緒
に
活
動
し
て

い
た
だ
け
る
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

入
会
資
格
は
本
所
会
員
事
業
所
に
従

事
す
る
女
性
が
対
象
で
年
会
費
は
一

万
円
。

　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
務
局

ま
で
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

☎
0
7
6
1
・
21
・
3
1
2
1

新
年
懇
親
会
を
開
催

　
１
月
27
日（
火
）に
、
市
内
に
て
小

松
商
工
会
議
所
女
性
会
新
年
懇
親
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
新
年
懇
親
会
に
は
会
員
22
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
新
入
会
員
も
迎
え
、

お
互
い
に
自
己
紹
介
を
し
な
が
ら
親

睦
を
深
め
ま
し
た
。

華
つ
う
し
ん

女
性
会

No.326

安
心
感
と
信
頼
関
係
で
す
。
そ
の
場
し
の

ぎ
で
は
な
い
健
や
か
な
身
体
を
手
に
入
れ

て
い
た
だ
く
た
め
、
コ
リ
の
根
本
原
因
を

見
極
め
、
最
新
機
器
と
熟
練
の
手
技
で
最

適
な
状
態
へ
と
導
い
て
く
れ
ま
す
。

　
今
後
は
肌
質
改
善
の
フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
機

器
の
導
入
な
ど
、
年
齢
を
重
ね
て
も
若
々

し
く
い
ら
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
を
さ
ら
に
充
実

さ
せ
、「
長
く
通
え
る
、
人
生
に
寄
り
添
う

サ
ロ
ン
」を
目
指
し
て
い
く
と
の
こ
と
。

「
不
調
を
我
慢
す
る
の
が
当
た
り
前
に
な

ら
ず
、『
整
え
る
』『
休
む
』こ
と
を
日
常
の

一
部
に
し
て
ほ
し
い
」と
、
田
端
さ
ん
は

優
し
く
語
り
ま
す
。

　
つ
い
自
分
の
こ
と
は
後
回
し
に
な
り
が

ち
な
中
で
、Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ａ
に
来
る
時

間
だ
け
は
自
分
を
大
切
に
し
、
頑
張
っ
て

い
る
女
性
が
少
し
力
を
抜
け
る
場
所
で
あ

り
た
い
と
い
う
思
い
が
こ
も
っ
た
Ｃ
Ｏ
Ｃ

Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ａ
へ
皆
様
も
ぜ
ひ
訪
れ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

相続・贈与・遺言・事業承継相続・贈与・遺言・事業承継

小松店
（JR小松駅前新幹線口）

加賀店
（JR加賀温泉駅前）

相続贈与あんしんセンター

無料相談予約受付中無料相談予約受付中
��������� ����

Instagram▶

◀公式LINE

施術の様子

カウンセリングの様子

新年懇親会の様子新年懇親会の様子

小
松
駅 305

360

日の出町日の出町

沖町沖町

園町園町

清六町清六町

コリほぐし＆エステ
COCONOA

25

イオンモール
新小松
イオンモール
新小松

明文堂書店明文堂書店

DCM21
小松店
DCM21
小松店

至佐々木
IC

至佐々木
IC

会員事業所紹介 華つうしん
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り
戻
せ
る
サ
ロ
ン

自
由
で
美
し
い
自
分
を
取
り
戻
せ
る
サ
ロ
ン

代表　田端 比呂子

コリほぐし＆エステ

COCONOA

ボディケア・フェイシャル・
化粧品販売

事業内容

〒923-0861
小松市沖町４３５番
090-1905-5571
https://coconoa-korihogushi.jp/
hirotaba0121@gmail.com

外
貨
募
金
を
行
っ
て
い
ま
す
！

　
小
松
商
工
会
議
所
女
性
会
で
は
小

松
空
港
に
国
際
線
が
就
航
し
て
い
る

こ
と
に
着
目
し
、
海
外
出
張
や
旅
行

で
お
財
布
に
残
っ
た
外
貨（
コ
イ
ン
・

紙
幣
）を
、
海
外
の
災
害
や
飢
餓
に

苦
し
む
子
供
達
の
た
め
に
役
立
て
た

い
と
、
小
松
商
工
会
議
所
の
受
付
に

募
金
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
ご
自
宅
等
で
眠
っ

て
い
る
外
貨
を
、
世
界
の
子
供
達
の

た
め
の
支
援
活
動
に
役
立
て
て
い
た

だ
け
ま
せ
ん
か
？

【
募
金
箱
】小
松
商
工
会
議
所
1F
受
付

※
現
在
流
通
し
て
い
る
通
貨
の
み
を

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
？

女
性
の
元
気
を
求
め
て
い
ま
す

　
小
松
商
工
会
議
所
女
性
会
は
、
平

成
９
年
に
設
立
さ
れ
、
各
種
研
修
会

の
開
催
等
を
通
じ
て
、
研
鑽
に
努
め

る
と
と
も
に
、
地
域
の
振
興
は
も
と

よ
り
、
環
境
の
保
全
、
福
祉
の
増
進
、

青
少
年
の
健
全
な
育
成
ま
で
様
々
な

問
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
女
性
な
ら
で
は
の
し
な
や
か
な
感

性
と
大
胆
な
発
想
を
大
い
に
活
か
し

て
、
積
極
的
な
活
動
を
し
て
い
き
ま

す
。
当
会
で
は
、
一
緒
に
活
動
し
て

い
た
だ
け
る
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

入
会
資
格
は
本
所
会
員
事
業
所
に
従

事
す
る
女
性
が
対
象
で
年
会
費
は
一

万
円
。

　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
務
局

ま
で
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

☎
0
7
6
1
・
21
・
3
1
2
1

新
年
懇
親
会
を
開
催

　
１
月
27
日（
火
）に
、
市
内
に
て
小

松
商
工
会
議
所
女
性
会
新
年
懇
親
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
新
年
懇
親
会
に
は
会
員
22
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
新
入
会
員
も
迎
え
、

お
互
い
に
自
己
紹
介
を
し
な
が
ら
親

睦
を
深
め
ま
し
た
。

華
つ
う
し
ん

女
性
会

No.326

安
心
感
と
信
頼
関
係
で
す
。
そ
の
場
し
の

ぎ
で
は
な
い
健
や
か
な
身
体
を
手
に
入
れ

て
い
た
だ
く
た
め
、
コ
リ
の
根
本
原
因
を

見
極
め
、
最
新
機
器
と
熟
練
の
手
技
で
最

適
な
状
態
へ
と
導
い
て
く
れ
ま
す
。

　
今
後
は
肌
質
改
善
の
フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
機

器
の
導
入
な
ど
、
年
齢
を
重
ね
て
も
若
々

し
く
い
ら
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
を
さ
ら
に
充
実

さ
せ
、「
長
く
通
え
る
、
人
生
に
寄
り
添
う

サ
ロ
ン
」を
目
指
し
て
い
く
と
の
こ
と
。

「
不
調
を
我
慢
す
る
の
が
当
た
り
前
に
な

ら
ず
、『
整
え
る
』『
休
む
』こ
と
を
日
常
の

一
部
に
し
て
ほ
し
い
」と
、
田
端
さ
ん
は

優
し
く
語
り
ま
す
。

　
つ
い
自
分
の
こ
と
は
後
回
し
に
な
り
が

ち
な
中
で
、Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ａ
に
来
る
時

間
だ
け
は
自
分
を
大
切
に
し
、
頑
張
っ
て

い
る
女
性
が
少
し
力
を
抜
け
る
場
所
で
あ

り
た
い
と
い
う
思
い
が
こ
も
っ
た
Ｃ
Ｏ
Ｃ

Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ａ
へ
皆
様
も
ぜ
ひ
訪
れ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

相続・贈与・遺言・事業承継相続・贈与・遺言・事業承継

小松店
（JR小松駅前新幹線口）

加賀店
（JR加賀温泉駅前）

相続贈与あんしんセンター

無料相談予約受付中無料相談予約受付中
��������� ����

Instagram▶

◀公式LINE

施術の様子

カウンセリングの様子

新年懇親会の様子新年懇親会の様子

小
松
駅 305

360

日の出町日の出町

沖町沖町

園町園町

清六町清六町
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イオンモール
新小松
イオンモール
新小松

明文堂書店明文堂書店

DCM21
小松店
DCM21
小松店

至佐々木
IC

至佐々木
IC

会員事業所紹介 華つうしん

13 小松商工会議所 2026.3



〒923-0921　小松市土居原町10-10  TEL(0761)21-8000㈹

URL  https//front.g@if-binario.com

日
　
程
　
3
月
２
日（
月
）〜
13
日（
金
）

　
　
　
　
※
平
日
の
み
開
催

時
　
間
　
10
時
〜
16
時

会
　
場
　
小
松
商
工
会
議
所

　
　
　
　
1
階
研
修
室

相
談
員
　
北
陸
税
理
士
会
小
松
支
部

　
　
　
　
派
遣
税
理
士

対
象
者
　
個
人
事
業
者

（
小
松
商
工
会
議
所
会
員
に
限
り
ま
す
）

申
込
方
法
　
小
松
商
工
会
議
所
会
報

2
月
号
に
折
込
の「
予
約
申
込
書
」

に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、Ｆ
Ａ

Ｘ
ま
た
は
お
電
話
に
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

納
税
相
談
室

納
税
相
談
室

消
費
税
相
談
室

日
　
程 

3
月
26
日（
木
）

時
　
間 

10
時
〜
16
時

会
　
場 

小
松
商
工
会
議
所

　
　
　 

1
階
研
修
室

相
談
員 

北
陸
税
理
士
会
小
松
支
部

　
　
　 

派
遣
税
理
士

対
象
者 

個
人
事
業
者

（
小
松
商
工
会
議
所
会
員
に
限
り
ま
す
）

申
込
方
法 

お
電
話
に
て
お
申
し
込
み

　
く
だ
さ
い
。

　
小
松
商
工
会
議
所 

経
営
支
援
課
　

　
☎
0
7
6
1
・
21
・
3
1
2
1

消
費
税
相
談
室

利
用
者
識
別
番
号（ｅ

-

Ｔａｘ
）・
前
年
・

前
々
年
の
決
算
書
・
確
定
申
告
申
告
者

本
人
他
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
ま
た
は
通
知

カ
ー
ド
運
転
免
許
証
　
な
ど
の
本
人
確

認
書
類
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
予
約
優
先

※
前
年
・
前
々
年
度
分
の
決
算
書
・
元
帳

な
ど
関
係
書
類
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

無料

お
店
の
人
が
教
え
て
く
れ
る
!

得
す
る
街
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
in
こ
ま
つ

「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　」ス
タ
ー
ト

「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　」ス
タ
ー
ト

第
16
回
こ
ま
つ
ま
ち
ゼ
ミ

第
16
回
こ
ま
つ
ま
ち
ゼ
ミ

第
16
回
こ
ま
つ
ま
ち
ゼ
ミ

第
16
回
こ
ま
つ
ま
ち
ゼ
ミ

小
松
商
店
会
連
盟
か
ら
の
お
知
ら
せ

３
月
１
日
以
降
分
　
開
催
日
・
講
座
名

　小松商店会連盟の「第16回こまつまちゼミ」が16店舗18講座の内容で2月21日か
ら3月15日の期間でスタートしています。
　「まちゼミ」は、お店の人が講師となって、プロならではの「コツ」や「知識」を教え
てくれるおトクで楽しい少人数制のミニ講座です。
　「腰痛予防のためのおうち体操講座」や「スマホ教室体験」「生姜シロップ作り体験」
など参加しやすい内容で実施していますので、是非ご参加ください。
●3月1日～3月15日に開催する「まちゼミ」は次のとおりです。申込方法に
ついては、右記QRコード、小松商店会連盟・こまつまちゼミHPにてご確
認ください。

  １日 超初心者・シニア向けスマホ教室
 超初心者・シニア向けパソコン教室
 元刑事×行政書士×カイロプラクターが導く「骨盤施術体験」
  ２日 超初心者・シニア向けスマホ教室
 超初心者・シニア向けパソコン教室
 30分で今よりもっと似合う眉！
 エコで安全ラジエントヒーター料理教室
 寒い時期に体温まる生姜シロップを作ろう！
  ３日 超初心者・シニア向けスマホ教室
 超初心者・シニア向けパソコン教室
 カメラマンが教える！スマホ撮影テク＃15　初級編
 教えます！老後の財産管理
 エコで安全ラジエントヒーター料理教室
 元刑事×行政書士×カイロプラクターが導く「骨盤施術体験」
  ４日 カメラマンが教える！スマホ撮影テク＃15　初級編

  ５日 元刑事×行政書士×カイロプラクターが導く「骨盤施術体験」
  ６日 事業とトラブル「いろは」
 ツヤツヤの髪になるためのシャンプー体験
  ７日 30分で今よりもっと似合う眉！
 元刑事×行政書士×カイロプラクターが導く「骨盤施術体験」
 オリジナル缶バッチをつくろう
  ８日 元刑事×行政書士×カイロプラクターが導く「骨盤施術体験」
 腰痛予防のためのおうち体操講座
10日 元刑事×行政書士×カイロプラクターが導く「骨盤施術体験」
 寒い時期に体温まる生姜シロップを作ろう！
12日 元刑事×行政書士×カイロプラクターが導く「骨盤施術体験」
13日 ツヤツヤの髪になるためのシャンプー体験
14日 元刑事×行政書士×カイロプラクターが導く「骨盤施術体験」
15日 元刑事×行政書士×カイロプラクターが導く「骨盤施術体験」
 綿わたの座布団を作ってみませんか？

小
松
商
工
会
議
所 

会 

報 

３
月
号（
7
４
４
号
）

令
和
８
年
2
月
28
日
発
行（
毎
月
30
日
発
行
）

編
集
・
発
行
　
小
松
商
工
会
議
所

〒
９
２
３

－

８
５
６
６ 

小
松
市
園
町
ニ
１
番
地

☎
０
７
６
１
・
21
・
３
１
２
１
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
６
１
・
21
・
３
１
２
０


